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　　　　　　　　　　　　　　　１




　放課後、塾じゆくへ行く途中──俺は、道ばたで魔ま法ほう少女のようなものを見た。

　いや正確に言うと、ゴミ箱に頭を突つっ込んでいる魔法少女のようなもの、だった気もする。

　あれは中間試験が始まった日の放課後、いつものように塾へ向かっていたときのことだ。

　そのとき突然、背後から耳をつんざくような爆ばく発はつ音おんが聞こえたかと思うと、その瞬しゆん間かん、俺の少し先を歩いていた同じクラスで塾も同じの孤こ高こうの秀才・灯あかり野のゆいかが急に引き返し、俺を追い越こして行った。

　俺はいったい何事かと思い、すぐさま灯野の姿を追うようにして後ろへとふり返った。

　するとそこには、フリフリの付いた衣い装しようを纏まとった魔法少女のような人物の背中があった。

　いや、それだけじゃない。その魔法少女の向こうでは、色違いの衣装を纏った他の魔法少女のような人物がゴミ箱に頭を突っ込んでいる姿や、何人かの魔法少女のような人物がボウリングのピンのように空高く吹っ飛んでいく光景が広がっていたのだ。

　そしてそんなファンタスティックな光景が視界に映ったと同時に、俺の顔面になにやらふわふわとしたやわらかい物体がぶつかってきて、そして、そして──。

　俺の記き憶おくは、そこで途と切ぎれている。これが、一週間前の話。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　灯野ゆいかの機き嫌げんがすこぶる悪い。

　休み時間のチャイムが鳴り、クラス全体の空気が緩ゆるむなか、となりの席の灯野だけは、未いまだに一週間前の試験期間中の張り詰めた空気を引きずっているといった様子で、机に張り付いたまま勉強を続けている。

　それはもう、教師さえドン引きさせてしまう勢いで、バリバリとノートに英文を書き殴なぐっている。摩ま擦さつでノートから発火してしまうのではないかというくらいに、物もの凄すごい筆ひつ圧あつで。

　たぶん、俺のせいだ。

　今朝、先日の中間試験の結果発表が廊ろう下かに貼はり出されていたため、俺はそれとなく野や次じ馬うまの後ろに立って自分の順位を確認した。すると、たまたまヤマが大当たりしたのか、万年二十位から抜け出せないでいた俺の名前『右う代しろ亨とおる』は、学年三位の位置に浮上していた。

　それを確認すると、俺はすぐに同じクラスの秀才『闇やみ路じ杏あん』と『灯野ゆいか』の名前を探す。

　俺のクラスにはなぜか学年トップの秀才が二人いる。それが彼女たちである。

　闇路杏はどちらかと言えばイマドキの女子という感じで、制服もおしゃれに着こなし、社交的で男女共に人気のある非常に人ひと懐なつっこいタイプだ。いつ見ても彼女の周りにはたくさんの人が集まっており、一見、勉強ができるようには見えないのだが、どういうわけか成績はトップクラス。

　そして灯あかり野のゆいかはそれとは正反対で、どちらかと言えば俺と同じように、休み時間中はいつも机に張り付いて勉強をし、成績だけが生きがいとなっているような気むずかしいタイプだ。容姿は悪くなく、むしろ学年で可愛かわいい女子トップ３に入るほど整った顔立ちをしているのだが、いかんせん性格が性格なだけに、だれも寄りつこうとはしない。とにかく普段から近づくなオーラが滲にじみ出ていて、そのうえ目つきも鋭するどい。孤こ高こうの冷血女である。

　闇やみ路じの名前は俺の一つ上にあった。いつも通り彼女は学年二位をキープしている。やはりたまたまヤマが当たったくらいでは彼女たちには敵かなわないのだろう。そして闇路の名前が二位にあるということは、灯野は今回一位ということか。

　そう思って、一位を見てみる。

　ところが一位に灯野の名前はなく、彼女の名前があったのは、三位の俺よりも二つも順位を落とした五位の位置だった。これは個人的に少し予想外の結果であった。なぜなら、昼食のときでさえ単語帳とにらめっこしている──いやむしろ勉強以外しているところを見たことがない勉強狂いの灯野が、これほどまでに順位を落とすのは珍めずらしいことと言えた。いつもあれだけ勉強をしているというのに、彼女の成績は最近あまりよろしくない。

　そしてとうとう、今まで彼女の下から抜け出せずにいた凡ぼん人じんの俺が見事順位を逆転してしまったのである。

　おかげで灯野は朝からずっと機き嫌げんが悪い。

　時とき折おり、俺がそんな彼女の様子を横目で覗のぞいていると、灯野はギロリと敵意剝むき出しの視線をこちらに向けてくる。最近になって彼女がなぜ成績を落とし始めたのかはわからないが、あの鋭い目つきを向けられるたびに俺は背せ筋すじを凍こおらせるはめになるので心しん臓ぞうに悪いことこの上ない。

　これが、三日前の話。
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　俺は幼い頃から親に言いつけられ、勉強ばかりしてきた。

　もちろん最初から勉強の才能があったわけではなかったため、それなりの努力はした。

　おかげで中学時代は学年上位の成績を維い持じし続け、高校は県内トップの進学校に入学。

　それから高校入学後も、周りの連中が恋愛、部活、友情、青春に明け暮れるなか、俺は独ひとり、勉強、勉強、勉強、勉強の毎日だった。

　しかし、そんな勉強の毎日であったにもかかわらず、高校に入ってからの俺の成績はガクリと落ち、伸び悩んでいた。中学では秀才とまで呼ばれていた俺も、高校では他の生徒たちと何ら変わらない、ただの平へい凡ぼんなその他大勢に過ぎなかったらしい。

　そして、もちろんそんな勉強ばかりの人間に友だちができるかと言えば答えはノーで、ぶっちゃけてしまえば、高校生活も早七ヶ月を過ぎた今現在、俺には未いまだに友だちが一人もいない。常に勉強をしているにもかかわらず学年順位が万年二十位だったこともあり、クラスの連中からは裏で『へっぽこスタディマシーン』などと呼ばれていることも知っている。

　だが、気にしない。俺には勉強がある。勉強はたぶん裏切らない。コツコツと勉強をしてさえいれば、いずれ人生はどうとでもなるとネットにも書いてあった。それに友だちは必要ないとお昼の番組でサングラスをかけた人も言っていた。それに万年二十位でも一度はまぐれで輝かがやくことができたのだ。それならば、これからも勉強をしていれば、またそんなまぐれが起きる可能性だってある。だから俺はこれからもこれでいい。友だちがいなくたって、成績が中ちゆう途と半はん端ぱだって、今まで通り勉強を続けていればいつかは──。

「す、すいません……」

　しかし、そんな勉強ばかりの俺の人生も……たぶん今日で終わる。もちろん、悪い意味で。

「きみ、御お菓か子しノ高校の子でしょ」

　その日も塾じゆくが終わり、俺が真まっ直すぐ自宅へ帰るため電車に揺ゆられていたときのことだ。

　そのとき俺は、灯あかり野のが成績を落としたこと、それから一週間前、塾に行く最中に爆ばく発はつ音おんを聞いてからのその後をよく思い出せないことなどをふと考えていた。特に爆発音から魔ま法ほう少女のような姿を見てからあとのことは、まるでそこだけスッポリ記き憶おくが消されたかのように抜け落ちてしまっている。

　不ふ思し議ぎだった。暗い壺つぼのなかに手を伸ばして、指先になにかが触ふれているのにそれをつまみ出すことができない感じがして、実にモヤモヤした。

　それは試験期間中だったこともあり、勉強の疲れで記憶が曖あい昧まいになっているのか。はたまた毎日があまりにも単調すぎて、見た夢といつもの現実がごっちゃになってしまっているのか。

　そんなくだらないことを考えているときだった。不意に電車がぐらりと大きく揺れると、俺はそのまま、まんまとよろめき、咄とつ嗟さに倒れる方へと手を出してしまったのだ。

　そして俺は何とか転ばずに事なきを得たものの、しかし次に自分の手のなかに収まっているそれを見て愕がく然ぜんとした。少し温かく、どこかふかふかとしたような感かん触しよくのそれ──つまり俺の手には、女性の胸がスッポリと収まっていたのである。

　そう、俺はまったく、事なきを得てはいなかったのだ。

「あの、すいません。ほんと、わざとじゃ……ないんで」

　俺は人目もはばからず、その場で必死に謝あやまった。夢と現実がごっちゃになった何ともしょうもない記憶のことを考えていたせいで、事故とはいえ、俺は弱じやつ冠かん16歳さいにして人生初の痴ち漢かんをしでかしてしまったのである。恋愛も友情もその他諸もろ々もろの青春行事をすべて棄すてて真ま面じ目めに勉強に打ち込んできた自分がまさかの──見ず知らずの女子大生に向かって──ラッキースケベを炸さく裂れつさせてしまったのである。血の気けが引いていった。五分、いや一分でいいから時間を巻き戻したかった。そうすれば俺はしっかりと手すりにつかまって考え事をしていた。そもそもそんなくだらないことを考えはしなかった。それどころか空あいている席を見つけて座っていただろう。いや、もしかしたらこの電車には乗らなかったかもしれない。

　しかし現実は一分どころか、たった一秒も戻せないのだ。

「ちゃんと私の質問に答えて。きみは、御お菓か子しノ高校の子だよね？」

　自分の犯した過あやまちに後悔が募つのっていく。頭から順に、体中が痺しびれていくのがわかった。

　俺は女子大生の質問に、ただ一言「はい」とだけ答える。

　すると彼女は顔を近づけ、俺の顔をまじまじと覗のぞき込みながら、「うーん……」と首をかしげたあと、ふっと息を吐はき、どこか諦あきらめたようにして顔を離はなした。

「まっ、いっか」そして彼女は俺の肩に手を置いて言った。「いくら思春期だとはいえ、こんな電車内で堂々と人の胸を揉もむとは感心しないよ？」

　見れば周りにいた他校の女子高生や会社帰りのサラリーマン、果ては老夫婦にクスクスと笑われている。しかし俺はそんなことよりも、すでに身元特定が始まってしまったことにめまいを感じていた。いよいよヤバイ展開になってきた──そう思って身構えていたのだが、

「じゃあ、今度から気をつけてね」

　と、女子大生は次にそう言うと、にっこりと優やさしげな笑みを浮かべた。

　俺はそんな、思ってもみなかった展開に半ば放心状態になりながら頭を下げる。てっきり駅事務室に連行……そこまでいかなくとも、高校に連絡が回されるかと思っていたのだが、どうやらそれは俺の考えすぎだったらしい。助かった。

「す、すいませんでした。気をつけます」

　そして俺が、緊きん張ちようのあまりくらくらと重い頭を上げてその場から離はなれようとした直後だった。

　その女子大生は途と端たん、なにかを思い出したように「あっ」と声を上げると、あろうことか俺にもう一度「待って」と声をかけ、それから次に信じられない言葉を口にしたのだ。

「やっぱり、ダメ」

　まさかのフェイントだった。この一いつ瞬しゆんで俺は、またしても絶ぜつ望ぼうの淵ふちに追いやられる。

「えっ、と……」

　そしてわけがわからず混乱している俺に向かって、女子大生は追つい撃げきを放った。

「ちょっと、学生証、見せて」

「……え？」

「だから、きみの学生証、ちょっと見せてほしいの」

　怒るでもなく、なにか考えるふうな面おも持もちで彼女は学生証の提示を要求してきた。

　もちろん逆さからうことなんてできないので、俺はおとなしく学生証を女子大生に渡す。

　すると彼女は学生証を見るなり、「やっぱり！」と声を上げてこちらに向き直った。

「右う代しろ亨とおるくんだ！　一年Ａ組の！」

　……嗚あ呼あ、終わった。俺の人生が今、終わった。

「……はい」

　なぜ一度は許してくれたはずなのに、フェイントをかけて学生証の提示を要求してきたのか。そしてなぜ学生証を見て「やっぱり！」と、まるで俺のことを前々から知っていて、ようやく思い出したかのような口ぶりなのか。それはそれで不ふ思し議ぎでならなかったが、なによりもこの瞬しゆん間かん、俺が非常に恐れていたこととは、彼女がすでに俺の腕をがっしりと摑つかんで次の駅で降おりようとしていたことである。

　もう逃げられない。これは確実に駅事務室へと連行される段階である。

　それから電車が駅に着きドアが開くと、俺はそのままホームに降ろされ、ぐいぐいと引っ張られていった。瞬しゆん時じに脳内で今後の展開が繰くり広げられていく。

　そう、俺はこれから駅事務室に連行されたあと、痴ち漢かんだと駅員に突つき出され、高校名から名前までバレているがゆえに即そく座ざに学校と家に連絡される。そしてめでたく退学処分を受けると、さらには親からも勘かん当どうされ放浪の旅へと出発するのだ。

「亨とおるくん、ジュースでいい？」

「……はい」

「それじゃ、オレンジジュースと生一つください」

　その後、人付き合いも運動も得意ではない俺はだれからも必要とされず、なぜあそこで女性の胸に手をついてしまったのかと独ひとり悶もん々もんと後悔に苛さいなまれ続け、己おのれに恥はじを覚え、とうとう山のなかへと逃げ込み虎とらとなるのだ。

「それじゃ、カンパーイ！」

「……はい、カンパイ」

　そして虎になった俺はグラスに入ったオレンジジュースを手にカンパイをし──、

「……へ？」

　虎になりかけていた俺が、そこでふと我われに返り顔を上げると、目の前にいたのは駅員でなく中ジョッキを豪ごう快かいに呷あおる先ほどの女子大生だった。

　ゆっくりと辺りを見回し、そこが駅事務室ではないことを確認してから恐る恐る尋たずねてみる。

「あの、ここ、どこですか？」

　すると、ずいぶん幸せそうに息をプハーッと吐はき出した彼女は、俺の質問を聞き、きょとんとした表情で首をかしげた。

「へ？　居酒屋だけど？」

「はぁ……えっ」

　もしかして俺はまだ、夢でも見ているのだろうか。




「恋がしたい、恋がしたいの……」

「はぁ……」

　目の前で名前も知らない女子大生が通算五杯目となる中ジョッキをあおるのを眺めながら、俺は手元のお通しをつまみつつ、軽い相づちを打っていた。

　店に入ってから早十五分。俺の手元にあるオレンジジュースの減り具合は未いまだ半分だというのに、テーブルの上にはすでにたくさんのジョッキが並んでいた。一応、おつまみもいくつか並んではいるのだが、彼女はあまりそれらに手をつけず、延々と浴びるようにして酒をグイグイと喉のどに流し込んでいる。そして彼女から出てくる言葉は〝恋がしたい〟とばかり。先ほどから何度か、俺のことを知っていたような口ぶりだった彼女に、どこかでお会いしたことありましたっけ、と尋たずねてみても、彼女は一向に「当ててみて？」と笑ってはぐらかすばかりでまともに取り合ってくれない。

「……えっと、じゃあ、すればいいんじゃないですか」

　丸い天使の輪わっかがくっきりと浮かんだ肩まで伸びる艶つややかな黒くろ髪かみ、それに包まれるようにして、ほんのりと朱しゆ色いろに染そまった色白の小顔は、まるで淡あわいピンク色をした苺いちごだいふくのようで、彼女の容姿はお世せ辞じ抜きにしても可愛かわいかった。おまけに酒が入っているせいか目がとろぉ～んとしており、そんなとろけた眼まな差ざしを向けられるたびに、俺は不覚にも視線を逸そらすことを余よ儀ぎなくされる。

「できるなら、最初からしてるもぉん……」
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　そんな俺の相づちに、彼女はどこか遠くを見つめるようにしてつぶやいた。

　まるで自分が、恋のできない魔ま法ほうをかけられたどこか遠くのお姫ひめ様であるかのように。

「いや、しようと思えば簡単にできると思いますけど……それとも、理想が高いとか？」

「ちがうよぉ……そういうことじゃないぃ……そういうことじゃぁ……けぷっ」

　ずいぶんと可愛かわいらしいおくびをし、ふらふらと頭を揺ゆらめかせながら空からになったジョッキをテーブルに置くと、彼女はテーブルに設置してある呼び出しボタンで店員を呼んだ。

「あの、まだ吞のむんですか……」

　訊きくと、彼女は半分眠りかけているような目で幸せそうにうなずき、「うん」と微ほほ笑えむ。

　俺は半ば呆あきれながら腕時計を確認した。塾じゆくが終わってから結けつ構こうな時間が経たっている。

　もうそろそろ帰りたい。

「ぐぅ、さっきから時計ばっか見て……」

　そんなことを思いつつ腕時計に目を落としていると、不意に声をかけられた。そして顔を上げてみれば、目の前には、むっすぅ、と頰ほおをふくらませたこれまた情けない顔がある。しかも酔よっているため焦しよう点てんはどこかぼやけているし、頰もほのかに赤く染そまっているため、まったく迫はく力りよくがない。

「あの……」

　しかし、このままグダグダと見ず知らずの女子大生の相手をしていたら本当に帰れなくなってしまいかねない。痴ち漢かん──のようなもの──をしてしまったことはきっぱりと謝あやまって、ここはもう帰らせてもらうしかないだろう。

　そう思い立ち、俺がゆっくりと腰を上げたそのとき、

「そんなに私がイヤなの？」

　目の前の女子大生は拗すねたように眉まゆを八の字にし、こちらを上うわ目めづかいで見上げてきた。

「えっ、いや、えっと……そういうわけではない……の、ですが……」

　自分よりも年上の女性がそんな甘い声を出し、子どものように拗ねた顔を見せたことに俺は狼ろう狽ばいして思わず息を吞んでしまった。このまま席を立ち、居酒屋を出て帰路に着かなければならないと心のなかでは思っているのに、どうも雰ふん囲い気きに圧おされ体が動かない。

　そしてこれではいけないと思いつつもまったく腰が持ち上がらなくなった俺に、女子大生はなにかムキになったような口調で、先ほどよりも少しだけ頰を上気させながら口を尖とがらせて言った。

「じゃあ、亨とおるくんは、いまぁ、付き合っている子とかいるんですかぁー」

　突然なにを言い出すんだ、この人は。

「いや……」

　答えると、女子大生はぴたっと俺の目を覗のぞいたまま止まり、それからふいっと横顔を見せると、どうもその言葉を口にするのが恥はずかしいようなそぶりで、もじもじしながら続けた。

「じゃ、じゃあ、キ……キスとか……したことは、あ、あるんですかぁー」

　彼女の視線から解放されたことで、俺の腰が微かすかに持ち上がるのがわかった。

「……よし、帰れる」

「へぇ～、なぁに？」

「い、いや……キスしたことも、ないです」

　それどころか俺には友人すらいないという……まあ、自みずから選んだ道なので悲ひ観かんはしない。

　それから俺が完全に立ち上がった状態で、電車でのことを謝あやまって帰ろうと口を開きかけると、女子大生はまたもや先ほどと同じようにして、とろぉんとした瞳ひとみでこちらを見上げてきた。

「ふぅ～ん。じゃあ、私なんかは……どう？」

「……え？」

　途と端たん、いろいろな手順をすべて吹っ飛ばして繰くり出されたその質問に思考が一いつ瞬しゆん停止する。甘い声、妖よう艶えんな雰囲気……動き出せそうだった足がその瞬しゆん間かん、またもや重い石のようになり、まったく動かなくなってしまった。ストン、と腰が椅い子すに落ちる。不ふ甲が斐いない俺の体。

「え、えっと、それは……」

　つまり、今の質問の意味はやはりそういう意味なんだろうか……いやしかし、俺は彼女の名前すらまだ知らないのである。それに彼女は女子大生で俺は高校生だ。そんな、高校生が女子大生とお付き合いなんて……いや、でも今の時代、それも珍めずらしくはなく──。

「えー、そのー、あのー……」

　人生初のお誘さそい（？）に、俺が真剣にあーだこーだ悩んでいると、そこで突然、急に堪こらえきれなくなったかのようにして「ぷっ、ぷぷぷっ」と、女子大生が噴ふき出しはじめた。

　そして俺が何事かと顔を上げた次の瞬間、彼女は俺の顔を指さしながら、ずいぶんと愉ゆ快かいそうにしてケラケラと笑い始めたのだ。

「あはははは、亨くんってば、顔赤くなってるぅー！」

　苦しそうにバシバシと自分のおなかを叩たたく彼女。本当に……本当に可お笑かしいらしい。目に涙まで浮かべて笑っている。

「くっ……」

　一いつ瞬しゆん、放心状態だった俺はようやく事を理解し、両手の握り拳こぶしを膝ひざについたまま彼女から顔を背そむけた。なんという屈くつ辱じよく。いま俺は完全に遊ばれていたらしい。人生初の春爛らん漫まんを目前にドキドキしながらいろいろ考えていたというのに、彼女には端はなからそんな気はさらさらなく、俺の反応を見て心のなかで笑っていたらしい。こんな屈辱、初めてである。

「一生の不覚……」

　そんな、純情な人の心を弄ぶ女という生き物の恐さに軽くトラウマを植え付けられてしまった俺が、顔中に火がつくような勢いで顔を真っ赤にして俯うつむいていると、息苦しくなるまでケタケタと笑っていた彼女はようやく気が済んだのか、笑い疲れたように息を整えながら、「はー」と息を吐はいてこちらを見つめた。

「亨とおるくん、思ってた感じとちがって案外かわいいのね」

「か、かわ……」

　ここで一応言っておくが、俺と彼女は知り合いではない。今日初めて会った者同士である。

　そして俺は驚おどろくことに彼女の名前すら知らない。そんな相手に俺は弄もてあそばれただけでなく、とうとう男として決して言われてはならない〝可愛かわいい〟というその言葉を投げかけられてしまったのだ。

　しかし俺は情けないことに、そんな生まれて初めて投げかけられた言葉にただただ顔を赤くすることしかできないのである。

　嗚あ呼あ、なんて恐ろしいんだろう。

　女の人はこうやってモテない男を面おも白しろ半分にいじって反応を見て楽しんでいるのか。

「怖い、女、怖い……」

　しかし、そんなひとりの健全な高校生男子にトラウマを植え付けたとも露つゆ知らず、彼女は今度、急にしんみりとした様子でグラスに張り付いた結けつ露ろを指でなぞりながら口を開いた。

「てっきりうちの妹と同じで、頑がん固こで勉強ばかりの頭でっかちなのかと思ってた」

「……妹？」

　その言葉を耳にし、俺はふと、彼女の憂うれうような伏ふし目がちの顔に見覚えがある気がした。

「うん、うちの妹も勉強好きというか、勉強の虫なの。いつも何かと勉強ばかりでね。昔はそんなことなくて、笑うととっても可愛かったんだけど……やっぱり、私のせいなのかなぁ」

　右腕に頰ほおを載のせ、くたぁ～っと誰だれに語りかけるでもなく静かにつぶやくと、彼女はそれっきり、残り少なくなったグラスの中身をぼーっと眺め続けた。憂うれいを秘ひめたその艶つやっぽい横顔に思わず見とれてしまう。

　そのままだと延えん々えんと見とれてしまいそうだったため、早急に頭を振り我われを取り戻すと、目の前の焼き鳥に箸はしを伸ばした。先ほどから俺しかつまんでいないせいでなかなか減らない焼き鳥に意識を向け、それから少しだけ気になっていたことを尋たずねてみる。

「ところでずっと気になってたんですけど、どうして俺のこと、駅事務室に連れて行かなかったんですか？」

　俺の質問に、彼女はゆっくりと眠たそうに顔を上げ、ずいぶんと間ま抜ぬけな声で首をかしげた。

「へ？　どうして？」

「どうしてって……」

　電車での出来事を忘れているのか、それとも本当になにも思っていないのか、いまいち彼女の心境に見当が付かないので言葉が詰まる。

「俺、その、あなたの胸を……」

　すると彼女は、言い淀よどんでいる俺を見てほっこりと笑い、それからとても優やさしげな目をして「あえかでいいよ」と囁ささやいた。

　ここへ来てようやく彼女のことを一つだけ知ることができた。

　彼女の名前は〝あえか〟というらしい。

「えーっと……あえかさんの胸を、俺は、つまり、さわってしまったわけで……」

　恥はずかしさに纏まとわり付かれながらも、やっとのことでそこまで言うと、しかしあえかさんは何ともなさそうに微ほほ笑えみ、気さくに言った。

「あはは、いいんだよ、亨とおるくん。だってあれ、事故だったもんね」

「えっ、でも……」

　またもや予想だにしなかった反応に固まっていると、あえかさんは気恥ずかしそうに頰ほおを指先でなぞり、はにかみながら言う。

「あのー、実はあのときね、私もよろけちゃってて……亨くんがおさえてくれてなかったら転げてたんだよねー……あはは」

「そ、そうなんですか」

「それにね、きみみたいな勉強のできる子が、そんな痴ち漢かんなんかで人生を棒ぼうに振るとは思わないもん、うん」

「べ、勉強のできる子って……俺が？」

　あえかさんは、うんうんとうなずき、人を信じ切ったような眼まな差ざしを向けてきた。

　どうやら俺は彼女に高く買われているらしいが……まったくもって意味がわからない。

「じゃ、じゃあどうしてあのとき俺を呼び止めて……こんなところに連れて来たんですか。痴漢じゃなかったら、あのまま帰してくれても良いはずなんですが」

　するとその問いかけに対し、彼女はどこかバツが悪そうな様子で目線を逸そらした。

「えっ、それは、亨くん、塾じゆく通ってるでしょ……だから頭良いだろうし、それに真ま面じ目めそうだし、お話もしてみたかったし、あと……言うこと聞いてくれそうだったから」

　なんだろう、最後に出てきた〝言うこと聞いてくれそう〟という物ぶつ騒そうな言葉は……。

「と、とにかく亨くんとお話がしてみたかったの！」

「だったら、そう言ってくれれば良いじゃないですか」

「でも亨くん、見ず知らずの女が一いつ緒しよにお話しましょうって言ってもついてきてくれなかったでしょ？」

　たしかに、未いまだに自分の正体を明かそうともしない不ふ審しんな女子大生に〝お話しましょう〟などと言われても、俺は急いで逃げていたかもしれない。

「じゃあつまり、お話をするために痴漢で連行すると見せかけ、俺を居酒屋に連れて来たと」

「そうそう、そうなの」

「……なるほど」

　やはり話がわからない。どうしてあえかさんはそんなことまでして俺を居酒屋に連れて来る必要があったのか。それに彼女は前々から俺のことを知っていたかのような態度でいる。それもクラスどころか、俺が塾じゆくに通っているということまで。

　そんなことを考えながら前を見ると、あえかさんが妙みようにうっとりした表情を浮かべ、

「でも、初めて男の子に胸、さわられちゃったなぁ……私、もう変身できないかも」

　などと独ひとり言ごとをつぶやいていた。

　彼女をじっと見み据すえていると、ふとある人物が浮かんだ。まさかと思いつつ訊きいてみようと「あの──」と口を開きかける。しかしその瞬しゆん間かん、あえかさんが突然その場に立ち上がり、俺ではなくその後方に向かい大きく手を振り上げた。

「みんなぁ、こっちこっち！」

　すぐさま後ろへふり返る。するとそこには、あえかさんと同じ女子大生らしき人物三人と、そして俺と同じ高校の制服を着た、いかにも冷たそうな雰ふん囲い気きを纏まとう女子生徒がひとりいた。

　見覚えのある憂うれいを帯びた伏ふし目がちの表情。俺のことを知っていて、なおかつ塾に通っていることまで知っている。そして極きわめつけに〝勉強の虫〟と呼ばれる妹を持っている……。

　どうやら俺の心当たりは見事に的中してしまったらしい。どうしよう。

「あーあ、あえか、もう顔真っ赤になっちゃってるじゃない。何杯目？」

「えーっと……六杯目？」

「吞のみ過ぎ」

　言いながら、マーマレードのような甘く煌きらびやかな髪かみ色いろをした華はなやかな女性があえかさんのとなりに腰を下ろした。長い睫まつ毛げをした彼女は、勝ち気そうなツンとした眼まな差ざしでこちらを一いち瞥べつすると、すぐに向き直ってメニューに視線を落とす。

　続いて、すらりとした手足の──ナイスバディな──ポニーテールの女性が一いつ瞬しゆん俺を見たあと、すぐにその涼すずしげな目元を伏ふせ、ささっと距きよ離りを離はなすかのようにしていちばん端はしっこに座った。物静かな雰ふん囲い気きを纏まとった優やさしそうなお姉さんに見える彼女は、しかしたおやかで落ち着いたタイプと言うよりは、どちらかと言うと自己主張が苦手な内気そうなタイプに見える。彼女が着ているタートルネックのセーターは、その大きな胸をより一いつ層そう引き立てる形で、ボディラインを滑なめらかに、しかしながら大胆に浮かび上がらせていた。

　そして、その間に割り込むようにして、どこかアンニュイな雰囲気を纏った青いジャージ姿の猫ねこ背ぜの女性がスッポリと収まる。そのジャージ姿で気けだるそうにスマートフォンをいじっている姿から察するに、こちらはどうやらマイペースな人のようである。

「えっと、じゃあ私はカルーアミルクで、雪ゆき乃のと麻ま緒おちゃんは？」

　ツンとした雰囲気の女性が訊きくと、雪乃と呼ばれた青ジャージの彼女は、「焼しよう酎ちゆう。あとえびせん。大盛りでよろー」と答え、麻緒ちゃんと呼ばれた内気そうな美人は、どこか控ひかえ目な様子で「愛あい理りちゃん、私、お水がいい……」と答えた。

　それからようやく、先ほどから俺を見たまま固まっている最後のひとりに順番が回ってくる。

「……で、さっきから突つっ立ったままのゆいかちゃんは？」

　すると彼女はその言葉をきっかけに俺から視線を逸そらすと、あえかさんに顔を向け、静かに口を開いて言った。

「お姉ちゃん、これはどういうことなの……」

　しかし、そんな彼女の質問に対しあえかさんはへらへらと笑うだけである。

　そして俺は、自分の予想が当たったまでは良かったものの、だがそれにどう反応すれば良いのかわからず、緊きん張ちようしたように背せ筋すじを伸ばしては、情けない苦笑を浮かべるのみであった。

「……や、やあ灯あかり野の」

　女子大生三人と共にやってきた、俺と同じ高校の制服を着る最後のひとり──。

　それは案あんの定じよう、同じクラスの灯野ゆいかだったのだ。




　俺はいま、巷ちまたで流行はやりの女子会に参加している。

　ひとりは酒に潰つぶれ、ひとりはそんな相手に向かってテレビでよく耳にするような恋愛論を長々と語り続け、ひとりは無言でスマートフォンをいじりながらスナック菓が子しをパリパリと食べ、ひとりはスヤスヤと眠り、そして最後のひとりは俺のとなりで、こちらに背を向けたまま黙もく々もくと単語帳と見つめ合っている。

　果たしてこれを女子会と呼んでも良いものなのかどうか、本来あるべき姿の正しい女子会というものを見たことがないので判断しかねるが、少なくともこの場にいる俺は確実に場ば違ちがいであり、完全に孤こ立りつ無む援えん状態であることは間ま違ちがいないだろう。

　女子会　ＩＮ　右う代しろ亨とおるである。

「……帰りたい」

　居酒屋に入ってから、かれこれ一時間が経過しようとしていた。

　灯野ゆいかの登場により、ますますこれが何の集まりなのかわからなくなってしまったが、先ほど灯野があえかさんに向かって「お姉ちゃん、これはどういうこと」などとドライな声こわ音ねで尋たずねていたところからすると、少なくとも二人が姉妹なのだということだけは理解できる。

　そこから察するに、恐らくあえかさんは自分の妹と同じクラスで、そして同じ塾じゆくにも通う俺のことを何らかの形で知っていたのだろう。

　ただそれでも、なぜ俺がここに連れて来られたのかは未いまだに理解できない。

　おまけに先ほどから目の前で延々とあえかさんに恋愛論を語っていた愛あい理りと呼ばれる人は、今度は「最近変身ポーズが恥はずかしくなってきたの」だの「体がついていかないのよ」だの「チップのヤツ、マジむかつく」だのと、何だかよくわからない愚ぐ痴ちをこぼし始めている。

　しかし俺には何となくそれが、いわゆる日曜の朝八時半頃からやっている女児向け用アニメの話ということはわかった。なぜなら昔、妹の鳴めいが小さい頃に俺もよく一いつ緒しよに見ていたからだ。

　ただ、果たして女子会というもので、女子たちはそんな女児向け用アニメの話をするのだろうか。それも熱心に。あたかも自分たちがそうであるかのような口ぶりで。

「それでさぁ、ブラックバーント軍団の奴やつら、最近マジだからちょっとねえ──」

　いや、しかし仮にも彼女たちは女子大生である。そんな半大人のような彼女たちがわざわざ居酒屋に集まってまで美少女戦士の話をするだろうか。なりきり、コスプレ、同人誌……いろいろ考えてみたが、それにしてもその話の内容はやけにガチで、リアリティがありすぎる。

「もうそろそろ私たちだけじゃ本気でヤバイわよ。あえか、あなた一応リーダーなんだからなにか策はあるんでしょうね」

　やはり何だかおかしい。女子大生が居酒屋に集まって美少女センシになりきった体ていで話し合うなんて、そこはかとなく怪あやしいかほりがする。何というか、メルヘンワールド的な、彼女たちは些いささかそっち系の危ない人たちなのかもしれない。

　そしてきっと、灯野の成績が下がった原因もここにあるのだ。

　やはりここは深く関わる前に帰ったほうが賢けん明めいだろう。あえかさんの胸を触さわってしまったことに関して言えばしっかりと謝あやまったし、それにあえかさんも許してくれたようなことを言っていたのでここで俺が何事もなく消えても問題はないはずだ。いや、むしろ俺はここで空気を読み音もなく消えるべき人間なのである。女子会という場から。男として。

「……よし」

　小さく気合いを入れ、俺は拳こぶしを握った。

　そして次に家いえ路じへの第一歩を踏ふみ出そうと重い腰をゆっくりと上げようとした、しかしそのときだった。瞬しゆん間かん、なんとも絶ぜつ妙みようなタイミングで愛あい理りと呼ばれる人がこちらにふり返ったかと思うと、煙けむりのように消えようとしていた俺に向かって一言。

「──で、あんただれ？」

　まるで猛もう獣じゆうに捕とらえられた獲え物ものよろしく動くに動けなくなった俺はその場で中腰のまま固まった。

　よりにもよって、先ほどからいちばんメルヘンティックな話を恥はずかしげもなく繰くり広げていた相手に声をかけられてしまったのである。

「え、えっと……」

　そんな、少しツンとした眼まな差ざしを向けてくる彼女に見つめられた俺は、その途と端たんどう答えて良いのかわからず口くち籠ごもってしまった。場に謎なぞの緊きん張ちよう感かんが漂い、スヤスヤと眠っていた人まで起き出し、寝ぼけ眼まなこをこすって俺に顔を向けてくる。気がつけば灯あかり野のを除いたその場の全員がこちらに注目していた。

　俺は中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢を保ったまま、すぐさまとなりにいる灯野に助けを求めようとするのだが、いかんせん彼女から滲にじみ出ているハンパない話しかけるなオーラに気け圧おされてしまい、声すらかけられない。

　しかしもうタイムリミットだ。これ以上は場がもちそうにない。

　ただ下へ手たに答えるとメルヘンワールドに引きずり込まれるのは明白だった。やはりここはもう、普通に自己紹介をしてさっさと帰るべきか……と、俺が考え、口を開きかけたそのとき、

「この子は右う代しろ亨とおるくんです！　今日から私たちの仲間になったんだよね！」

　俺より先に、あえかさんが顔を上げ声高々と宣せん言げんした。

「な、仲間……俺が、いつ？」

　それを聞き真っ先に俺の口が開く。このままでは本気でメルヘンワールドに連れ込まれる。

　しかしあえかさんは幸せそうな笑みを浮かべたまま、ふにゃふにゃと笑っているだけだった。

　見るからに酩めい酊てい状態であり、完全に出来上がってしまっている。

　そして、あえかさんの言葉にいちばん戸と惑まどっている俺に向けられる三つの視線。

　そのとき俺は完全に自分がこの場から帰れなくなったことを直感した。

　ウェルカム　トゥ　ザ　メルヘンワールドである。気分はアリスである。

　第一話『ダウン　ザ　ガールズパーリィー　イン　イザカヤ』である。

「……よ、よろしく、おねがいします」

　いよいよ場の空気に吞のまれそうになった。

　あえかさんの鶴つるの一声によってメルヘンワールドの住人に登録されてしまったこの現状、逆さからって彼女たちの世界観を壊こわそうものなら即そく、裏から小しよう銃じゆうを持った怖いウサギさんたちが出てきて、蜂はちの巣すにされてしまいそうな雰ふん囲い気きですらある。

　ならばここは適当に仲間認定されたことを利用して「それじゃあ俺はそろそろ家に飛んで帰ります。また不ふ思し議ぎの国で会いましょう！」と、軽くその場から離はなれれば良いのではないか。

　……よし、これで行こう。

　そして俺がその僅わずかばかりの希望を胸に、ゆっくりと立ち上がろうとした、しかしそのときだった。気がつくと俺の両肩には白い花びらのようなきれいな手が添そえられ、恐ろしいことに立つに立てなくなっていたのである。

　真上を見上げてみれば、そこにはふんわりと甘い香りに包まれた満面の笑みが……。

「私は花はな咲さき愛あい理り、よろしく」

　もはや抜け道は絶たれた。そのいかにも悪わる巧だくみを考えていますといった笑みにたじろいだ俺は、すっかり椅い子すに固定され、そのままがっちりと身動きができない状態に陥おちいる。

「それで、あっちの青ジャージが百ゆ合り永なが雪ゆき乃ので、そのとなりが照てれ梁やな麻ま緒お子こ」

　紹介された雪乃さんがスマートフォンで俺を写真に撮とると、ゆるい雰ふん囲い気きで「よろ～」と手を挙げ、麻緒子さんは俺と目が合うなり居住まいを正して「よろしくね」と照れ臭くさそうに笑った。

「で、そのとなりが灯あかり野のあえかで、こっちが灯野ゆいか。ふたりは姉妹よ」

　愛理さんの紹介に、あえかさんは相変わらず顔を朱しゆ色いろに染そめたまま小さく手を振って楽しそうにうにゃうにゃと言った。

「愛あい理り、愛理、ゆいかと亨とおるくんはね、同級生さんなんだよ」

　その言葉に「えっ、そうなの！　じゃあ話は早いわね！」と愛理さんが嬉うれしそうに手を合わせる。話って、なんだろう。

「ゆいかちゃんも、そういうことなら早く言いなさいよ」

　どこかはしゃいだように灯あかり野のの肩をポンポン叩たたく愛理さん。

　しかし灯野はブツブツと英単語を繰くり返しつぶやいたまま反応を見せない。

「ダメだ、ゆいかちゃん、また勉強の世界にトリップしちゃってる」

「まあまあ、ゆいかはいいから、とりあえず亨くん！」

　それからますますテンションがヒートアップしていくなか、あえかさんは絶ぜつ賛さん置いてけぼりを喰くらっている俺の目の前に鞄かばんからあるものを取り出すと少女のように微ほほ笑えんだ。

「はい、チップに挨あい拶さつして！」

　そして満を持して登場する、ボタンの目が可愛かわいらしいふわふわのくまちゃんのぬいぐるみ。

　瞬しゆん間かん、俺はめまいを覚えぶっ倒れそうになるのを堪こらえた。この人たちはやはりガチだ。いくら酔よっぱらっているとはいえ、ぬいぐるみに挨拶をさせるとかもはや正気の沙さ汰たではない。しかもそのシチュエーションにだれもツッコミすら入れないのだ。

　嗚あ呼あ、このお嬢じようさま方、完全に狂っておられる。これだけ美少女揃ぞろいだというのにやっていることはだれもが目を背そむけたくなるような禁じられた遊びだ。恋ができないと言っていたのもムリはない。正しよう真しん正しよう銘めい、これが理由である。

　それともこれはあれか、先ほどと同じように俺が単にからかわれているだけなのか。

　全員で俺をはめて、焦あせる様子を見てみんなでケラケラと笑おうとしているだけなのか。

　……もしそうであるならばリベンジとして、ここは一つ裏をかいてやらなければならない。

　きっと彼女たちは俺がぬいぐるみに挨拶できないと思い込んでいる。そして今、どうして良いのかわからない俺の姿を心のなかでクスクスと楽しんでいることだろう。恥はずかしがりながら挨拶をすれば笑うし、できないと止めても笑う。なんて恐ろしいことだろうか。そしてそんな魔ま女じよたちの女子会に投げ込まれた男のなんて惨みじめな様……。

　だがしかし、それならば話は簡単である。

　そう、ここは俺が平然と──いや、あたかもそのぬいぐるみが生きているかのように挨拶をすれば良いのだ。優ゆう雅がに、大だい胆たんに、かつエキセントリックにぬいぐるみと会話を繰り広げてしまえば良いのだ。

　俺は苛いら立だつ気持ちをグッと堪え、次の瞬間には女たちが驚おどろいた顔を見せることを想像し、至し極ごく平然と、あたかもそのぬいぐるみが生きているかのような態度でゆっくりと話しかけた。

「や、やあ、こんにちは、チップ。ご機き嫌げんいかがだろうか」

　そして言った。言ってやった。言ってやったぞと心のなかで叫さけび俺は彼女たちの顔を窺うかがった。

　しかし彼女たちはあろうことか、何食わぬ顔でにこにこと微ほほ笑えんでいるままである。

　俺はおかしいと思い、もう一度ぬいぐるみを見た。まだ何か話しかけなければならないのか。

　それとも、ひとり会話劇げきでも繰くり広げなければならないのか。だけどどうやって。喋しやべらないぬいぐるみ相手にこれ以上なにを話せと言うのだ。おかしい、やっぱりなにかおかしい。俺はからかわれているんじゃない。彼女たちはガチだ。彼女たちには今まさにこのぬいぐるみの声が聞こえているのだ。

　このぬいぐるみの声が、彼女たちの耳に！

「なに言ってんだ、おめえ、頭大だい丈じよう夫ぶか？」

　そしてとうとう、俺の脳内にもぬいぐるみの声が届いてしまっ──

「……え？」

　いや、ぬいぐるみの声が直接俺の脳内に届いたのではない。

「なぁにが、ご機き嫌げんいかがだ、バァーカ」

　そうではなく、そうではなく……俺の目の前で、ぬいぐるみが、喋しやべっているのだ。

「……え？」

　もう一度言う。俺の目の前で、ぬいぐるみが、喋っている。

「ウェ、ウェルカム　トゥ　ザ　メルヘンワールド……」

　そしていよいよ幻げん覚かくまで見え始めて啞あ然ぜんとする俺に、あえかさんからトドメの一言。

「亨とおるくん、私たち、美少女戦士なの」

　そのとき、頭のなかで、思考がプツリと途と切ぎれる音が聞こえた。




　……思考がついていかない。

　現在、俺は生まれて初めて、人間の頭が処理能力の限界に達するとひどく鈍にぶくなり、そして考えていることが時間差で追いついてくるという事実を体感している。一時は思考停止まで追い込まれたが、今はなんとか働いてはいる。ただ少なくとも、リアルタイムで頭のなかがキャパシティオーバーだということは確かであるが。

　そんなパンク寸すん前ぜんの頭を抱かかえる俺の目の前で、ぬいぐるみはスポンジカップケーキのような可愛かわいいらしく丸っこいおててをテーブルにつき器用に「よっこらっ」と立ち上がると、一ひと息いきついた。

　ひとりでに動き出すぬいぐるみに向かって、あえかさんが小声で叱しかりつける。

「こらチップ、他の人に見られたら大おお騒さわぎになるからあまり自分で動かないで」

「だってよぉ、ずっと鞄かばんの中じゃ肩も凝こるって話だ。まっ、俺様の中身は全部綿わたなんだけどな！」

「でました、チップのぬいぐるみジョーク。あんたそれ、ウケると思ってるの？」

「おい愛あい理りてめえ、あんま調子乗ってっと俺様のボタンの目であらゆる骨を叩たたきまくるぞ」

「そんなことやったらあんた、本気で腹の綿搔かき出してやるから」

「ああ？　やんのか、コラ」

「いいわよ、ほら、やってみなさいよ、ほら」

「まあまあふたりとも、抑おさえて抑えて」

　口の悪いぬいぐるみ。それに喧けん嘩かを売る愛あい理りさん。そんなふたりをなだめるあえかさん。

　……なんだろう、ほんと。なんだろう、これ。やっぱりとうとう、俺の頭はイカレちまったのかな。それともこれはまだ、夢の続き？

「あえか、邪じや魔まするな。愛理にはいっぺん、格の違いってやつをはっきり見せつけてやらねえとわからねえらしいからよ」

「だからって、いまここでやられても困るの」

「大だい丈じよう夫ぶよ、あえか。だれかに見つかるまえにい一いつ瞬しゆんでコイツ黙だまらせちゃうから」

「お？　舐なめた口利きいてっとてめえの変身中の素すっ裸ぱだか写真ばらまくぞコラ」

「チップ……あんた、ほんっと最低……もう怒った。その腹のなかに石詰めてやる」

「ちょっとふたりとも……ほら亨とおるくん、チップを抱っこしてあげて」

　あえかさんに言われ、俺はもう一度ぬいぐるみに顔を向け目を凝こらしてよくよく見てみた。

「おうガキ、俺様を抱っこしようってのか、おい」

「亨、早くそいつを捕つかまえなさい。それでそのまま動けないようにするのよ。その間に私が腹引き裂さいて綿わたを全部くり抜いてやるから」

　光こう沢たくのあるボタンの瞳ひとみと怒りのあまり笑っている愛理さんに見つめられ、俺は頭を抱かかえた。

　ダメだ、やっぱりぬいぐるみが動いているようにしか見えない。やはり頭がどうかしてしまったのだ。きっとオレンジジュースか焼き鳥になにかヘンな物でも入れられていたに違いない。とにかくこのままではヤバイ。本気でヤバイ。俺は今、完全にこの怪あやしげなお姉さま方の魔ま術じゆつに吞のみ込まれかけている。いや、もう手遅れかもしれない。もう、俺は──。

「空あいてるグラス、お下げしてもよろしいでしょうか」

　恐怖の闇やみに吞み込まれそうになった、しかしそのとき、頭上から店員さんの声が降ふってくる。

「あっ、はい、お願いしまーす」

　あえかさんの声に、俺は顔を上げる。

　するとそこでは、グラスや空いた皿を片付ける店員さんとあえかさんの極ごく々ごく普通のやりとりが広がっていた。そして先ほどまで平然と動いているように見えたくまのぬいぐるみは……テーブルの隅すみで、両手両足を前に放り出した状態のまま普通のぬいぐるみとなって固まっている。

「や、やっぱり幻げん覚かくだったか、ははは……」

　いや、当たり前だ。考えてもみろ。ぬいぐるみがひとりでに動くか？　否いな、動くはずがない。

　なにを俺は寝ぼけているのだ。

「それでは、また注文ありましたらそちらのボタンでお呼びください」

「はーい」

　それもあんな口の悪いおっさんみたいな口調で、ぬいぐるみが喋しやべるか？　否いな、否。

　そんなことちゃんちゃらおかしい。

「おい、行ったか」

「うん、もう大だい丈じよう夫ぶだよチップ」

　はっはっは、ありえないのだ。ぬいぐるみが勝手に動くなんてそんなこと。

「チップ、覚かく悟ごはできてるんでしょうね」

　そうだ、ぬいぐるみが、勝手にひとりで、動く、はず……。

「よっしゃ愛あい理り、さっきの続きだコノヤロウ」

　……どうしよう。ぬいぐるみがまた、動き出しちまった。

「ああ、もう、ダメだ、ダメだ、ダメだ、ダメだ──」

　目の前で二足立ちしているぬいぐるみを目の前に、俺はまた頭を抱かかえてつぶやいた。

「どうしたの、亨とおるくん」

　あえかさんが心配そうな声をかけてくる。

「あえかさん、俺のオレンジジュースに何を盛ったんですか」顔を上げ、俺は未いまだに愛あい理りさんと喧けん嘩かしている動くぬいぐるみを手に取って指さした。「俺にはこのぬいぐるみが動いているようにしか見えな──」

　と、俺がそう言ってぬいぐるみに顔を向けた瞬しゆん間かん、

「俺様を気安く摑つかむんじゃねえ！」

　俺はぬいぐるみからのドロップキックを顔面に喰くらい、そのまま背もたれに沈んだ。幸い、綿わたでできているため痛くはなかったが、しかし放心状態となる。恐らくこれは幻覚症状である。きっと俺はぬいぐるみを持った手を自分で自分の顔面にぶつけたに違いない。

　だって、だって……ぬいぐるみがドロップキックとかするはず、そんなはずないだろう。

　そんな俺に、あえかさんが言った。

「亨くん、たしかに信じられないかもしれないけど、私たちは本当に美少女戦士で──」

　しかし、そこまで言いかけたところでぬいぐるみがテーブルの上で叫さけんだ。

「おい、奴やつらだ！」

　そんな彼を、あえかさんが慌あわててテーブルの下へと引っ張り込む。

「ちょっとチップ、だからそんな大きな声だしたら」

「いいから、奴らが現われたぞ！」

　奴らが現われたとわめき散らすぬいぐるみに、あえかさんは諦あきらめたようにため息をつく。

「……もう」

　それからあえかさんたちは一いつ斉せいに立ち上がると、お互いに目を合わせうなずき合った。

　そして店の出口へ向かうや否いなや慣れた手つきで素す早ばやく会計を済ませ、すぐさま店を後にする。

　そんな様子を未いまだ放心状態で見送っている俺の横で、ぬいぐるみはまだ喋しやべっていた。

「おい、ゆいか、戻ってこい」

　ふと見ると、依い然ぜん、単語帳と見つめ合っている灯あかり野のの肩にぬいぐるみが飛び乗り、ペシペシと頭を叩たたきながら声をかけていた。しかし灯野は未いまだに単語帳をめくり続け、ブツブツとつぶやいている。完全に彼女には英単語しか見えていないのだろう。

「くそぅ、俺様のやわらかく優やさしい素材のこの手じゃ気づきもしねえ……これがぬいぐるみの宿命か」

　ふわふわな生き地じでできた自分の両手を眺めてぬいぐるみが悔くやしそうに嘆なげく。

　そんなシュールな光景を眺めていると、音もなく頭が回り、ぬいぐるみがこちらに振り向いた。

「おい、おまえ……おまるだっけか」

「……亨とおるだ。どう間ま違ちがったらそうなる」

　思わず返事をしてしまう。俺もいよいよぬいぐるみと会話をしてしまった。

「ふん、まあいい、とにかくコイツをこっちの世界に連れ戻せ」

　しかしどういうわけかその瞬しゆん間かんから、俺のなかで彼に抱いだいていた違い和わ感かんのようなものが消え去っていくのがわかった。なんといえば良いのか、こう、今まで自分がおかしいと感じていたその感情がおかしいと思えるような、不ふ思し議ぎとすっきりした感覚である。

　そんなことを考えていると、急にチップが声を荒げた。

「おい、聞いてるのか。早くしやがれ！」

「え、あ、おう」

　彼に恫どう喝かつされ、俺はしぶしぶ灯野の肩に手をかけ揺ゆさぶり起こす。

「あの、灯野……おーい、聞こえますかー」

　すると灯野はゆっくりと顔を上げ、そして疎うとましそうに鋭するどい視線をこちらに向けた。

　その顔は完全に、寝起きの不ふ機き嫌げんそうなそれであった。

「……なんだ、右う代しろくん、まだいたの？」

　状況に気がついていない灯野はボソッとこぼすと、ゆっくりと辺りを見回し、そこでようやくあえかさんたちがいないことに気がつく。

　そして次にテーブルの上で二足立ちしているチップに顔を向け、ハッとした。

「ゆいか、もう全員向かったぞ、おまえも早く行け！」

　しかし灯野はそんなチップの言葉を完全に無視したかと思うと、〝しまった〟といった様子で顔をおさえ、もう一度こちらに振り向いて恐る恐る口を開いた。

「う、右代くん……あの、お姉ちゃんたちに、なにか言われた？」

　なんて説明すれば良いのかわからず俺が苦笑を浮かべていると、チップが「無視すんなよ……」と少し落ち込んだ様子を見せてから、俺の代わりに灯野へ説明をしてくれる。

「ゆいか、もう遅いぜ。おまえが勉学に勤いそしんでいる間に、あえかたち、どういうつもりか全部この男に話しちまったよ。まったく、なに考えてんだかなあ」

　その事実を聞いた途と端たん、灯あかり野のはまたしても顔をおさえ「この可能性を考えていなかった……私はバカだ……あの人たちのことを考えればこれくらいわかったはずなのに……なんてバカなことを……」とぶつくさ独ひとり言ごとを漏もらし始める。

「というかよ、ゆいか。今はさっさと行ってくれねえか」

　チップが疲れたようにため息をつくと、灯野もため息をついて立ち上がり、俺に顔を向けた。

「とにかく右代くん、いまはそのしゃべるぬいぐるみと一いつ緒しよにここにいてほしい。絶対に」

　それから灯野はチップに向き直ると、

「チップ、今回は本当にお願い。あとでたまごボーロでも何でも好きなだけ買ってあげるから」

　と言い残し店を出て行った。その場に残される俺とチップ。

「あぁは言っていたが……こいつは面おも白しろくなりそうだからな」そこでチップはこちらに光こう沢たくのあるボタンの目を向けて言った。「てめえ、本当にゆいかと同じクラスなんだな」

　彼の目に映る自分の姿を覗のぞき込み、俺はうなずく。

「ま、まぁ……塾じゆくも同じだが」

　それを聞くと、チップはうろちょろとなにかを探した様子を見せたあと、近くにあったグラスに自分の目を軽く叩たたきつけ『カンッ』と小こ気き味み良い音を立てると愉ゆ快かいそうに笑った。

「そいつぁ上等、気に入ったぜ。本当はてめえの記き憶おくを消さねえといけないんだが、それはやめておく」

「き、記憶を消すって……」

「そしててめえを俺様の相あい棒ぼうに任命してやろう」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、話がよくわからない」

　まあ、最初からもうよくわかっていないのだが……。

　しかしチップは俺の言葉なんて聞こえていないかのような態度で居酒屋の出口に顔を向けると、その短いおててをピッと前に突つき出して言った。

「よっしゃ相棒、面おも白しろいもん見たくねえか？」

「……面白いもん？　面白いもんならもう充じゆう分ぶん──」

「よーし、じゃあさっさと俺様を優やさしく抱っこして、あいつらの後を追え！」

　どうやらチップは俺の話なんてさらさら聞くつもりはないらしい。

「でも、灯野にはここで待ってろって言われて」

「いいから早くしろ！　クソが！」

　可愛かわいいぬいぐるみの口から飛び出すその理り不ふ尽じんな言葉に罵ののしられるがまま、俺は言われた通り彼を優しく抱っこすると、それからあえかさんたちの置いていった荷物を一つずつ肩にかけて出口へ向かった。

「へへっ、あの堅かた物ぶつのゆいかの恥はずかしがる顔が、この目に浮かぶぜ」

　チップはプラスチックでできたボタンの目をきらりと光らせる。

「さあ、グズグズしてないで走れ！　そして俺様の足となれ下げ僕ぼく！」

　一分もしないうちに俺は相あい棒ぼうからクソ、そして下僕へと順調に降こう格かくしていく。しかしそんなチップは口こそ悪いが、俺の腕をペシペシと叩たたく彼の暴力はひどく優やさしかった。

　それから俺は、肌はだ触ざわりは良いが口の悪いぬいぐるみを抱かかえ居酒屋を後にすると、月明かりの下を遅い遅いと罵ののしられながら彼女たちのいる場所まで向かって走った。

　──と、ここまでが数時間前の話である。

　そして俺はこれから、この一週間前から続いてきた不可解な出来事の全容を目もく視しするのだ。

　灯あかり野のの成績不振、喋しやべるぬいぐるみ、美少女戦士……これら奇き妙みようなことがすべて繫つながったとき、俺の記き憶おくはよみがえる。しかしよみがえったは良いが、それから俺は、ようやく自分が、この物語のスタートラインに立ったに過ぎないということも、そのとき同時に知るのであった。




　チップに言われて辿たどり着いた場所は、デートスポットで有名な近所の公園だった。

　見れば目の前には息を切らし、その場で膝ひざをついているあえかさんたちの姿がある。

　どうやら酒が入っているため走るのが遅く、彼女たちも今到着したようなのだ。

「ぐでぇ～急に走ったがら、ぎぼぢわどぅい～」

　地面にぐったりと座り込んでいるあえかさんの背中を愛あい理りさんが辺りを見渡しながらさする。

「あえか、だからいつも吞のみ過ぎ。どうして潰つぶれるまで吞むのよ」

「ぎょう……ぢょっど、むりがも……ぐでぇ～」

「それにしてもカップルが多いわね……チッ」

　そんなぶつくさとうるさい二人の傍そばでは、雪ゆき乃のさんと麻ま緒お子こさんも同じようにして、辺りをきょろきょろと見回していた。

「ちぇー、また私たちが敵よりも先に現場到着みたいだよ麻緒子。ふわぁ、帰りたい……」

「雪ちゃん、今日も、徹てつ夜やなのかな？」

「そうだよ。だから麻緒子、帰ったらまた手伝って」

「うん……がんばろうだね」

　そしてのんきな会話を繰くり広げる女子大生四人組の後ろで、灯野も辺りを警けい戒かいしていた。

　俺はそんな彼女たちを眺めながら、過去に妹と見た美少女戦士もののアニメの内容を思い出していた。もちろん俺は美少女戦士が現実にいるなんて思ってはいない。だがもしも彼女たちが本当に美少女戦士ならば、ここらでセオリー通り敵が出てくるはずである。

　そう構えてみるのだが一いつ向こうに敵は出てこない。やはりすべて彼女たちの妄もう想そうなのだろうか。

　しかしそうは言っても現に俺はもう喋しやべるぬいぐるみを受け入れてしまった身なのである。もしもこれがすべて彼女たちの妄想ならばこの喋るぬいぐるみはどう説明すれば良いというのか……そう、俺がひとりで悶もん々もんと考え込んでいた刹せつ那な──。

「フハハハハ、現われたな、麗うるわしき美少女戦士、ドロップスたちよ！」

　声のしたほうを見上げると、公園の街がい灯とうの上に黒くろ縁ぶちメガネをかけたスーツ姿の男が立っているのが見えた。面積が数センチほどしかない尖とがった街灯の上に革かわ靴ぐつで立ってしまうなんて、あんな芸当、普通の人間ができるようなものではない。

　なるほど、あれが敵か。本当に出てくるとは。

「なに遅刻してるのよ！」

　愛あい理りさんが怒ったように声を上げると、男もムキになって返した。

「違う、おまえたちがやって来るのがいつも早すぎるんだ！」

　そして男が現われた直後、気がつけば辺り一体の空間に広がっている木々や街並みはすべて焼け焦こげたように黒くなっており、周りにいたカップルは皆、時が止まってしまったかのように硬直し、固まっていた。

「こ、こいつはやはり……」

　俺はこういった空間をアニメのなかでも見たことがある。この空間は敵が作り出すものだが、実質美少女戦士たちの存在が公おおやけにバレてしまわないよう作られる戦せん闘とう空間のようなものだ。彼女たちは敵が作り出したこの空間で、人知れず戦いに挑いどむのである。

　しかし、本来なら一般人である俺も固まってしまいそうなものだが……。

　そのとき、俺の腕のなかでチップが腕をポンポンと叩たたいた。

「相あい棒ぼう、バーンド空間では俺様を絶対に離はなすんじゃねーぞ」

「……なるほど、おまえのおかげか」

　俺は女の子みたいに両腕でぬいぐるみをしっかり抱くと、あえかさんたちのほうに目を向けた。見れば愛理さんが街灯の上に立っている男に向かって、まだなにやら文句を言っている。

「というか、なんでこんな時間に現われるのよ！」

　愛理さんの不満に、男は街灯の上から華か麗れいに降おり立つと、メガネをくいっと上げ、答えた。

「フハ、それがサビ残が長引いてな、こんな時間になってしまったのだよ。それに今日は部長にも怒られるし、ボクはいま、とても鬱うつ憤ぷんが溜たまっている。だからその憂うさ晴ばらしをするためにこんな時間にもかかわらず現われたのだ！　ヌァーッハッハッハッハ！」

「な、なんて自己中な男……」

　しかし男はそんな言葉を無視して、ぐったりしているあえかさんたちに目をやり、得意げに笑った。

「それにしてもなんだその無ぶ様ざまな姿は。この時間は美少女戦士たちもヘベレケか。ヘベレケセンシか、なんつって、ハーッハッハ……ハッ！　しまった、ついにボクにも部長の寒いギャグ体質が移ってしまった！　なんてことだ、なんてことだぁー！」

「……なんかやけにはっちゃけた様子だな」

　なぜか妙みように浮かれている男を見て俺がそうこぼすと、腕のなかでチップがボソリとつぶやく。

「あいつ、仕事終わりでちょっとテンション高いんだろうな」

　なるほど、開放感マックスなのか。なら仕方ない。

「まーあ、よい！　まあ、よい！　まあよいよいよい！　そんな状態じゃまともに闘たたかえんだろう。ならば、今日がおまえたちの最後だ！」

　ハイテンションを落とすことなく男はそう言ってスーツの胸ポケットからなにやら黒くろ焦こげの物体を取り出すと、次にそれを真上に向かって高く放り投げた。彼の頭上に放り投げられた物体はそこで大きく変化し、人型の怪物へと姿を変える。

「ゆけ！　フェイルアー！　あいつらを部長に見立ててボクの鬱うつ憤ぷんもろともこてんぱんにしてやるのだ！」

　男の命令に、フェイルアーと呼ばれた怪物が腹に響ひびくような低い雄お叫たけびを上げる。

「フェーイルアッアッアッー！」

　それを見たあえかさんたちはその場ですぐによろよろとゆっくり立ち上がった。そしてふらふらのおぼつかない、いちばん危なっかしい足あし下もとのあえかさんに代わって、愛あい理りさんが掛け声を口にする。

「みんな、とりあえず変身よ！」

　その「とりあえず生」みたいなノリの掛け声にあえかさん、雪ゆき乃のさん、麻ま緒お子こさんがうなずくと、皆それぞれにどこからかドロップ缶を取り出した。それから一ひと粒つぶアメ玉を取り出すと、それに軽く「ちゅっ」とキスをし、優やさしく口に含ふくんで言った。

「ドロップス、デコレーション！」

　瞬しゆん間かん、彼女たちの身につけていた服が弾はじけると、身体が光り輝かがやくリボンのような光に包まれ空中へと上昇していく。リボンは彼女たちの全身をしゅるしゅると包み込んでいき、それから手、足、胴どう体たいと順に、リボンに包まれた箇か所しよが可愛かわいらしいフリフリの付いた衣い装しように変わっていく。そしてその可愛らしい衣装に全身が包まれると、最後、それぞれ頭や腰に大きなリボンがぽよんっと弾はじけるように付けられた。

　俺とチップと男とフェイルアーが見守るなか、頭に大きなリボンを付け、赤色の可愛い衣装を身に纏まとったあえかさんが降おり立つ。

「素す敵てきに輝かがやくおいしい一ひと粒つぶ！　ラブリィー・キューティ・ドロップス！」

　続いて腰に大きなリボンを付けた、黄色い衣装の愛理さんが降り立つ。

「甘さ滴したたるおいしい一粒！　ラブリィー・ハニー・ドロップス！」

　お次は背中に大きなリボンを付けた緑色の衣装の麻緒子さん。

「爽さわやか弾けるおいしい一粒！　ラブリィー・フレッシュ・ドロップス！」

　最後は胸に大きなリボンを付けた青色の衣装の雪乃さん。

「ふわふわとろけるおいしい一粒！　ラブリィー・フラッフィ・ドロップス！」

　そして全員が降り立つと、声を揃そろえ、その場でみんなで決めポーズを取り高らかに言った。

「カラフル　デリシャス　リボンでポップに！　ラブリィー・リトル・ドロップス！」

　……とうとう、俺の目の前に本物の美少女戦士たちが現われてしまった。

　しかし、美少女戦士とは言うものの、女子大生である彼女たちのその姿はどう見てもコスプレのそれにしか見えない。そしてよく見れば、フリフリの付いた可愛らしい衣い装しようの裾すそからおへそがちらちら垣かい間ま見えていたり、必要以上に短いスカートから太ももがむきだしになっていたりと、やけに衣装のサイズが小さめで露ろ出しゆつが多い。

　するとそこで、どうして彼女たちがそんなにむちむちしているのかチップが説明してくれる。

「もともとあれは中学生用に作られた衣装でよ、もちろん伸しん縮しゆく性せいはそれなりにあるが、しかし大学生の姉ちゃんたちが着りゃ、パッツンパッツンにもなるわな」

　──と、いうことらしい。中学生用の衣装を女子大生が着用するなんて窮きゆう屈くつではないのだろうか。あととても性的であるのはどうにかならないのだろうか。なんというかもう、非常に目のやり場に困って仕方がない。なにこのエロい人たち。むちむちじゃないか。

　しかしそんなサイズが小さめの衣装を纏まといつつも彼女たちはもはや慣れているのか、フリフリの間からおへそが垣間見えようが、スカートの下から太ももがちらちら覗のぞこうが、そんなこと全然お構いなしといった様子で、ドンっと構えている。そのなんと心強そうなことか。

　しかしそう感心したのも束つかの間ま、変身を終え、決めポーズをしていたドロップスたちが次に敵へ向かって走り出そうとした瞬しゆん間かん、彼女たちはそのままぐにゃりとよろけ、一歩も進むことすらできずにその場で膝ひざをついてしまったのである。

「ぐでぇ……やっぱりぎぼじわどぅい～」

「うっ……私もちょっと……」

　そう言ってキューティとハニーが早くも危あやうい状態に陥おちいる。

　そして、そんな二人の背中をさするフレッシュとフラッフィ。

　な、なんだこの泥でい酔すい美少女戦士たちは……子どもの夢が壊こわれるぞ。

「フハハハハハ、どうやら本当にヘベレケのようだな！　しかし容よう赦しやはせんぞ。ゆけ、フェイルアー！」

　ぐったりしているドロップスたちを見て男が言うと、フェイルアーは「フェイルアーッアッアッー！」と奇声を発しながら、ドロップスたちに向かってなんとびっくり、一いつ瞬しゆんでビル一つを消し飛ばしてしまいそうな勢いを纏った衝しよう撃げき波はを放ったのである。

「ちょっ、待ってよ……超本気じゃないの……」

　言いながら、ハニーがしんどそうに立ち上がりその場で腰に手を当て大きく叫さけぶ。

「広がる甘さは破れない！　ハニィーシィィィールド！」

　決めゼリフ後、ハニーが舐なめていたアメ玉をカキンッと嚙かみ砕くだいた。直後、ハニーの腰に付いていた大きなリボンが光り輝かがやき、彼女の右腕へ移ると巨大な黄色のシールドが展開される……も、彼女たちの目の前で展開されたシールドは酒酔よいのためかとてもふにゃふにゃとしており、そんなものが盾たてになるはずもなく、物もの凄すごい勢いで突つっ込んできた容よう赦しやない衝しよう撃げき波はにより、ハニーシールドはいとも簡単に撃うち抜かれてしまった。

　衝撃波の直ちよく撃げきをモロに喰くらったドロップスたちはそのままボウリングのピンのようにパッコーンと辺りに吹っ飛ぶ。

「あーあ……」

　きれいに飛び散ったドロップスたちを見上げていると、ハニーがこちらへ飛んできた。

　そして俺は反射的にチップを抱いたまま、ハニーをキャッチしようと両手を広げた。

「ぬいぐるみって痛み感じるのか？」

　するとその言葉の意味に即そく座ざに気がついたチップはふわふわな身体で「おいおいおいおい」とわめきながら逃げ出そうともがく。しかしそんな彼を、俺は決して離はなさない。

「お、おい俺様をクッション代わりにしようってのか、おい、おい、お──ぐえっ！」

　一いつ瞬しゆん、カエルを踏ふみつぶしたような声がしたが、無事にキャッチしたハニーの下に埋うもれて声の主は見えない。そして腕のなかにスッポリ収まったハニーを見ると、お姫ひめ様抱っこの体勢でキャッチしたせいか彼女の膝ひざは上がり、付け根までめくれ上がったスカートから色白のなめらかな太ももが大だい胆たんに露ろ出しゆつしていた。

「うっ……」

　俺はその光景に思いっきり生なま唾つばを吞のみ下してから視線を逸そらすと、すぐさまハニーを地面に寝かせて彼女の顔を覗のぞき込んだ。力を使い切ったハニーは目をくるくる回しながらすでに伸びてしまっている。

「てめえ、綿わたが飛び出したらどうしてくれる！」

「すまん。でも無事だったんだし、大だい丈じよう夫ぶだろ。次は気をつけるよ」

　俺の腕のなかでもふもふと暴れるチップをなだめていると、勝ち誇ったような声が響ひびいた。

「ヌゥオーッホッホッホ！　今日はいつにも増して弱いじゃないかドロップスたちよ！　まだうちの会社の部長のほうが強いぞ！」

　声のしたほうへ振り向くと、またしても街がい灯とうの上に男が立っていた。どうやらあそこが彼のお気に入りポジションらしい。

　それにしても彼の言う通り、ドロップスたちは本当に弱かった。

　いったいこのままで大丈夫なのか……と、そう思って辺りを見渡したとき、

「くっ、このままじゃ本気で負けちゃうわね……」

　四方に散らばったドロップスたちのなかで、キューティが真っ先に立ち上がるのが見えた。

　そして次に両手を前に差し出し大きく叫さけぶ。

「輝かがやき放つ、キューティィィソォード！」

　決めゼリフと共に、舐なめていたアメ玉を嚙かみ砕くだくキューティ。直後、頭の大きなリボンが光り輝き、その光はキューティの手に集まるとまばゆい光の剣となった……ものの、しかしその光の剣は一度まっすぐにシャキンッと伸びたかと思いきや、次の瞬しゆん間かんにはぐにゃりと枯かれた花のようにしな垂だれてしまったのである。やはりこれも、酒酔よいの所せ為いらしい。

「あ、あれ……」

　汗をツー……と垂らし、おかしいなと『？』を浮かべ首をかしげるキューティ。

　そしてキューティがふと顔を上げた瞬しゆん間かん、彼女に向かって敵の衝しよう撃げき波はが物もの凄すごい速さで突つっ込んだ。そのまま空中をひゅるるる～と弧こを描えがきつつ吹っ飛び、ハニーと同じようにしてキューティがこちらに飛んでくる。

　その流れを確認すると、チップは無言のまま即そく座ざに俺の腕から這はって抜け出そうとしたが、そんな彼を俺はしっかりがっしり摑つかんだまま、やはり離はなさない。

「おい、亨とおる、てめッ──ぐぇっ！」

　そして先ほどと同じようにして、おしりから降ふってくるキューティを俺はお姫ひめ様抱っこでキャッチした。

「と、亨くん、どうしよう……ぎぼでぃわどぅい……」

　見ればキューティの顔が青白くなっている。

「あ、あえかさ──」

　と、俺がそう言いかけると、口元に人差し指を当てられキューティが力なく微ほほ笑えんだ。

「いまは、その名前で呼んじゃだめ……キューティって、言って」

「キュ、キューティ……とりあえず、どうしますか。えっと、出しちゃいますか？」

　その名前を口にするのは少々気き恥はずかしかったものの、いまは一いつ刻こくを争うので素す直なおに従い彼女にそう訊きくと、キューティは「よごになどぅ」と苦しそうに言って、みずから俺の腕から這はいつくばってそのまま地面にぐったりと仰あお向むけになった。

「亨くんの前なんかで吐はいたら……女の子としていぎでいげなぐなどぅよぉ……」

　目をくるくる回しながら、青ざめた顔でなおも我が慢まんを続けるキューティを見て、俺は不覚にも彼女を可愛かわいいと思ってしまった。

「……い、いかん」

　思わず顔を逸そらす。

「フハハハハ、とんでもない雑ざ魚こ共だ！　まったく倒し甲が斐いがない！　これならまだ昨日やったゲームの中ボスのほうが倒し甲斐があったぞ！」

　ハニー、キューティと立て続けに敗れていくドロップスたち。

　しかしそこへ、フレッシュが立ち上がると叫さけんだ。

「まだ、わ、私がいます！」

　他のドロップスたちとは違い、シャキッと背せ筋すじを伸ばしてまっすぐに構えるフレッシュ。

　そうだ、たしか彼女は先ほどの居酒屋でアルコールを一いつ滴てきも摂せつ取しゆしていなかったはず。

　これならいけるかもしれない。そして見れば、その後ろにはフラッフィもいた。

「フラッフィ、一いつ緒しよに片付けようね」

「……う、だるぅ」

　どこか緊張した面おも持もちながらも、ふむぅー！　と気合い満々のフレッシュ。

　そんな彼女を見て、俺は心なしか、ぺしゃんこになっているチップに訊きいた。

「チップ、これなら勝てるよな」

　二人いっぺんに畳たたみ込めば二対一で相手を倒せるかもしれない。

　しかしその質問に対しチップは、まるで人間が肩を揉もんでいるかのような動作をし、自分のなかに詰まっている綿わたを均等に整えながら吐はき捨てるように言った。

「さあ、俺はあのフレフラコンビで勝てるとは思わんがな」

　そんなチップの言葉とは裏腹に、気合い満々のフレッシュが地面を強く蹴けり空高く飛び立つ。

　俺はその威い勢せいよく飛び出したフレッシュの勇ゆう姿しを見て、すぐに勝てそうだと感じた。

　しかしそれはまさしく〝勢い〟だけだったのである。

　フレッシュが空高く飛び立った直後、傍ぼう観かんを決め込んでいた男が胸ポケットからなにやらカードのようなものを取り出し「フレッシュ、おまえの大好きなレアカードだ、ほら取ってこい！」と言って、手に持っていたそのカードを一枚、遠くのほうへと投げ飛ばしたのだ。

　するとフレッシュはまんまとそれに釣つられ、空中で器用に方向転換するや「あぐうぅ～！」と言いながらカードを追いかけどこかへ消えていく。その姿はまさにフリスビーを取りに行く犬そのものだった。

　またしてもドロップスがひとり退場した。

「フハハ、そのまま一生戻ってくんな」

　そのあまりに予想外な敵の戦法に啞あ然ぜんとしていると、チップがボソッとこぼした。

「フレッシュはデータカードデスに弱い」

「こ、こんなのアリなのか」

　しかしそうは言ってみたものの、それは敵の研究の賜たま物ものと言えることも確かだった。

　ドロップスたちの特性を研究したからこそ為なせるワザ……敵ながらあっぱれである。

　そんなことを考えていると、フレッシュがいなくなったことにより、その後ろにいたフラッフィが野ざらしになっているのが見えた。しかしそれに気づいたときにはもう遅く、フェイルアーは彼女に向かって、衝しよう撃げき波はを放つモーションに入っていた。

「トドメだ、ドロップスたちよ！　部長諸もろ共ともこの世から消えてなくなれ！」

　そして放たれる攻こう撃げき。公園の地面をえぐりながら、衝撃波はフラッフィへと向かって行く。

「あっ、フラッフィ！」

「あー……オワタ」

　激しい轟ごう音おんを伴った衝撃波に撃うち抜かれ、ひゅーっと空高くまで打ち上げられるフラッフィ。それから夜空に浮かび上がったまん丸の月に彼女のシルエットが一いつ瞬しゆん刻まれると、今度はそこから、他のふたりのドロップスたちと同じようにして俺のところまで降ふってくる。

「てめっ、コラ、離はなせ！」

　俺は再度、チップをクッション代わりにして彼女を受け止めようと空を見上げた。フラッフィがこちらを見下ろしながら落下してくる。そして彼女は足から降ふってくると、そのままチップを思いっきり──ヒールの踵かかとで──踏ふみ潰つぶし、そのバウンドを利用して地面へと着地した。

「ふぅ……」

　あれだけ強力な攻こう撃げきをモロに喰くらったにもかかわらず、フラッフィは涼すずしい顔をしてまったくの無傷であった。よくよく見てみると、彼女の全身が淡あわく青い光に包まれている。

　それからフラッフィは俺の視線に気がつくと、こちらに振り向き、泰たい然ぜんとした様子で言った。

「ふわふわふんわり、癒いやしの一ひと時とき……これ、フラッフィヒーリングね」

　フラッフィはそう言って、キューティとハニーにもフラッフィヒーリングを使った。すると淡く青い光に包まれた二人がゆっくりと立ち上がる。それでも顔色は相変わらず悪そうであった。体力は回復しても、酒酔よいは回復されないらしい。

　その神秘的な光景を眺めていると、腕のなかでモゾモゾとチップが動いた。

「ちくしょう、ひでぇことしやがる……」

　先ほどフラッフィに思いっきり踏み潰されたチップを見ると、彼のふわふわな身体にはくっきりと足あし跡あとがスタンプされていた。それを見て俺は股こ間かんを縮ちぢみ上がらせる。あんな高さから思いっきりヒールで踏みつけられたら痛いどころではない。骨がくだけそうである。

　ほんと、チップがぬいぐるみで良かった。あとで洗せん濯たくしてやろう。縮ちぢんだりしないだろうか？

「ハニー、キューティ、フラッフィ、フレッシュ……おや、あとひとり、プリティがいないようだが？」

　そのとき、俺が手洗いか洗濯機に突つっ込んでしまっても良いのかとチップの正しい洗い方を確認するため、彼の体に品質表示タグが付いていないか隈くま無なく探していると、街がい灯とうの上から男が首をかしげた。

　俺はその言葉にチップから顔を上げ、ふと動きを止める。

　プ、プリティ……？

　そのいちばん恥はずかしい感じの名前にふつふつと湧わき上がる何とも言えない予感をおさえつつも、ドロップスたちのほうへ目を向けてみる。すると敵の言葉に、ドロップスたちはとある人物のほうへ顔を向けていた。

　恐る恐る、彼女たちの視線を辿たどる。

　そこにいたのはもちろん、灯あかり野のゆいかである。

「ゆいか、変身して」

　キューティが灯野にそう叫さけぶが、灯野はなにを渋しぶっているのか、俺をちらちらと見たままどこかバツが悪そうな表情を浮かべて変身しようとしない。

　それから灯あかり野のは手元のチップに視線を下ろすと、怒りをはらんだ声こわ色いろで静かに言った。

「……チップ、これはどういうこと。私、言ったよね。居酒屋で待っててって」

　彼女の暗あん雲うん立ち込める静かな問いかけに、腕のなかのチップが答える。

「俺じゃねえ、こいつが来たいって言うから連れてきたんだ」

　瞬しゆん間かん、灯野がこちらをキッと睨ねめ付けた。

「えっ、俺、そんなこと一言も……」

　灯野に睨にらまれて狼ろう狽ばいしていると、待ちくたびれたようにして男が叫さけんだ。

「なにをグズグズしている！　さあ、おまえたちはもうこれで終わりだ！　仕事の鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらうぞ！」

　背後でフェイルアーが「フェイルアーッアッアッー！」と雄お叫たけびを上げる。

「ゆいか、早く！」

　それを見てキューティが叫んだ。気がつけばハニーとフラッフィも灯野を見つめている。もはやこのままでは彼女たちに勝ち目はない。それは今までの戦いを見ていれば明らかだった。

　敵に傷一つ付けることができず、物もの凄すごい勢いでこてんぱんに打ちのめされてしまった彼女たちに頼たよりの眼まな差ざしを向けられ、灯野はどうしようもなさそうに髪かみをくしゃくしゃにしながら言った。

「あーもう、あーもう、あーもう！　わかった、変身する。すればいいんでしょ！」

　そして俺に向き直り、かなりキツく念をおすようにして続ける。

「右う代しろくん、目、瞑つぶってて。私が言うまで絶対に開けたらダメ」

　灯野が敵の方へと振り向き、ドロップ缶からアメ玉を一ひと粒つぶ取り出した。

　俺は彼女に言われた通り目を瞑ろうと思ったが、チップに「相あい棒ぼう、よーく見とけ」と言われてしまったため、一いつ瞬しゆんまばたきをしただけで、彼女を見守り続ける。

　相棒の言うことは聞かないといけない。

　それから灯野は、その場の敵味方全員が見守るなか、ドロップ缶から取り出したピンク色のアメ玉に軽くキスをすると、皆と同じようにして優やさしく口に含ふくんで言った。

「ドロップス、デコレーション！」

　途と端たん、灯野の制服が弾はじけると、彼女の全身を光り輝かがやくリボンがしゅるしゅるっと包み込んでいく。

　そして一連の変身の流れを終え軽かろやかにその場へ降おり立つと、頭に大きなリボンを付けたピンク色の可愛かわいらしい衣い装しように包まれる灯野が、まったく別人とでも言うかのようなきゃぴきゃぴっとした雰ふん囲い気きを纏まとい、観かん衆しゆう見守るなか、こんな決めゼリフを放ったのである。

「可愛さあふれるおいしい一粒！　ラブリィー・プリティ・ドロップス！」

　…………。
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「どうだ、面おも白しろいだろ」

　これは何か、新あら手てのギャグだろうか。あの孤こ高こうの冷血女と呼ばれている灯あかり野のゆいかが──それもドロップスたちのなかでいちばん──ぷりんぷりんぶりっこしながらきゃぴるーんと決めゼリフを言い放ってしまった。

　しかもプ、プリティドロップスって……灯野よ、プリティってなんだ。

　おまえはまさか、プリティなのか……灯野ゆいかよ。灯野プリティゆいかよ。

　あまりのギャップに言葉を失っていると、灯野ゆいかことプリティがこちらに近寄って来ては、そのままなにも言わずに俺のケツをバシッと一発蹴け飛とばした。

　な、なんで……。

「右う代しろくん、私、目瞑つぶっていてほしいってあなたに言った気がするんだけど」

「あ、ああ……忘れてた」

　見え透すいた噓うそに、フリフリの付いたピンク色の衣装に包まれたプリティが睨にらんでくる。

「そ、それにしても……なんか、すごいな」

　上から下まで舐なめるように俺が彼女を眺めていくと、途端にプリティはその短いスカートの裾すそをつまみ「あ、あまりじろじろ……見るな」と、今度は顔を赤くして恥はずかしそうに睨んできた。なんかもう、ほんとすごい。

「プリティ、いいからさっさと行け。あいつら待ってんぞ」

　チップに促うながされ、プリティは潤うるんだ瞳ひとみでこちらに悔くやしそうな顔を向けつつスカートの裾すそをつまみながら敵に向かって行った。

　それからプリティはフェイルアーの放つ衝しよう撃げき波はを何発か避よけると、ずいぶん軽かろやかな足取りで敵の上に立ち、そこでアメ玉を嚙かみ砕くだいては『プリティブレード』を手にそのまま敵の脳天に勢いよく突き刺した。瞬しゆん間かん、敵は光を放ちながら「フェイルアーアッアッ……──」と消えていく。

　そして三分も経たたないうちにフェイルアーを倒されてしまった男は「おのれプリティ……」と捨すて台詞ぜりふを残し、その場から退たい散さんしていった。

　敵を倒したプリティが軽やかに地上へ降おり立つと、足あし下もとでへばっていた残りのドロップスたちもゆっくりとゾンビのように立ち上がってくる。

「さすがに、酔よったままだとキツッ──うっぷ」

　と、キューティが口をおさえ、

「はぁ……しんど、ちょっと亨とおる、手貸しなさい」

　と、ハニーが俺の手を借りて立ち上がり、

「また今日も勝ってしまった。敗北を知りたい」

　と、フラッフィが大あくびをする。

　それから最後に、遥はるか彼方かなたから嬉うれしそうにレアカードを持ったフレッシュが帰ってくる。

　大して激しい動きをしたわけでもなさそうなのに全員本気で息切れをし、本当にしんどそうにぐったりとしていた。酒が入ってる入ってないにかかわらず、なんというかもう、この美少女戦士たちはプリティひとりで充じゆう分ぶんなんじゃないだろうかとさえ思えてくる。というか、プリティがいなかったらどうするのだろう。今日の戦いを見るに、完全にキューティたちだけでは勝ち目がなかったように思えるのだが。

「大だい丈じよう夫ぶなのか、この街の平和は……」

　ぐったりとしたドロップスたちを見てそんなことをつぶやいていると、戦いを終えたプリティがこちらへ戻ってくる。

　そして俺の目の前に立つなり、腕のなかのチップに向かって、ひどく冷めた声で言った。

「チップ、早く右う代しろくんの記き憶おくを消して」

　記憶を消す──そんなセリフを感情の一いつ切さいこもってなさそうな声で平然と言ってのけるプリティを前に、俺はゾクリと身を震ふるわせた。

「チッ、しょうがねえな」

　しかしチップも慣れたように受け答え、こちらへと振り向く。

「わりいな、相あい棒ぼう。てめえの記憶、消させてもらうぜ。痛くねーからそんな怖がることはねえ」

　言いながら、ボタンの瞳ひとみがこちらへと近づいて来た。

「い、いや記き憶おくを消すって……ちょっとなんか物ぶつ騒そうじゃないのか、それって」

　俺は後ずさりながら、かといってチップを手放すこともできず、オロオロとうろたえた。

　そしてその状況下に陥おちいって俺はようやく、今から一週間前の出来事──そう、記憶がスッポリ抜け落ちてしまっていたあの日の出来事をはっきりと思い出していた。

　そうだ、俺は一週間前にも彼女たちラブリィー・リトル・ドロップスを見たことがある。




　あれは中間試験の始まった日、いつものように俺が塾じゆくへ向かっている最中のことだった。

　背後で突然大きな爆ばく発はつ音おんがし、それからすぐにふり返ってみると、そこには魔ま法ほう少女のような人物たちがいて、顔面になにか肌はだ触ざわりの良いやわらかい物体がぶつかってきて──。

　そして俺は、顔面にぶつかってきた物体を見てみたのだ。今なら思い出せる。それはふわふわした生き地じでできたくまのぬいぐるみ……間ま違ちがいなくチップだった。それから俺は辺りを見渡した。すると他の人間は時間が止まったかのように動かなくなっていた。まさに今日と同じようにして。

　そのときは試験勉強でろくに寝ていなかったこともあり、いよいよ勉強のしすぎで俺の頭がトンデモナイ幻げん覚かくを見せつけてきたのかと思ったのだが、それから突然、手に持っていたぬいぐるみが喋しやべり出しては、ゴミ箱に頭を突つっ込んでいる魔法少女を引っこ抜いてやれと言ったため、俺は何の疑いもなく、そのやけに酒臭くさい人物をゴミ箱から引っこ抜いたのだ。今思えばあれはキューティ──あえかさんだったに違いない。そしてあえかさんはそのとき俺の顔を見て、俺のことを知り、憶おぼえていたのだろう。名前やクラスは灯あかり野のに聞いたのかもしれない。

　それから俺のところに灯野ゆいかに似た魔法少女──プリティがやってくると、俺の腕のなかにいたぬいぐるみに向かって記憶を消せだの何だの言って、そしてあろうことか次の瞬しゆん間かん、俺の腕のなかでぬいぐるみがこちらに向き直っては、その黒光りするボタンの瞳ひとみで言ったのだ。

「てめえの記憶、消させてもらうぜ」──と。

　そして目が覚さめたとき、俺は塾の机で居眠りをしていた。

　そのときは完全に夢を見ていたと思っていたし、いかんせん試験期間中だったためにそんなことはあまり気にも留とめていなかったが……なるほど、あれは夢じゃなく現実だったらしい。

　そうだ、これはあのときと同じ状況だ。俺はあのとき、このまま記憶を消されたのだ。

「すべて思い出したぞ、俺は一週間前にもおまえに記憶を消されている！」

　ようやく記憶を取り戻した俺は、チップに向かってそう言い放った。

　すると俺の言葉を聞いたチップは動きを止め、そのボタンの瞳でまじまじと見つめてきて言った。

「……じゃあ、てめえは二度、俺様に記憶を消されるってことか？」

「そ、そうなる」

「ふーむ」

　うなずくと、どういうわけかチップが悩んだ様子を見せ、それからプリティに向き直った。

「プリティ、こいつ、二度目らしい」

　しかしプリティが顔色一つ変えずに、

「いいから、早く」

　と言い放つと、プリティの言いなりになったようにして、チップはこちらへ向き直った。

「と、いうことだ。すまねえな」

　またしてもぐいっとボタンの瞳ひとみを近づけてくるチップに、俺は粘ねばる。

「ま、待ってくれ……二度目って言っていたが、二度記き憶おくを消されるとどうなるんだ」

　訊きくと、チップはボタンの瞳を覗のぞかせたまま、残念そうに声のトーンを落として言った。

「俺様もわからねえが……まあ、すべて消えたらそのときはドンマイだ、雑ざ魚こ」

「おいおい、それマジで言ってんのか」

「マジだが」

「それだけは勘かん弁べんしてもらいたいんだが……」

「チップ、早くして」

　しかし俺の願いなど聞き入れてもらえず、プリティの冷めた声によりチップがあのときと同じようにして俺の頭に手をかざした──しかし、その瞬しゆん間かんだった。

「はい、はい、ダメ、ダメ、ちょっと待ってチップ」

　そこへぐったりとしたキューティが近寄ってくると、すぐさま俺とチップの間に割って入り止めてくれた。チップが手を引っ込める。

「お姉ちゃん、邪じや魔ましないで」

　それを見たプリティが不満そうに漏もらすのを、しかしキューティはおしとどめながら言った。

「ダメだよ、プリティ。亨とおるくんは私たちの大切な仲間なんだから」

「仲間って、なにを言ってるのか私にはわからない。さあチップ、いいから早くやって」

「だから、ダメなの！」

　ムキになったように言って、あえかさんがチップを俺から取り上げた。

　その瞬間、俺は一いつ瞬しゆんで周りの人々と同じように硬こう直ちよくする。

「あわわわわ」

　しかしすぐにもう一度チップを腕のなかに戻されたため、俺は無事に元に戻った。

「亨くん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい……なんとか」

「お姉ちゃん、彼が仲間って、いったいどういうことなの」

　息を吹き返した俺を見ながら、プリティは姉のキューティに不ふ服ふくそうに尋たずねた。

　すると、キューティは俺の肩に手を置き、きっぱりと宣せん言げんする。

「亨くんには、これから私たちの後こう継けい者しやを探してもらうつもりなの」

　それを聞いて、今までこちらの様子を黙だまって見ていたハニーがよろよろと近寄って来て言った。

「つまり、チップが仕事放ほう棄きしているからその代わりってことでしょ、キューティ」

　ハニーの言葉に、キューティがうなずく。

　とそのとき、腕のなかのチップが心なしか軽くなった気がした。

　するとハニーがとなりに立ち、実に憎にくたらしそうにしてチップを覗のぞき込んだ。

「あーあ、また自分の都合の悪い話になったからってぬいぐるみになって。ほんと役立たず」

　言われてみれば本当に、今の今までリアルに動いていたチップからはまるで魂たましいが抜けてしまったかのように気配が消えており、本物のぬいぐるみとなってしまっていた。それにしても、自分にとって都合の悪い話になるとぬいぐるみになって逃げられるとは、どこまでも便利な奴やつだ。

　そんなぬいぐるみになったチップをハニーと一いつ緒しよに眺めていると、プリティが少々呆あきれた調子で口を開いた。

「でも、後こう継けい者しや探しって言ったって彼は──右う代しろくんは、普通の人じゃない」

　そんな彼女に対し、キューティが気楽そうに答える。

「うん、だけどさ、亨とおるくん、プリティとは同じ学校だし、塾じゆくだって通ってるから頭良いでしょ？」

　そんなキューティの言葉に、俺は思わず戸と惑まどった。

「えっ、いや……」

　どうやらキューティは『塾に通っている＝頭が良い』と思っているらしい。

「お姉ちゃん……塾に通っているからって頭が良いとは限らないんだけど」

　呆あきれたようにツッコミを入れるプリティに、キューティはどこか抜けたように首をかしげる。

「あ、あれ、そうなの？　私、てっきり頭が良いから塾に通ってるもんだと思ってたけど」それからキューティは悲しそうな顔をして訊きいてきた。「じゃあ、亨くんは頭良くないの？　このまえのテストはどうだったの？」

　その質問に俺はちらりと横目でプリティを見る。

　すると、俺の視線に気がついたプリティはどこかふてくされたようにして口を開いた。

「……このまえのテストは、まあ、右代くんのほうが成績良かったけど」

　それを聞くと、キューティは安心したように両手を合わせ、瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ほら、やっぱり頭良いじゃん、亨くん！」

「い、いや、あれはたまたまで……」

　そこですかさず訂てい正せいしようと口を開くと、しかしプリティはムキになったようにして言った。

「認めなさいよ、私を抜いた事実を」

　その冷たい視線と声に、俺は素す直なおにうなずく。

「は、はい……」

　それにしてもプリティ、どれだけ悔くやしかったんだよ……。

「ほら、亨とおるくん、頭良いでしょ。これなら何とかなりそうでしょ？」

「何とかなりそうでしょって……」

　姉ののんきな考えを聞き、ますます呆あきれたような態度でプリティが捲まくし立てる。

「だいたいお姉ちゃんはいつも軽けい率そつなのよ。ドロップスのことだって私はまだ──」

「まあまあプリティ、とりあえず、こうなってしまったものは仕方ないんだし、キューティの言う通り亨とおるに任せてみない？」

「ハニーまで……こうなってしまったって、こうならせたのはキューティたちのせいでしょ。それに右う代しろくんだってまだやるとは言ってない」

「だけどさっきあれだけ記き憶おくを消されるの嫌いやがっていたし、やらないなんて言わないと思うけど」

　ハニーの言葉に、腰に手を当てたプリティがこちらにふり返る。

　俺はまったくもって話が見えてこなかったため、困ったように頭を搔かき、それから申し訳わけなさそうに尋たずねた。

「えっと、さっきからちょっと、話の行方ゆくえがわからないのですが……」

　すると、「じゃあ、とりあえず戻ってから話すね」とキューティが言って、ドロップスたちは変身を解とくと普通の格かつ好こうに戻り、そして一から説明をしてくれた。

　それは美少女戦士が実際に存在し、今見たように人知れず悪の組織と戦い、街の平和、あるいは世界の平和を守っているということ。そしてそんな美少女戦士は基本的に〝中学生〟の女の子が担になうはずの役目であるということ。しかし自分たちはチップの手違いで高校生のときに美少女戦士にさせられ、かれこれ三、四年も美少女戦士をやっているということ。それでも本来なら今ごろはもう新しい美少女戦士たちと世代交代をし、自分たちはとっくに引退しているはずなのだが、ほぼ仕事放ほう棄きしているチップの怠たい慢まんにより、その跡あと継つぎがいつまで経たってもやって来ないため美少女戦士を辞められないこと──などなど、彼女たちはまるで愚ぐ痴ちでも吐はくかのようにして、ここまでの経けい緯いを並べて説明してくれた。

「それで、辛かろうじて灯あかり野のを新生ドロップス……つまり第二世代のメンバーとして入れたものの、それ以降が見つかっていない。そこで俺がこのチップの代わりにマネージャーのようなものになって、新しいラブリー・リトル・ドロップスの後こう継けい者しや……つまり残りの新生ドロップスを集めて、世界を悪の組織から救え──と」

「そうそう、さすが亨くん、話が早い！」

　月明かりに照らされた公園のベンチで、美少女戦士のお姉さま方に周りを囲まれたこの状況は、傍はたから見ればまるで、これからリンチでも行われるんじゃないかといったムードを漂わせていた。そんな通報されかねない雰ふん囲い気きのなか説明を聞いた俺がそう整理すると、となりに座っているあえかさんが俺の両手を握りしめ上下にぶんぶんと大きく振って嬉うれしそうにうなずいた。あえかさんの手はさらさらと冷たい。

「私たちも困ってるのよね、このままずっと新しい子が見つからないままだと」

　いきなり手を握られその冷たさに俺がひとり胸の内をドキマギさせていると、ベンチを囲う屋根の柱に背を預けた愛あい理りさんが腕を組みながらそんなことをこぼした。

　俺はピクニックに持っていくお弁当を覗のぞき込む少女のようにわくわくした面おも持もちでこちらを覗き込んでくるあえかさんから顔を逸そらし愛理さんに尋たずねる。

「えっと、具体的になにが困るんでしょうか？」

「いろいろよ、いろいろ」愛理さんが呆あきれたようにして、俺の両手からあえかさんの手を剝はがしながら言った。

「それに亨とおる、あんたもさっき私たちの戦いぶりを見たでしょ」

「はい」

「もしあそこにゆいかちゃんがいなかったら、どうなっていたと思う？」

「完全に負けていましたね」

「そうよ！　ゆいかちゃんがいなかったら私たちはブラックバーント軍団には勝てないの！　だから一刻も早く新生ドロップスたちを見つけ出さなければならないってわけ！」

　愛理さんが拳こぶしを握りしめ、熱く語った。こんな場面で熱くなられても……。

　しかし、美少女戦士が悪に負けられたら確かに困る。

「ちなみに美少女戦士たちが負けるとどうなるんでしょうか」

　たとえば人々がＦＵＫＯになったり、砂さ漠ばく化したり、街に不幸のメロディがあふれたり、バッドエンドになったりいろいろとあるが……。

　俺が訊きいてみると、愛理さんはとても涼すずしげな顔でさらっと言ってのけた。

「丸まる焦こげらしいわよ、地球」

「……え？」

「だから、丸焦げになるらしいのよ、地球が」

「なるほど、地球が丸焦げ……地球の丸焦げが出来上がると。ああ、ブラックバーント──黒い焦げ、だから丸焦げと、はあ……」

　あごに手を当てながら冷静に繰くり返してみたが……まさかそんな全人類の存亡が掛かっているようなことをこんな頼たよりない人たちに任せているとでもいうのか。しかも実際、現状は灯あかり野のひとりに任せているようなものでもある。そして灯野がまだドロップスになっていない時代、よくもまあ三、四年も保もったものだと愕がく然ぜんとした。

　もしかしたら現在、地球がなくなってた可能性もあっただろう。なんて恐ろしい話だ。

　それを考えた途と端たん、あまりにも大変すぎてめまいがしてきた。というか、地球が乗っ取られたりするのならまだわかるが丸焦げって……悪の組織の目的はいったいなんなんだ。

「それは大変ですね」

　気を取り戻してうなずいてみせると、愛あい理りさんがぐいっとこちらに顔を近づけてくる。

「そうなの、大変なのよ。あんたも地球が丸まる焦こげになったら困るでしょ？」

　俺……というか、人類すべてが困るんじゃないか。

「それにね、亨とおるくん」

　そこへ、あえかさんが深刻そうな顔で口を開いた。

「私たち、このままだと恋愛ができないまま大人になってしまうの」

　そうあえかさんが口にした瞬しゆん間かん、愛理さんが〝あ、バカ、それを言うな〟といった顔つきであたふたと焦あせり始めた。

「それは、どうしてですか？」

　俺の質問に、あえかさんが愛理さんを見る。愛理さんは仕方がないといった様子でため息を吐はくと、どうぞすべて話してください、と言った仕草であえかさんを促うながした。

　あえかさんは一度うなずいて、こちらに向き直って話した。

「美少女戦士になるには三つ条件があってね。その一つに〝恋愛はしていないこと〟というのが含ふくまれているの」

　なんだ、そのアイドルみたいな話は。

「どうして恋愛したらダメなんですか、アイドルじゃあるまいし……」

　言うと、愛理さんが腕を組み、俺の目の前に立ちはだかるようにして口を開いた。

「詳くわしく説明すると、その一つ前の条件に〝純じゆん潔けつであること〟……つまり乙女おとめのままであることが含まれてるの。そのせいで、必然的に恋愛は禁止になっているのよ」

「乙女の……まま？」

　意味がよくわからなかったため訊きいてみると、愛理さんは急に慌あわてたような口調で言った。

「だ、だからヴァージンって意味よ。そそ、それくらいわかりなさいよ、あんたいったい勉強でなにを学んでるの？」

　それから愛理さんは顔を背そむけ、「なに言わせるのよ」とぶつくさ独ひとり言ごとをつぶやいていた。

「だから私たちはこの歳としになっても恋愛をしたことがないんだ。本当なら高校生時代に恋愛の一つや二つは経験するはずなんだろうけど……それがないまま青春を過ごしてしまったの」

「そこのぬいぐるみのせいでね」

　愛理さんが憎にくらしそうに、ぬいぐるみと化しているチップを見下す。

「なるほど……」

　美少女戦士になるための三つの条件のうち二つが、純潔であり、恋愛をしていないこと……そして恐らく残りの一つは、美少女戦士というくらいだから〝美少女であること〟が含まれているのだろう。

　確かにあえかさんたちは皆、揃そろいも揃って全員美少女だ。彼女たちならしようと思えば恋愛の一つや二つ、何不自由なく簡単にできそうだけれども、しかし美少女戦士という役目に束そく縛ばくされているがゆえ、大学生になった今も恋愛の一つもしたことがない……と。

　それであえかさんは居酒屋で「できるなら最初からしてる」と言ったのか。メルヘンすぎるからできなかったわけではないのだな、うん。

　そして、ドロップスの跡あと継つぎがほしいと焦あせっている理由も、どうやらこちらが本音ということらしい。つまり自分たちが行き遅れになるから、何が何でも早急に跡継ぎがほしいというわけだ。それにしても地球の丸まる焦こげより自分たちの恋愛が大事って……俺がおかしいのか、彼女たちがズレているのか。彼女たちを見ているとイマイチ危き機き感かんが曖あい昧まいになる。いっそのこと米軍かどこかの特とく殊しゆ部隊に事情を説明して地球を守ってもらったほうが良いんじゃないか。そういうのは反則なの？

「──ちょっと、聞いてるの？」

　少し考え事をしていると、愛あい理りさんが顔を覗のぞき込んできた。まだちょっと顔を火ほ照てらせ「むー」とジト目で覗いてくるその表情に思わずのけ反ぞる。

「え、あ、はい」

「だから、このままじゃ私たちは一生恋愛できないまま三み十そ路じを越こえても〝女子〟とか言い張ってる悲しい行き遅れババアになっちゃうのよ。わかる、行き遅れババアよ、行き遅れババア」

「行き遅れババア……はい」

「そうならないためにも、一いつ刻こくも早く新しい子を見つけ出さないといけないわけ。あんただってこの状態のまま何十年後かになって、おばさん美少女戦士なんて見たくないでしょ？」

「はあ、まあ……それはごもっともでございます」

　衣い装しようの隙すき間まから垂たれる皮ひ下か脂し肪ぼうとか、スカートの下の大根足とか、考えただけでおぞましい。

「だから、ちゃちゃっと新しいドロップスちゃんたちを見つけて、明日にでも私たちを美少女戦士から引退させてほしいってわけ、オーケイ？」

「はあ……」

　ちなみに彼女たちがドロップスを引退するには次世代ドロップス全員が揃そろっていなければならないらしい。つまりひとり入るたびにひとり抜けられるといった入れ替わり方式ではなく、現世代と次世代全員が揃ってようやく総入れ替えを行いバトンタッチできるということだ。

　すなわち彼女たちを引退させるには、少なくとも新生ドロップスをあと四人ほど見つけなければならない。

　俺はそれからまた少し考えたあと、ゆっくりと訊きいてみた。

「えーっと、それでもし俺が断わると言ったらどうなりますか」

　その質問に、愛理さんが満面の笑みで答える。

「あんたの記き憶おくぜんぶ消してゴミ箱に頭から突つっ込んで放置」

　すっごい怖いこと言うんだけど、このお姉さん。

「なるほど……」

　俺はすっかりただのぬいぐるみになってしまったチップを見ながらつぶやいた。

　すると、となりのあえかさんがこっそりと近づき、そっと耳打ちをしてくる。

「……マ、マジですか」

　思わずそんなことを漏もらし、あえかさんの顔に目をやった。

「──それでも、いいの？」

　あえかさんは言葉とは裏腹に、ずいぶん申し訳わけなさそうに手を合わせて謝あやまりながら言った。

「えっと……」

　どうやらここで断わったら、あえかさんは俺を痴ち漢かんの容疑で警けい察さつに連行しちゃうらしい。もちろんそんなこと本気でするはずはないと思うが（というか現行犯以外で逮たい捕ほはされるのだろうか）……だけど事故とはいえ、実際、俺が彼女の胸を揉もんでしまったことは事実だし、それにあえかさんは冗じよう談だんのつもりでも、愛あい理りさんが冗談では済まさせてくれなさそうだ。

　俺は記き憶おくを消されたくない。せっかく今まで友だちも作らず──できず──に詰め込んできた勉強の結晶を壊こわされたくはない。もちろん痴漢の容疑で人生を終わらせるなんてのもごめんだ。

　となると、やはりここは、うなずくしかないのだろうか。

　辺りを見てみた。雪ゆき乃のさんは三角座りをしながらスマートフォンをいじっている。麻ま緒お子こさんはそんな彼女に寄り添そってスヤスヤと寝息を立てていた。そして愛理さんは悪わる巧だくみが滲にじんだような笑みを浮かべ、灯あかり野のは単語帳に顔を向けながらも疎うとましそうな気配をこちらに向けている。

「ねっ、ねっ、亨とおるくん、おねがいっ！」

　またしてもあえかさんに両手を握られ、お願いまでされてしまった。

　無む論ろん、記憶をすべて抹まつ消しようされて頭からゴミ箱に突つっ込まれるのは嫌いやだし、それになにより、地球が丸まる焦こげになるかもしれないというのに、それよりも自分たちの恋愛をまずいちばんに考えてしまう危き機き感かん皆かい無むな彼女たちに地球の運命は到とう底てい任せられない。これを見て見ぬふりなんかにしてしまったら、明日にでもこの地球はなくなっていそうである。

　答えは一つしかなかった。

「じゃ、じゃあ……やります」

「ほ、ほんとっ？」

「はい」

　そう、俺がうなずいたその瞬しゆん間かん、

「よぉーし、よく言った相あい棒ぼう！　そうと決まりゃ話は早え！　俺の代わりにピッチピチの若いドロップスたちを見つけてくれや！　ヨロシクゥ！」

　と、今までだんまりを決め込んでいたチップが急に飛び跳はねてはしゃぎ回った。

　それを即そく座ざに捕つかまえて首を絞しめる愛あい理りさん。

「じゃああんたはもう用無しね。首もぎ取って綿わたの代わりに石詰め込んでやるわ」

「お、おい愛理てめえ、やめ……苦しい……綿が頭に昇のぼって苦しい」

　その様子を見ていると、横からあえかさんの視線がピシピシと当たってくるのがわかった。

　そして俺がそちらに顔を向けると、あえかさんが勢いよく抱きついてくる。

「亨とおるくん、ありがとう！　私もできる限り協力するから、一いつ緒しよに後こう継けい者しや見つけようね！」

　彼女の身体は甘く、酒臭くさく、非常にやわらかだった。心しん拍ぱく数すうが一気に上がる。

「あ、あえかさん……ぐるじい……」

　そんなあえかさんにおし倒されるがままの俺を、灯あかり野のがひどく冷たい目で見下ろしてくる。

　そして「じゃ、私たちもう帰るから」と、麻ま緒お子こさんを連れて立ち上がった雪ゆき乃のさんがその去り際ぎわ、俺の顔を覗のぞき込んで一言。

「トゥフフ、やってしまったな、亨ちゃん」

　なんとなく先行き不安になりそうな感じは否いなめなかった。しかしそうは言っても、新しい美少女戦士を見つければ良いだけのことだ。そこまで難むずかしくはないだろうとは思う。

　俺はそんな気楽な心構えで星空を仰あおぎ、そこに浮かんでいる大きな満月を見つめて口を開く。

「あの、あえかさん……そろそろどいてください」

　ひとまずは、灯野の成績が落ちたことの原因がわかってすっきりしていた。

　そして記き憶おくのこともすべて、自分が気づかないうちに彼女たちに巻き込まれてしまったがゆえに起きていた出来事だということもわかった。すべてこれが原因だったのだ。

　見えない問題はいくら簡単でも解とくことはできない。

　だが、見えている問題はたとえ難しくても解くことはできる。

　──まあ、なんとかなるだろう。

　それから俺は、またしても愛理さんにあえかさんを剝はがしてもらうと、ゆっくりとベンチに起き上がって公園を見渡した。公園はあれだけはちゃめちゃにされたものの、そのはちゃめちゃにしたフェイルアーを倒し、戦せん闘とう空間が解けると何事もなかったかのように元に戻っていた。

　それにしても、美少女戦士のマネージャーなんて、なんともおかしな話である。

　ただ引き受けた以上は、善ぜん処しよしてみるつもりだ。

　なぜなら、もしも彼女たちが話しているように美少女戦士が負けた場合、本当に地球が丸まる焦こげになるというのなら、その地球の命運をこんな頼たよりない美少女戦士たちに任せておくほど、恐ろしい話はないのだから。







[image: 第二章　うしろのあの子は闇組織]
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　美少女戦士『ラブリィー・リトル・ドロップス』になるための三箇か条じよう。





　その一：美少女であること

　その二：純潔乙女ヴアージンであること

　その三：恋愛はしていないこと






　──以上、この三つが美少女戦士になるために必要な条件である。

「なるほど、だから中学生くらいがいちばん良いのか……」

　言いながら、俺は二つ目の条件を視線でなぞった。

「統計的に考えるとそういうことになる。高校生では、もうその四割は二つ目の条件に当てはまらないだろうし、三つ目の条件になるとそれが六割になる。それからさらに一つ目の条件になればガクッと減って、下へ手たしたらいない」

　となりの席に座っている灯あかり野のは、ひとつ結びのおさげ髪がみ──彼女は勉強中いつもこの髪型になる──を首に流し、ノートに計算式を書き込みながら解説した。

「……なるほど」

　放課後、俺は塾じゆくが始まるまでの間いつものように図書室のいちばん奥にあるテーブルで時間を潰つぶしていた。無む論ろん、本来ならば俺はそこでひとり黙もく々もくと勉強をしているところなのだが、昨日の今日で、灯野が美少女戦士についてレクチャーするためとなりにいる。

　どうやら昨晩見たすべてのことは、夢でも幻げん覚かくでもなかったらしい。

　そして俺の目の前にあるのはこれまた勉強用のノートではなく、美少女戦士の基本情報などが書かれた可愛かわいいイラスト付きのノートである。そこにはドロップスのコンセプトや変身時・変身後の決めゼリフ。また、それぞれが持っている必殺技などの名称や特性が事こと細こまかに書かれている。ちなみにこれはあえかさんが俺のために徹てつ夜やで作ってくれたものだ。その気合いの入りようはまるで設定資料集を見ているかのようである。

　俺はそのノートのページにでかでかと描えがかれているドロップスたちの可愛いイラストに目を落としながら、先ほどの灯野の言葉を思い返してふと口を開いた。

「ってことは、あえかさんたちは──」

　しかし、そこまで言って俺はあることに気がつくと、そっと口を閉ざす。

　不意に口をついて出てきそうになった言葉に、なにを言い出すんだと我われながら戸と惑まどった。

　高校生で恋愛をしておらず、ヴァージンであり、なおかつ美少女である──その三つの条件。

　つまり、そういうことなのだ。その三つの条件を考えてみたとき、女子高生で美少女戦士になった女子大生組の四人も、そして目の前にいる灯あかり野のも、そんな彼女たちは言ってしまえば非常に希き少しよう価値の高い存在だったわけである。

「……お姉ちゃんたちが、どうかした？」

　ノートに顔を向けたまま訊きいてくる灯野に俺は「いや、なんでもない」と言ってごまかした。

　そして俺がそのことに気がつくと、テーブルの上で両手両足を前にポンッと投げ出したぬいぐるみスタイルのチップが微び動どうだにせず、どこからか声だけを出してボソッと言った。

「気づいたか。この俺様が造り上げた奇跡の配列に」

　少しえらそうなチップの言葉に、灯野がノートから顔を上げ、意味がわからないといった険けわしい顔つきで首をかしげる。

　俺はそんな彼女の顔を見て、彼女たちの内ない緒しよにしておきたい秘密な乙女おとめ部分を覗のぞいてしまったような気がし、何だか少しだけ顔が熱くなった。

「……なんの話？」

「ゆいか、これはな……男の話だ」

　灯野が眉み間けんにシワを寄せたまま、チップを訝いぶかしそうに見み据すえる。

　チップは依い然ぜん、表情どころか向いている方向さえ何一つ変えずに声を出した。

「まあ、ゆいか、おまえももうちょっとは女としての自覚を持ったほうがいいな」

　数秒後、灯野がハッとその言葉の意味に気がついたようで、すぐさま顔を赤く染そめ上げるとこちらから顔を背そむけ、慌あわてた様子で言った。

「わ、私はそういうことには興きよう味みがないから、べ、別にいい。気にしない……というか、そういうことを平気で言うな……」

　見ればペンを走らせるスピードがとても速くなっている。確実に動どう揺ようしているようだ。

　しかし灯野はそんな焦あせる姿を見せたあと、なにかを思い出したようにぴたりとそこでペンを止め、一つため息をついてからまたいつもの様子に戻って冷たい声こわ音ねで言った。

「それに私は恋愛なんてしないから別にいい。勉強ができれば、それで」

　それから、「まあ、最近じゃ勉強も満足にできていないけれど……」と、ポツリと漏もらす。

　たしかに昨日のドロップスたちの戦いを見れば灯野ひとりに掛かる負担が大きいのは明白だった。それに加え、彼女は空あいた時間を常に勉強へと費ついやしている。しかしそれでも成績が下がったということは、やはり体力や精神力がついていけてないのだろう。あえかさんの書いたノートにもその内容とは裏腹に『日に日に敵が強くなってきてドロップスたちはピンチ！』と楽しげに書かれていたし、まともに戦ってくれる仲間がいないというのは灯野にとって相当負担だ。このまま万が一、灯野が疲労で倒れたりなんかした場合、負ける可能性だって浮上してくる。

　ただそれらのことも含ふくめてすべて、俺が早急に新生ドロップスを集め総力戦でさっさと敵を倒せさえすれば、彼女の勉強のことも解決し、あえかさんたちが行き遅れババアになってしまう未来も回かい避ひできる……のだが、現実は思っていたものより困こん難なんを極きわめそうである。

「通常じゃ、どこの美少女戦士も敵出現から一年以内で敵の親玉を倒すって相場が決まってるからな。それをあいつらはもうかれこれ四年は続けてるわけだ。もはや泥どろ仕じ合あいだぜ。長ちよう寿じゆアニメかっつの」

「だけど敵は強くなってきてる、特にここ最近は」

「そうだ。ようやく敵も本腰入れてドロップスを潰つぶしに来てるらしい。わざわざ戦せん闘とう以外の弱点まで調べてきてな。このままだと負けるのも時間の問題だぜ」

「そうは言ってもチップ。こんなことになったのは新しいドロップスを見つけてこようともしなかった、あなたにも責任がある」

　灯あかり野のに言われ、チップが黙だまった。今日は元々ぬいぐるみスタイルになっているせいで彼が今逃げたのかどうなのかわからない。しかし今の灯野のセリフは確実にチップにとっては都合の悪い話題だろう。もしかしたらまた、彼は逃げたのかもしれない。

「──ということだ相あい棒ぼう、よろしく頼たのむぜえ！」

　どうやら逃げようか迷って結局戻ってきたようである。姿に変化がないからわかりづらい。

　そして俺に丸投げである。

「……で、話を戻すけど、やっぱり中学生限定なのか。小学生でも良いなら選せん択たく肢しはかなり広がると思うのだが」

　尋たずねてみると、チップは相変わらず両手両足を可愛かわいく前に突つき出したまま、どこを見ているのかわからないボタンの目で答える。

「別に小学生でもなれるぜ。ただガキじゃダメだ。少女じゃなくちゃな」

「ガキじゃなく、少女？」

　言ってることがよくわからず首をかしげると、となりでペンを走らせる灯野が口を開いた。

「厳げん密みつに言えば小学生でもなれる。でも問題はなったあと。子どもが美少女戦士になったところで、しっかり敵と向き合い戦っていくことができるか、自分に与えられたその力をうまくコントロールして使いこなすことができるか、いろいろな問題が発生してくる。そうなると、ちゃんと考えて動けるような子じゃないとダメってこと」

「だけど若ければ若いほど力は強くなるっていうメリットもあるがな。あえかたちを見てみろ、弱点を利用されてるってこともあるが、あいつら弱いだろ。美少女戦士的に言えばもう旬しゆんを過ぎた立派なババアなんだよ、ババア」

「チップ、それお姉ちゃんたちに言ったら殺されるよ。特に愛あい理りさん」

「言うんじゃねえぞ」

「……えっとつまり、若ければ若いほど１００パーセントの力を発はつ揮きできる。だけどその分、その力をコントロールして敵と戦っていけるかどうかはわからない。逆に年齢が上がれば敵と向き合っていくことはできるが、発揮できる力のパーセンテージも下がっていく、と」

「そういうこったな。あと若すぎると力をコントロールできなくなってそのまま敵味方諸もろ共とも、地球ごと滅ほろぼしちまう可能性だって否いなめない。ま、そんなことは滅めつ多たにねえだろうが」

　ちなみにチップ曰いわく、現状であえかさんたちが発はつ揮きできる力は３０パーセントほどだという。

　こうして数字に表してみると彼女たちが恐ろしく弱いことに俺は椅い子すごとひっくり返りそうになった。

「とまあそんなわけで、力もそれなりにあって、かつコントロールもできる年頃の中学生に美少女戦士が多いわけだ」

「なるほど」

　じゃあやはり、中学生を狙うしかないのか。そうは言っても俺に中学生の知り合いはいないし、身内にひとり中学生はいるが……いや、妹はダメだ。あいつには少し難なんがありすぎる。

「あっ、そうだ。これ」

　腕を組みながら俺がうむむと考え込んでいると、灯あかり野のが急に思い出したように言って鞄かばんからなにやらヘンな物を取り出しこちらに渡してきた。受け取ってみる。それは仮面だった。

　窓の外へ目を向けているチップが言った。

「それを付けておけばバーンド空間内で俺様を抱っこしていなくても硬こう直ちよくしないで済むぜ」

「ほお……」

　口を細め、仮面に目を落とす。見れば見るほど、なんだか変態が付けるような仮面に見えてくるが……俺は今度からこれを付けなくてはならないのか。大だい丈じよう夫ぶか、ビジュアル的に。

「おふたりさん♪」

　そんなことに少しテンションを下げていたそのとき、音もなく突然、俺と灯野の間にだれかが顔を覗のぞかせてきた。

「勉強好きの右う代しろくんと秀才の灯野さんが図書室の隅すみっこでコソコソしてるって噂うわさを聞いてやってきてみれば、本当にコソコソしてる！　なにしてるのっ？」

　突然の来訪者に驚おどろき、俺は手に持っていた仮面と目の前のノートをすぐさま鞄に突つっ込んだあと、その人物にふり返った。そこにいたのは同じクラスでいちばんの秀才、闇やみ路じ杏あんだった。

　彼女はくりくりっとした人ひと懐なつっこそうな瞳ひとみで俺と灯野を交互に見たあと、手に持っていた缶ジュースをテーブルに置き、近くから椅子を引っ張って来て半ば強引に俺たちの間へ割って入ってくる。

「クラスにいるときも二人でなんかやってるし、杏は後ろの席からしっかり見てるんだよ」

　そして俺の目の前にいたチップを見るなり、ガシッと手に取って、

「えーなにこのぬいぐるみ、かわいい、かわいい！」

　と言いながら、チップの顔面をテーブルに叩たたきつけはじめた。彼のボタンの目がテーブルに当たるたび、カチカチと音を立てている。止めたほうがいいのだろうか。

「闇路サン、ぬいぐるみのボタンの目が割れるからやめて」

　止めようかどうか悩んでいると、灯あかり野のがノートに顔を向けたままボソッと言った。何だかいつも以上に声が低くなっているのは気のせいだろうか。どことなく雰ふん囲い気きも素そっ気けない。

「あっ、ごめんね。杏あん、ぬいぐるみ見ると振り回したくなるの」

　なんだそれ、赤ちゃんか。

「特にこういう、ふわふわでやわらかそうなぬいぐるみだと、余計にね？」

　そう言うと、闇やみ路じは今度、チップの目を親指で強くおしながら嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

　ボタンの目を圧あつ迫ぱくされ、頭がとてもひどい形に変形してもなお、チップはぬいぐるみ然として耐えている様子だった。だがさすがにそろそろかわいそうになってきたので俺は闇路からチップを返してもらうよう口を開く。

「闇路、あまりそいつをいじめないでやってくれないか」

　俺の言葉に、彼女は本当にこのままではボタンの目がパキッと割れるんじゃないかというくらい、チップの目を強く指でおしながら笑った。

「えー、なんで？　だってぬいぐるみなら痛みは感じないでしょ？　だって生きてないんだから」

「で、でもな」

「それとも右う代しろくんは、まさかこのぬいぐるみが生きてるとでも言うの？」

　闇路が人をからかうような笑みを浮かべ、にやにやと顔を覗のぞき込んでくる。

　……この子、愛あい理りさんより鬼き畜ちくだ。というか、なんか愛理さんとは違うベクトルの鬼畜さを感じる。可愛かわいい顔して恐ろしい。

「このボタンの目だって割れたらまた新しいのに付け替えればいいし、体が千ち切ぎれて綿わたが飛び出したらまた詰めればいいじゃん」

「ま、まあそうなんだが……いや、そういうことじゃなく……だな」

「だって生きてないし、動くはずないんだから、いいじゃん！」

　まさかこんなに強く言い返されるとは思っていなかった俺は、思わず言葉に詰まった。

　すると、音もなく闇路の向こうから手がぬっと伸びてくると、灯野はチップをふんだくり、彼女に冷たい視線を向けた。

「人の所有物をそんなふうに粗そ雑ざつに扱あつかうこと自体が問題でしょ。あなたは高校生にもなって、そんな常識的なこともわからないの」

　灯野の言葉に一いつ瞬しゆんにして場の空気が固まる。なんだか非常に険けん悪あくなムードになってしまった。

「ま、まあ灯野……そこまで言わなくても」

「そうだよ、ゆいかちゃん」

　場の空気をなごませようと口を開くと、闇路が俺の腕にしがみつき、まったく気にしていないような軽い口調で合わせてきた。灯野の呼称もいつの間にかゆいかちゃんへと変わっている。

「ゆいかちゃんはちょっとお堅かたいよね。そんな怖い顔してたら男の子に引かれちゃうよ？　右代くんだって内心ドン引きしてるかもね」

「い、いやそんなことは──」

　そう俺が言いかけた瞬しゆん間かん、突然、灯あかり野のが音を立てて立ち上がり、そして闇やみ路じを見下したようにひどく冷たい声で言った。

「私、あなたみたいなだれにでも好かれようとする人間、大だい嫌きらいだから」

　灯野は乱暴にノートと筆記用具、それからチップを鞄かばんに押し詰めると、足音を立ててその場から去って行く。

　それを見てすぐにまずいなと思った俺は急いで彼女のあとを追いかけるため立ち上がろうとする。が、闇路にしっかりと腕を摑つかまれており、立ち上がれない。

「闇路、悪いけど俺もそろそろ──」

「ねえ右う代しろくん。ゆいかちゃんといったい、なにしてたの？」

　少し色気を漂わせた声こわ色いろを纏まとわせながら、闇路が下から覗のぞき込むようにして尋たずねてくる。

「な、なにって……べ、勉強をちょっとな」

「ほんとうに、それだけ？　わざわざ図書室の、それもいちばん奥の人ひと気けのないこんな場所で勉強していただけ？　それに、杏あんが来たときに急いで隠かくしたその仮面は、なあに？」

　じわりじわりと顔を近づけさせ、妖よう艶えんな上うわ目めづかいで闇路が接近してくる。見れば彼女の制服のシャツは第二ボタンまで開いており、その隙すき間まからちらちらと下着が見えそうになっていた。甘い苺いちごのような香りが鼻をかすめる。その香りが強くなっていくほど鼓こ動どうも速度を上げた。
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　そして闇やみ路じのその深く黒い瞳ひとみに吞のみ込まれそうになり、俺がふっと息を吞んだその刹せつ那な──、

「へうっ！」

　一いつ瞬しゆん、彼女の姿が視界から消えたかと思いきや、闇路は俺の太ももに手をつき損そこね、そのままストンと落下し、思いっきり椅い子すにおでこをぶつけ、ぷるぷると震ふるえていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　顔を上げた闇路を見ると、彼女はおでこをさすりながら、目に涙を浮かべて言った。

「……いたひ」

「ちょ、ちょっと見せてみろ」

　彼女の前まえ髪がみを上げ確認してみる。するとおでこは見事に真っ赤になっていた。

「あー……えっと、保健室行くか？」

「行かないっ！」

　しかし闇路は懲こりずにぐいっと涙目の顔を近づけ、ムキになったように迫せまってくる。

「それより、ゆいかちゃんとなにしてたのっ！　早く言って、おしえてっ！」

　今まで纏まとっていた色っぽい雰ふん囲い気きは消え去り、急に駄だ々だをこねる子どものようになった闇路。

　だが結果的に勢いづいた彼女の顔は先ほどよりも近くなり、俺は圧おされ気味に答えた。

「ほ、ほんとうに勉強をしていただけだ……」

「仮面は！」

「仮面も、特に意味はない……」

　すると、せっかく作り上げた妖よう艶えんな雰囲気を自分で台無しにしてしまった闇路は、すっかり調子を崩くずしてしまったようで、俺から体を離はなすとテーブルの上の缶ジュースを手に取り、それから自分の椅子にぽすんっとその小こ柄がらな体を収めると、ぷくぅっと頰ほおをふくらませて言った。

「なぁーんだ、つまんないの。杏あんはてっきり二人でイケナイことしてたのかと思ったのに」

　プルタブに指を引っかけようとするもなかなか引っかからない闇路に俺は答える。

「そ、そんなこと」

　すると彼女はこちらに向き直って言った。

「だって普段教室でだれとも喋しやべらないふたりが、いきなり仲良く放課後の図書室のいちばん奥でなんかしてたらいろいろ想像しちゃうじゃん！」

「想像しちゃうじゃんって……」

　呆あきれるふりをしながら、俺は内心しくじったと思った。ここなら人に見つからずに灯野と作戦会議ができると思っていたが、もしかしたら逆に目立っていたのかもしれない。

　チップがしゃべっていたこと、バレてないよな……と俺がヒヤヒヤしていると、闇路が背もたれに寄り掛かり、ずるずると沈みながら口を尖とがらせる。

「じゃあさ、これからは杏も混ぜてよ」

　そして再びプルタブと格かく闘とうを始める闇やみ路じ。

「え？」

「だって勉強してたんでしょ。そんなのずるいじゃん。クラスの優等生で杏あんだけ仲間外れにされてる気分だもん。だからこれからは三人、優等生グループとして仲良くしようよ」

「いや、俺は別に優等生ってわけでも……」

「だけどこの前のテストでは学年三位になってたじゃん！」

　まるでふて腐くされた子どものように話す闇路を見て、俺は真っ先に灯あかり野のはなんて言うだろうと考える……まあ、あの様子じゃ確実に嫌いやだって言うだろうな。

　それにしても闇路のプルタブがなかなか開かない。

「でも、灯野に訊きいてみないと」

　あくまで遠回りに、灯野のあの態度を思い出させ闇路に諦あきらめさせようとする。

　しかし彼女は一歩も退ひかない様子でぶー垂たれた。

「勉強してるならいいじゃん。それに杏がいちばん頭良いんだし。それともやっぱり……」そして体を浮かせ、とても怪あやしげな笑みをにんまりと浮かべながら覗のぞき込んでくる。「本当にイケナイことしてたとか。だったら杏、噂うわさ流しちゃおうかなぁ。右う代しろくんとゆいかちゃんが図書室でえっちなことしてるって……どうする？」

「いやいやいや」

「じゃあ、杏も仲間に入れて」

　灯野の疎うとましそうな顔を思い浮かべる。だがもしここで断わろうものなら、あることないこと好き勝手、噂を流されそうでもあった。それも友人の多い闇路のことだ。そんな彼女が噂を流したらすぐに学校中に広まってしまうだろう。灯野、すまん。

「わ、わかった……」

「ほんとっ!?　やたっ、やたっ！」

　うなずくと、闇路はうれしそうに足をバタつかせながら楽しげな笑みを浮かべてはしゃぎ、そして再びプルタブに戻った。

「がんばって三人で成績上位、狙おうねっ」

「お、おう……」

　俺はそんな、一いつ向こうにプルタブを開けられない彼女を見てとうとう我が慢まんできずに口を開いた。

「ところで、それ、開けようか」

　俺が試すと、驚おどろくことに、プルタブはすぐに開いた。

　そして、その日の塾じゆく──。

　俺が灯野に今日のことを話すと、彼女はそれ以降、俺と口を利きいてくれなくなった。




「それで、ふたりはどうして急に一いつ緒しよに勉強するような仲になったの？」

　翌日の放課後、さっそく俺たちは三人で図書室にいた。灯あかり野のは極きよく力りよくここ──闇やみ路じと同じ空間──へは来たくないと言っていたが、昨日の調子で闇路に迫せまられた俺がうっかり美少女戦士のことを彼女に話してしまわないかと危き惧ぐしているため、俺の監かん視し目的で席を並べている。とは言っても、見れば灯野は死ぬほど不ふ機き嫌げんである。ちなみにチップは今日、あえかさんたちのところへ避ひ難なんしているらしい。どうやら彼は昨日のことですっかり闇路のことがトラウマになってしまったらしく、「あの闇路杏あんとかいう女、俺様の目を本気で割ろうとしてたぞ。悪あく魔まだ」とぼやいていた。だがたしかに、闇路にぬいぐるみに対する愛はない。

「えっと……」

　闇路のまん丸な瞳ひとみに覗のぞかれ、俺が言葉に詰まっていると、

「それは私の成績が下がって、右う代しろくんの成績が上がったから」

　と、灯野がフォローしてくれる。しかし闇路はどんどん嚙かみ付いてくるように続けた。

「それがどうして一いつ緒しよに勉強するようになるの？」

　面おも白しろそうに次から次へと質問を繰くり出す闇路に灯野がキッと疎うとましそうな視線を向けると、どこか苛いら立だったような口調で早口に答えた。

「私が勉強を教えてほしいと言ったの。同じクラスで、同じ塾じゆくだから。それだけ」

「そ、そうなんだ。俺も灯野の成績が下がったこと気になっていて、理由も訊ききたかったし」

　灯野の言葉に便びん乗じようして続けると、闇路は両足をぶらぶら揺ゆらしながらつまんなそうにしてぽろぽろと言葉をこぼした。

「ふーん。それなら杏に言えばもっと良いのに。同じクラスなんだし。杏のほうが頭良いし」

　そこでようやく会話が途と切ぎれる。闇路を見ると、彼女は先ほどから自分の手に持っていた未開封のペットボトルのふたを撫なでて黙だまり込んでいた。やっと静かになったようだ。

　しかし、そう思って俺が安あん堵どし、息をついたのも束つかの間ま、

「それで、ゆいかちゃんの成績が下がった理由って、なあに？」

　闇路がパッとこちらに振り向いたかと思うと、ニヤニヤしながら、いたずらそうな笑みを浮かべて突つっ込んできた。俺と灯野が同時にハッとする。

　そして灯野は、余計なことを言ってくれたな、と苛いら立だった様子でこちらを睨にらんできた。

　俺も内心、いよいよ口を滑すべらせたと焦あせってしまった。もっとうまいごまかし方はいくらでもあったろうに、普段から人と接していないのが災わざわいし、加えて相手が女子だったため、ここ最近どうも下へ手たな回答ばかりしてしまっている。俺は完全に闇路のペースに巻き込まれているようだ。

「えっと、それは……だな」

　なんとかフォローしようとするも適当な言い訳わけが出てこない。

　そんなもたもたと言いよどんでいる俺を待たずして、灯野が先に口を開いた。

「あなたには言いたくない」

　その言葉を聞くと、またしても闇やみ路じが怪あやしげな笑みを浮かべからかうようにして目を細める。

「へえ、右う代しろくんとふたりだけの秘密なんだね」

「あー、イライラする」

　闇路の挑ちよう発はつにも似た言葉に、灯あかり野のはずいぶんとはっきり、自分の感情を吐と露ろした。

　しかし闇路も負けじと、それに対抗するかのように言葉を続ける。

「ゆいかちゃん、もしかして生理？」そう口にした瞬しゆん間かん、わざとらしくハッとし、闇路が口元をおさえる。「あっ、ごめん、右代くんの前だったね。えーっと、女の子の日？」

　その見え透すいた女子同士の啀いがみ合いに俺が肝きもを冷やしていると、灯野もとうとう音を立ててペンをテーブルに叩たたきつけ、はっきりとした態度で吐はき捨てた。

「そうね、あなたといると私は常に生理になっているかもしれない。だからあまり話しかけないほうがいい。イライラするから、お互いに」

　なかなかまずい展開になってくる。しかし闇路は口を閉ざさない。

「そんなあ。杏あんは全然、イライラなんかしてないよ？　杏は、ゆいかちゃんと話せて嬉うれしいんだから！」

「そう、でも私はできるならあなたと極きよく力りよく言葉を交わしたくない。その時間があまりにも無む駄だ」

　怖い……女の会話ってトゲがありすぎて怖い。優やさしさがない。帰りたい。

「あ、灯野……なにもそこまで言わなくても。もうちょっとこう、オブラートに包んで……」

　勇気を出して口を挟はさんでみたものの、灯野の鋭するどい視線により俺は串くし刺ざしにされた。

　それを見て、闇路が楽しそうにくっついてくる。

「ゆいかちゃん、こわーい。杏が右代くんのこと、奪っちゃうと思ってるのかな？」

　そう言いながら、闇路が顔をすり寄せてきた。彼女の甘い苺いちごのようなシャンプーの匂いが俺の心しん臓ぞうの鼓こ動どうを速くさせていく。そしてこのままでは間ま違ちがいなく大変なことになってしまう、どうにかしなければと考えている矢先、闇路がまたしても火に油を注そそぐような言葉を口にした。

「右代くんは、杏とゆいかちゃん、どっちがタイプ？」

　なぜだ、なぜ彼女はこんなにも場の空気を搔かき乱すようなことをするのだ。目的はなんだ。

　彼女の思おも惑わくがまったくわからないで困こん惑わくしていると、闇路は灯野の方をふり返り尋たずねた。

「ゆいかちゃんも、聞きたいでしょ？」

　灯野が無視を決め込む。

　それを確認すると闇路はまたニヤッと笑い、こちらに向き直りすり寄ってきて言った。

「ねえねえ、どっちがタイプ？」

　闇路の黒くろ髪かみに包まれた小さな顔が目の前に迫せまってきた。やわらかそうな彼女の唇くちびるには桃もも色いろのグロスが薄うすく塗ぬられ、そして彼女が小さく息をするたび、甘い吐と息いきが俺の顔をかすめた。

　これ以上は禁断のエリアである。俺は目の前の闇路から顔を逸そらし、急いで答える。

「闇やみ路じ……あまりそうやって灯あかり野のを刺激するようなことはやめよう」

　するとその瞬しゆん間かん、闇路は黒い瞳ひとみをまん丸にし、わざとらしく大きな声を出した。

「あー、右う代しろくんもやっぱりゆいかちゃんが好きなんだ！」そして灯野へふり返ると、クスクスと笑いながら言う。「両想いだね、ゆいかちゃん」

「だから闇路……」

「でも妬やいちゃうなー、杏あんも負けてられない！」

　そうやってはしゃぐ闇路を横に、とうとう灯野が立ち上がった。

「くだらない。右代くん、私は先に塾じゆくへ行ってるから」

「お、あ、ああ……」

「もう、ゆいかちゃん、素す直なおじゃないんだから。でも、いいんだもん！　今日はこれから杏が右代くんを独ひとり占じめしちゃうんだから！」

「そう、ご勝手に」

　灯野はそう言いながらノートを鞄かばんに詰めると、その去り際ぎわ、自分のあとをついてこようとしない俺を蔑さげすむようにして見下した。

「あ、灯野」

　声をかけるも、灯野はサッと顔を背そむけて行ってしまう。

　後ろでは開けられないペットボトルのふたを撫なでながら、闇路が勝ち誇ったようにニヤニヤと笑みを浮かべていた。非力なくせに強気なものである。

「闇路」俺は途と端たん、どっと疲れたようにため息をつき、彼女に手を差し出した。「それ、貸してみ」

　闇路からペットボトルを受け取る。ペットボトルのふたはやはり簡単に開いた。

　そしてもちろん、その日の塾でも俺が一いつ切さい、灯野に口を利きいてもらえなかったことは言うまでもない。




「大変なんですよ……もう、ほんと」

　それから別の日。作戦会議と称して居酒屋に集まったあえかさんと愛あい理りさんのふたりに、俺はオレンジジュースをちまちまと舐なめながら弱音を吐はいた。

　学校での灯野と闇路の話を聞き、愛理さんが難むずかしい顔をする。

「私もそういう女、だいっきらいだわ。ゆいかちゃんかわいそう」

　ちなみに雪ゆき乃のさんと麻ま緒お子こさんは今日、ふたりだけでやることがあるらしく来られないらしい。

　そして灯野は次の模試へ向けて勉強中。本当なら俺も勉強をやるべきところなのだが、いまいち集中できないのでこうして現実逃とう避ひも兼かねて、作戦会議という名の吞のみに参加しているわけである。

「でも、その杏あんちゃんって子も、悪気があってやってるわけじゃないんでしょ？」

　あえかさんがリンゴ酒のなかに沈んでいるチェリーをマドラーで弄もてあそびながら言った。

「いや、それが──」

「ありゃわざとに決まってる。ぜってえわざとに決まってるぜ」

　俺の言葉を遮さえぎり、テーブルの上でぬいぐるみスタイルになっているチップがムキになる。

「あはは、チップ、本当に怖い思いしたんだねえ」

　あえかさんがマドラーでチップを突つっつきながら人事のように笑った。

「おい、やめ、やめろ！　俺様の体にシミがつくだろ！　バカヤロウ！」

　そのままおし倒され、こてんっと転がるチップ。

「でもさ、もしそうなら亨とおる、あんたがズバッと言ってやりなさいよ、あんたが。男でしょ」

　そんな彼を、愛あい理りさんが起こして言った。

　俺はちろちろとヘビのように伸ばしていた舌を止め、グラスに視線を落としながら答えた。

「そうなんですが……いやはや、恥はずかしながらああいう女の子には不慣れなもんで」

「情けないわね」

　ごもっともでございます。

「なら今度、その子に会わせなさい。そしたらこの愛理様がガツンと言ってやるから」

「おう、そうだ、言ってやれ愛理。ぬいぐるみはもっと丁てい寧ねいに扱あつかえとな！」

「任せなさい役立たず！　最後にあんたを引き裂さくのはこの私なんだからね！」

「てめえ調子乗ってっとぶっころすぞ！」

「いい根性してるじゃない。今日は通路側の席だからあんたが動けないこと知ってるのよ」

　そう言って、愛理さんがチップの足を持ち逆さかさに吊つるした。

「おい、てめっ、なにしやがるつもりだ！」

　そしてチップの頭をグラスのなかへと近づけていく。

「愛理様って呼びなさい」

「バカ、おめぇ、俺様の体はデリケートな素材でできてるんだぞ！　なかには綿わたが詰まってんだぞ！　忘れたのか、去年てめえの家であえかが俺様に思いっきり酒をこぼしたときのこと！」

「もちろん覚えてるわよ」

「覚えてるなら尚なお更さらやめろ！　あのとき大変だったの見ただろ！　酒を浴びた俺様に酔よったあえかがむしゃぶり付いてきてヨダレ塗まみれにされた挙あげ句く、そのままおまえら俺様を放置したまま昼まで寝やがって！　あんときゃ何とかシミにならずに済んだが、酒とあえかのヨダレのせいでしばらくヘンな匂い取れなかったんだからな！　めっちゃくせえんだぞ！」

「あぁー、チップぅー、私のよだれがくさいって言うのぉー？」

「うっせえ、てめえは黙だまっとけ、あえか！」

　チップの一いつ喝かつに、あえかさんがぷくぅーと可愛かわいらしく頰ほおをふくらます。

「そのあとのことだって俺様は許してねえんだからな！」

「なんかあったっけ？」

「忘れてんじゃねえぞ、おまえら笑いながら俺様を洗せん濯たく機きに入れただろ！　しかも柔じゆう軟なん剤ざいなしで！　それどころか乾かん燥そう機きにまで入れやがって！　チクショウ！　縮ちぢんだんだぞ！」

「あー、そんなこともあったわね。あのときの手のりチップは面おも白しろかったわ」

「面白くねえ！　俺様がどんな苦労でいまの体に戻ったことか……！」

　当時を思い出したのか、戦せん慄りつしてわなわなと震ふるえ出すチップ。

　そんなチップに、しかし愛あい理りさんは何とも思ってなさそうに一つため息をついて言った。

「なら、早く愛理様って呼ぶことね」

「だれが言うかバカヤロウ！　おい亨とおる、あえか、黙だまって見てねえで早くこのバカを止めろ！」

　必死に叫さけぶチップを、俺とあえかさんは静かに見守った。そして、チップのふわふわの耳と酒までの距きよ離りがあとわずかのところまで来ると、愛理さんはピタリと止めてもう一度言った。

「愛理様、どうか許してくださいって言いなさい」

　その光景はまるで、クレーンに逆さかさ吊づりにされたハリウッド俳はい優ゆうが溶よう鉱こう炉ろに沈まされるシーンを見ているかのような臨りん場じよう感かんのある光景だった。グラスの上でチップがくるくると回る。

　するとようやく腹を決めたのか、チップはボソッとつぶやくようにして言葉をこぼし始めた。

「あい……り……さま……ゆるして……くださ……ぃ……」

　去年、愛理さんの家でなにがあったのかはわからないが、どうやらチップには相当なトラウマになったらしい。そんなチップに対し、愛理さんが容よう赦しやなく続ける。

「ワタシは役立たずのぬいぐるみチップでございます──はい、続けて」

「わたし……は……やくたたず……愛理てめえ……あとで覚えてろよ」

「あ？　なんか言った？」

　言葉と共にチップの頭が数センチ酒に接近した。

「わたしは……やくたたずの……チップでござい……ます」

「生まれてきてごめんなさい──はい、続けて」

「おめえ……マジ……」

「はやく」

「生まれ……てきて、ごめんな……さい」

　チップがようやくすべての言葉を言い終えると、

「はい、よく言えました。いい子でちゅねー」

　と、どこか満足そうに愛理さんが笑った。

「おい、早く上げろ！」

　グラスの上でくるくる回っているチップが怒ど鳴なる。

「はいはい、いま上げてあげましゅよぉ～」

　そして、愛あい理りさんがチップを持ち上げようとしたその刹せつ那な──、

「は、はくちゅっ！」

　タイミング悪く飛び出た彼女のくしゃみによりチップの耳がポチャンと酒に一度漬づけされた。

「うおおおおおおわあああああああ！　俺の耳が！　俺の耳があああああッ！」

　しかし緊きん急きゆう事態になってもなお、チップはぬいぐるみスタイルのまま声を上げるだけだった。可愛かわいらしい両手両足を前に突つき出したぬいぐるみスタイルを崩くずすことなく、声だけ焦あせっているその姿は非常にシュールである。見れば彼の右耳はすっかり酒を吸い込んで変色していた。

「あはははー……」

　やっちゃったと力なく笑う愛理さんに、ポタポタと滴しずくを垂たらすチップが怒ど鳴なる。

「愛理てめえ笑ってごまかしてんじゃねえぞ！　亨とおる、なんでもいいから早く拭ふいてくれ！」

　そうしてチップが焦りながら俺に言うも、しかしそのときすでに、彼の背後からはとろぉんとした目で微ほほ笑えむあえかさんが迫せまっていた。そしてなにを考えたのかチップの耳にあむっと食いつき、はむはむ、ちゅうちゅうと彼の耳をしゃぶるあえかさん。

「チップの耳、おいしぃ……」

　瞬しゆん間かん、なされるがままあえかさんに耳をあむあむされているチップのボタンの瞳ひとみから光が消え、絶望感が漂ってくるのがわかった。

「……亨、頼たのむ、早く、助けてくれ」

　そして本気で落ち込んだような声を出すチップ。

　俺はそんな彼があまりにも不ふ憫びんに思えたため、すぐに店員さんからおしぼりをもらうと彼をトイレまで連れて行った。最近俺は、女性陣のチップに対する扱あつかいがけっこう雑ざつであることに気づき始めている。もしかしたらチップは元々性格の良いヤツで、しかし彼女たちにおもちゃにされているうちに、あんなに口の悪いひねくれた性格になってしまったのかもしれない。

　もしそうだったら、やっぱり女って恐ろしい。

　俺はチップの耳のシミ抜きをしながら、しみじみとそんなことを考えていた。




「それより新しいドロップスは見つかりそうなの？　なにか考えてあるんでしょうね」

　あれからすっかり意い気き消しよう沈ちんしてしまったチップはその後、愛理さんたちに謝あやまられてもなお落ち込んだまま、俺のとなりで横になって黙だまり込んでしまっていた。そんな俺のそばを離はなれようとしない彼の頭を撫なでながら、愛理さんに今日のことを報告する。

「それが実は今日、塾じゆくをサボって放課後からここへ来るまでとりあえず街を探してみたんです。でも冷静に考えてみると、道行く女子中学生に声をかけるなんて俺にとって相当高いハードルであって……でもそれでも何人かに声をかけてみたんですよ」俺はそこまで話すと、次に自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべて続けた。「でもなんというか、やっぱり見ず知らずの相手に向かって美少女戦士の三箇か条じようを問うというのは至し極ごく非常識なんじゃないかという結けつ論ろんに至り、それで結局『美少女戦士にならない？』と単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねてみたんです。そしたら見事に鼻で笑われたり、ナンパだと勘かん違ちがいされたり……挙あげ句く、ぬいぐるみを抱いていたために不ふ審しん者しやと間ま違ちがわれて警けい察さつまで呼ばれそうになったりで……はい」

　そこまで一ひと息いきに今日の出来事を語ると、愛あい理りさんが真顔で一言、

「そんなの当たり前じゃない」

　と切り捨てた。

　しかしまったくもってその通りだ。俺は今日までずっと、チップには美少女戦士の素質のある子を見み出いだす能力みたいなものがあると考えていたのだが、実際には彼の瞳ひとみは正しよう真しん正しよう銘めいただのボタンの目でしかなく、チップは本当に、喋しやべって動いて口が悪い以外にはそこらへんにあるものと何ら変わらない、ただのぬいぐるみだったのである。

　そして聞くところによると、美少女戦士を見つけるには直接相手に三つの条件──『美少女であるか』は見た目で判断できるため、『純じゆん潔けつであるか』と『恋愛をしていないか』の二つ──を尋ねる方法か、または変身アイテムであるアメ玉を舐なめてもらう方法しかないというのだ。まったく、見ず知らずの女子中学生にいきなり変なアメ玉を見せて「こ、これ舐めて……」とでも言えというのか。そんなことをしてしまったらいよいよヤバイヤツになってしまう。

「……で、こけおどしのチップが役立たずだったことがわかっただけで、結局なにもできないままだったのね」

「はい」

　小さな体をより小さくして、背中を向けたままとなりで横になっているチップに目を向ける。

　けれども、彼にまったく能力がないということがわかった今、それと同時に、彼が美少女戦士の条件に当てはまった女子高生を見つけ出した偉い大だいさを、俺はますます痛感せざるを得なくなっていた。実際は、最初にあえかさんを偶然見つけたあとはもう、その友人である愛あい理りさんや雪ゆき乃のさん、麻ま緒お子こさんと芋いもづる式で増えていったのかもしれない。しかしそれでも、最初に女子高生のあえかさんを引き当てたのはすごいと思う。本当に。

　俺はチップから再び愛理さんに目を向けると、そこである提案をした。

「それで考えたのですが、美少女戦士を集めるオーディションなんてどうでしょう」

「オーディション？」

　少々驚おどろいたような顔をする愛理さんに、説明を付け加える。

「建たて前まえ上は俺たちが映画かなにかを撮とるサークルという設定でオーディションを開くんです。そこでもし良さそうな子を見つけたら、後のち々のち個人面談のようなものをして、それで最終的に美少女戦士の素質がありそうだったら本当のことを話す……という具合に」

「なんか怪あやしい匂いがプンプンするんだけど」

　俺の説明を聞くと、愛理さんが訝いぶかしそうな目を向けて言った。

「でも面おも白しろそうかも。私、そーいうのやってみたいなあ～」

　すると、今まで愛あい理りさんの肩に頭を載のせて幸せそうな顔で話を聞いていたあえかさんが突然、むにゃむにゃと口を動かした。

「……まあ、それでドロップスを見つけられるならやってみる価値はありそうね」

　愛理さんも俺の案に乗ってくれたので、話を進める。

「それで、さすがに高校の一室を借りておこなうことはできないので、あえかさんたちの通っている大学の講こう義ぎ室しつかなんかを一つ借りられればと思っているのですが、いけますか？」

「たぶん大だい丈じよう夫ぶだろうけど。……でもそうなると部屋を借りるための書しよ類るい作成がめんどくさそうね。サークル名とか、どうするのよ」

「そこは女性の皆様にお任せします」

　俺が両手のひらを差し出して頭こうべを垂たれると、あえかさんが楽しげに候補を挙げた。

「じゃあ、ラブリップスは？　ラブリィー・リトル・ドロップスの略で！」

「……あえか、映画サークルよ？　もうちょっと映画に関係あるようなものにしないと」

　と、そんなふうに愛理さんはあえかさんに突つっ込んでいたが、しかし結局これ以降まともな名前が出てこなかったため、愛理さんは本当に映画サークルの名前を『ラブリップス』にして大学側に書類の提出をしたのであった。

　それとこれは余よ談だんだが、俺が初めてのスカウトをおこなった数日後、地元の新聞に『ぬいぐるみを持った不ふ審しんな高校生が、「美少女戦士にならない？」と下校途中の女子中学生に声をかける事案が発生』と、小さな見出しが載のっていることを、俺は呆あきれた表情の灯あかり野のから教えられたのであった。
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「……で、なんで闇やみ路じ杏あんがここにいるのか説明して」

　一週間後のオーディション当日。あえかさんたちの大学まで行くバスを待っていると、灯野が見るからに不ふ機き嫌げんそうな顔でジトーっとこちらを覗のぞいてきて言った。今日は休日だというのに、彼女はいつもと変わらない制服姿をしていた。どうやら灯野は服を選ぶのが億おつ劫くうなので、出かけるときはいつも制服を着ているらしい。お年頃の女子高生がこんなに服装に関して無む頓とん着ちやくで良いのだろうか。

「それが、なんというか……本当に偶然ってあるもんで、今さっきそこでばったりと」

　そんな、しかめっ面つらで首からお財布をぶら下げている灯野に言うと、彼女は依い然ぜんと表情を崩くずすことなく説明を求めてくる。

「だからそれで、どうして闇路杏と一いつ緒しよに来るわけか」

　ちなみに首からお財布をぶら下げているのは機き能のう性せいと紛ふん失しつ防止を考こう慮りよした結果だという。

　おかげで彼女の格かつ好こうはだいぶモサいことになっているが、本人はまったく気にしていない。

「いや、どこ行くのって言われて……まあそれなりにごまかしはしてみたのだけれども……結果的に振り切ることができず、このような状況になっております次し第だいです、はい」

「信じられない」俺から視線を逸そらすと、灯あかり野のはどこか突つっぱねるように言った。「右う代しろくんは女に対しての免めん疫えきがなさすぎる。いつも一人で寡か黙もくに勉強していたし、だれかと話してる様子もあまり見ないから、もうちょっとクールで頭の回る人かと思っていたけど……全然だ」

「す、すまん」

　謝あやまるとそこへ、近くのコンビニから話題の人物、闇やみ路じ杏あんが重そうに袋ふくろを二つ提さげて戻ってきた。

「ふたりとも、お待たせ」そして俺たちの様子を見るなり顔を覗のぞき込んで言った。「あれ、あれれれ、どうしたの二人とも。もしかして夫婦喧げん嘩か？」

　俺はそっぽを向いている灯野を見やったあと、口を開いた。

「えーっと……まあ、ちょっとな。それより闇路、それは？」

　話題を差し替えるため、彼女が足下に下ろした袋を指さして尋たずねる。

　闇路はそこでしゃがみ込むと、楽しそうに袋の中身を見せながら可愛かわいらしく笑った。

「お菓か子しと飲み物、それと何かに使えそうな小物なんかを買っちゃいました」

　まるでこれからピクニックにでも行くかのような品しな揃ぞろえを見て、俺は首をかしげる。

「……なぜ？」

　すると闇路はぎゅっと握った両手を顔の下に持ってきて、上うわ目めづかいで目を輝かがやかせた。

「だってだって、急にお邪じや魔ますることになったのに手ぶらで行くのも申し訳わけないじゃん、って杏、思ったの。それにね、控ひかえ室にお菓子があったら女の子たちは喜ぶと思うの、ねっ」

　闇路が灯野に同意を求める。たしかに彼女の言っていることはその通りだ。

　さすがにそこらへんのことは闇路のほうがいろいろと気が利きいている。

「……いくら」すると、その様子を横目で見ていた灯野が首にぶら下げているお財布をパカッと開いて訊きいた。「当事者じゃないあなたにお金を出させるわけにはいかないから、代金、私が払う。いくら」

　しかし闇路は少々大げさなリアクションで頭を振って答えた。

「えぇ、いいよぉー、だって杏が無理やり来たいって言ったんだもん。それにこれは、杏の気持ちの証あかしだし。ねっ、右う代しろくんっ」

　いや、知らんが……。

「……そう、わかった。じゃあ、ありがとう」

　お財布を閉じると、そこで灯野がお礼を言った。そんな彼女の態度に思わず俺は目を丸くする。まさか闇路に向かって灯野の口からそのような言葉が出てくるとは思ってもみなかったのだ。

　……とは言っても、彼女の「ありがとう」はまったくの無ぶ愛あい想そうだったが。

「ううん、いいんだよぉ、ゆいかちゃん！」

　でもそれでも、灯あかり野のと闇やみ路じ、ふたりの雰ふん囲い気きが少しずつやわらいでいくのではないかと、そのとき俺はほんのちょっとだけ、胸に期待を抱いだいていた。

　それから俺たちはバスに乗り込むと、すぐさま闇路によって半ば強引に俺と灯野はとなり同士にさせられ、闇路はその後ろの席に座る形となった。闇路の買ってきたものをひざの上に載のせ、発車を待つ。

　そしてバスが走り始めると間もなく、灯野が数学の公式集に顔を向けたまま、俺にだけ聞こえるよう声を潜ひそめて囁ささやいてきた。

「それで、お姉ちゃんたちにはどう説明するつもり。あの子がいたらドロップスについて、下へ手たなことは言えないけど」

「下手なこと……でもそうは言っても、今日は名目上、映画のキャストオーディションってことになってるから、そこまで踏ふみ入ることはしないと思うが……」

　俺が顔を上げ前を向いて答えると、彼女が横でため息をつくのがわかった。

「やっぱり、お姉ちゃんたちのことなにもわかってない。右う代しろくんだって知ってるでしょ、あの人たちが本当にうっかりしすぎなことくらい。ではもし、今日、ドロップスについて話しているところを後ろの人物に聞かれたら、さてどうするつもりなのか」

「そんな問題形式で訊きかれてもな……」

　ただ、確かに灯野の懸け念ねんは俺も少なからず抱いだいている。いくら酔よっていたとは言え、俺にまでドロップスのことを話すほどあの人たち──特にあえかさん──は口が軽い。

「そうだな。まあとりあえず、あえかさんたちには俺から最初に言っておくよ」

「……ん、わかった。でももしお姉ちゃんたちがうっかり話しそうになったら──」

「なーにふたりでコソコソ内ない緒しよの話してるの？」

　とそのとき、長々と話していたせいで気づかれたのか、闇路が背もたれに腕を載せ、俺と灯野の間から顔を覗のぞかせてきた。

「なんでもない。ただちょっと選考内容で気になることがあったから話していただけ。あなたには関係ないです」

　ひとつため息をついた灯野が、振り向きもせず、冷たい声で淡たん々たんと躱かわそうとする。

「またまたゆいかちゃん、そんな杏あんを仲間外れにするようなこと言って！　ひどいもん！」

　そして闇路はこちらに振り向いて首をかしげた。

「でもでも、右代くんなら本当のこと、教えてくれるよね？」

　間ま近ぢかに迫せまったくりくりの瞳ひとみに見つめられる。

　しかしその向こうからは、公式集の間から覗のぞく灯野の鋭するどい視線があった。

「いやほんとに、選考内容について話してただけだよ。あとはオーディションの段取りについてちょっと」

「ふーん」

　闇やみ路じは宙を見上げてそうつぶやくと、またこちらに顔を戻し、ぱたぱたと足をばたつかせながら言った。

「でもさでもさ、大学に知り合いがいるなんてすごいね。しかもお手伝いできちゃうなんて。杏あん、ちょっと大人になった気がしちゃうっ」

「そ、そうだな、あはは」

「映画のオーディションでしょ？　じゃあ杏も飛び入りで受けちゃおうかなっ」

　そんなふうにして、ちょっとはしゃいだ様子で冗じよう談だんを言う闇路に灯あかり野のが冷たい釘くぎを刺す。

「あなたみたいなのは受からない」

　果たしてそれが女じよ優ゆうとしての話なのか、美少女戦士としての話なのか。両方なのか。

「えぇー、そんなことないもん。ねっ、右う代しろくん？」

　またしても闇路の向こうから向けられる鋭するどい視線。

「さ、さあ……どうだろ」

　俺は愛理さんから〝情けない男〟と言われたことを思い出しながらも、結局どっちつかずの返事をすることしかできなかった。最近の俺はこの二人にたじたじである。

　それから俺はなにか話題はないかと、となりの灯野に少し気になっていたことを訊きいてみた。

「と、ところで灯野は、服とか買いに行ったりはしないのか」

　その質問に、灯野はちらりとこちらを窺うかがうような気配を見せたあと口を開く。

「行く……ときどきだけど」

「へえ、どこらへんだ？　渋しぶ谷やとかか」

　服装に関してはまったく無む頓とん着ちやくだと思っていたため、その意外な返事にいったい彼女がどんな場所に服を買いに行くのか興きよう味みが湧わいたので訊きいてみる。

　すると灯野は、公式集に視線を向けたまま短く答えた。

「いや、近所にあるスーパーの服屋さん」

　なるほど、そうきたか。




　大学に着いて荷物を置き、それから俺がトイレから講こう義ぎ室しつへ戻ると、そこでいきなり背後から何者かに物もの凄すごい勢いで首を持っていかれ、そのまま俺は床ゆかに倒された。

　後頭部に走る痛みを感じながらゆっくりと目を開ける。目の前には俺に覆おおい被かぶさるようにして、四つん這ばいになった愛あい理りさんがこちらをじっと見下ろしていた。彼女のやわらかい髪かみの毛先が顔にかかってこそばゆい。

「あの……なんですか、いきなり」

　まじまじと上から覗のぞき込んでくる愛理さんと、彼女の髪から香ってくる甘いシャンプーの香りに俺が思わず顔を逸そらすと、愛理さんはパッと俺の上から退のき、近くの椅い子すに身を隠かくすようにして小声で話した。

「亨とおる、あの子がこのまえ言ってた闇やみ路じ杏あんとかいう子ね」

　起き上がり、俺も彼女と同じようにして机から頭だけを覗のぞかせてうなずく。

「はい」

　そういえば先ほど、俺があえかさんたちに今日一日、闇路がいるから下へ手たなことは言わないようにと念入りに釘くぎを刺していたとき、愛あい理りさんだけその場にいなかったことを思い出した。

　けれどもまあ、愛理さんなら大だい丈じよう夫ぶだろう。というか実際、あえかさんの口さえふさいでおけば、おそらくは大丈夫なのだ。

「愛理さん、彼女の前ではドロップスのこと、絶対に話しちゃいけませんよ」

　それでも念には念をと、俺は一応、愛理さんにもそのことを伝えておく。

「わかってるわよ、それくらい。あえかじゃあるまいし」愛理さんはあえかさんたちと話している闇路のほうを向いたまま鬱うつ陶とうしそうに言ったあと続けた。「それよりも見て、なによあのナチュラルあざとい感じ……あの子、学校でもあんな感じなの」

　舞ぶ台たい上できゃぴきゃぴしながら笑っている闇路を見たまま、俺はうなずいた。

「まあ、はい」

　すると愛理さんは「チッ」と舌打ちをして言った。

「見てよ、あえかたち、すっかりヘラヘラしちゃって……情けない！」

「はあ、そうですねえ」

「それで、あの子はモテてるの？」

「えっ……あ、ああ、恐らく、なかなか、それなりに、はい」

　そのずいぶんと直球な質問に対し俺が曖あい昧まいに答えると、愛理さんはまた「チッ」と舌打ちをし、「気に入らない」とドスの利きいた声を漏もらして立ち上がった。年下相手にこの人は……。

「ちょっと行ってくるわ」

「えっ、なにするつもりですか」

　突然立ち上がった愛理さんを見上げて尋たずねると、彼女は俺を見下しながら、どこか機き嫌げんが悪そうな顔をして言った。

「あんたの代わりに教育してくるのよ。ああいう調子に乗ってる女はね、この愛理お姉さまを前にすれば全員ひれ伏すんだから」

　ひ、ひれ伏すって……。

「あの、愛理さん、あまりヘンなことは」

「亨、あんたがだらしないから私が代わりになってあげるのよ。あんたがだらしないから！」

　しかし愛理さんはそう言うと、一歩一歩──少しがに股また気味で──地を踏ふみしめるようにしてズカズカと舞台上へと近づいて行き、そしてあえかさんたちと談だん笑しようしていた闇路の前に立ちはだかるや、彼女を舞台袖そでの暗あん幕まくのなかへと連れ込んで行ってしまった。

　そして五分後──……。愛あい理りさんが闇やみ路じと再び舞ぶ台たいへ現われる。

　俺は、いよいよ闇路が落ち込んで出てくるのか……と構えて目をこらしてみるが、しかし存ぞん外がいそんなことはなさそうで、それどころか二人はなぜか仲よさげな雰ふん囲い気きのまま手なんか振り合っていたのである。そして愛理さんは実に楽しそうにこちらへ戻ってくると、妙みようにツヤツヤした顔でだらしなく緩ゆるんだ笑みを浮かべて言った。

「あの子なかなか良い子じゃない。私の大人の魅み力りよくってのがあの子にはわかるみたいなのよ」

　先ほどとは打って変わって、闇路を賞しよう賛さんし始める愛理さん。してやられた感満々である。

「な、なんて言われたんですか？」

　本気でだらしない顔になっている愛理さんにそう尋たずねてみると、彼女は頰ほおに手を当て、うっとりと恍こう惚こつの表情で答えた。

「そりゃもう、メイクの仕方とかファッションセンスとか、なんというか、私の存在自体が絶ぜつ賛さんされたって感じよ。今度一いつ緒しよにショッピング行く約束もしちゃったんだから」

「ほ、ほぉ～」

　……ダメだこのお姉さま、完全に手玉に取られていらっしゃる。

「もうあの子で良いんじゃないかしら、新しい子」

　ミイラ取りがミイラになる、ということわざを見事に体現してしまっている愛理さんは、そのまま今日の目的を完全無視したようなセリフまで放ち始めた。その手のひらを返す態度たるや、相当闇路に持て囃はやされたのだろう。ほんと、年下相手にこの人は……。

　だがそうは言っても、冷静に考えてみると闇路はいろいろと自みずから率そつ先せんして動いてくれたりして、たしかによく気が回っていた。彼女の持ってきたお菓か子しや飲み物も大だい活かつ躍やくしたし──驚おどろくことにあえかさんたちはなにも用意していなかったのである！　──控ひかえ室の掃そう除じや会場の整理まで、様々なことを進んでおこなったりと、大学に着くなり数学の問題集を解とき始めた灯野とは大違いだった。

　もし彼女が美少女戦士の三箇か条じようをクリアしていたのなら、ドロップス内の気配り役として重ちよう宝ほうしそうだが……しかしやっぱり、灯野がそれを許さないだろう。なにせ本人の前で臆おくすることなく大だい嫌きらいと言ってしまうくらいだ。その言葉の通り、本当に大嫌いなのだろう。惜おしいような、惜しくないような。でも本当に闇路がドロップスになったら、どうなるのだろう。

　……いや、もしそうなったら、なんだか今以上に俺は気疲れしてしまいそうだ。

　だけどまあ、闇路のドロップス姿もちょっとは見てみたい気もする。あざとさ全開だろうな。

　そんな妄もう想そうをしているとあっという間に時間となり、オーディションは始まった。

　まず最初に、控え室にいる集まってくれた女の子たちに仮の台本を渡し、それを読み込んでもらう。それから数分後、順番に会場へと呼んでいき演技をしてもらう段取りとなっていた。

　正直な話、美少女戦士を見み極きわめるためのオーディションなので演技なんてまったく関係ないのだが、どうもあえかさん、今日の準備をしているうちにだんだん楽しくなっちゃったらしく、自みずから率そつ先せんしてこの日のために台本を用意したりと、いろいろ張り切っちゃっているのだ。

　見れば右どなりにいるあえかさんは肩にトレーナーを掛け、サングラスまでしていた。いったいこの人はいつの時代を思い描えがいているのだろう。

「それでは次の方、どうぞ」

　簡単なプロフィールの書かれた資料を手にあえかさんが呼ぶと、次にやってきた子はなにやら大きな犬と一いつ緒しよに舞ぶ台たい上へ上がって来た。可か憐れんな雰ふん囲い気きで、見た目もばっちり美少女である。

　俺はあえかさんから資料を見せてもらい、彼女のプロフィールに目をやった。

　彼女は犬が大好きで、できれば愛犬も一緒に映画に出演させてほしいという。

　その意気込みを見て、やはりなんというか、偽にせのオーディションを開くのは心が痛いな……などと今さらながら俺が罪悪感に駆かられていると、彼女の愛犬が早くも一芸を披ひ露ろうし、そこでわんと一回、大きく吠ほえた。

　瞬しゆん間かん、痛いほど強い力で腕ががっしりと摑つかまれる。

　何事かと思い顔を横に向けると、左どなりに座っていた愛あい理りさんがぷるぷる震ふるえながら俺の腕にしがみついていた。

「愛理さん、痛いのですが」

「だ、だめなの、私……」

　舞台を見て、愛理さんにもう一度、視線を戻す。

「犬がですか？」

　すると彼女は頭を振って、小さく答えた。

「犬というより、動物が……」

「はあ……」これまた意外な一面である。「大変ですね。とりあえず腕が痛いのでそろそろ離はなしてもらって良いですか」

「と、亨とおる……人事だと思って！」そこでもう一度、犬が吠ほえると、愛理さんはなんとも可愛かわいらしい悲ひ鳴めいを上げた。「ひゃあっ──！」

　それから五分ほど、俺が腕の痛みに耐えていると、演技を終えた女の子は愛犬と一緒に退場していった。

「あえかさん、いまの子、けっこう良さそうですね」

　俺の言葉にあえかさんはうなずくも、疲れたように水を吞のんでいる愛理さんを見て言った。

「でも愛理はダメでしょ、ああいう子」

　あえかさんに言われ、先ほどまで子こ鹿じかのように震えていた愛理さんがどこか偉えらそうにして答える。

「当たり前よ。あの子に罪はないけど、動物好きな子は私がＮＧなの」

　いや、あなたどうせ引退するんだからいいでしょ、愛理さん……。

「とにかく次の子、早く入れちゃって」

「うん、わかった」

　そして、あえかさんが本日最後の女の子の名前を呼ぶ。

「えーっと次は……えっ、あれ、これって……え、えっと、じゃあ──右う代しろ鳴めいさん、どうぞ」

　瞬しゆん間かん、その名前を聞いた俺は吞のんでいた水を盛大に噴ふき出した。まさかと思って顔を上げてみる。案あんの定じよう、そこには俺の妹である鳴が、超満面の笑みを浮かべながら突つっ立っていた。

　そして俺を見てにっこりはにかむと、後ろで組んでいた手を片方挙げ、元気よく言った。

「にいちゃが右代亨とおるの、右代鳴です。よろしくたん！」

　さっそく謎なぞの挨あい拶さつをぶちかます我わが妹。頭が痛くなってきた。

「め、鳴……なんでおまえがここに」

「にいちゃの机の上に紙があったから、来たゆん！」

　どうやら俺の部屋に勝手に上がり、机の上に置いておいた今日のオーディションの募集告知フライヤーを見つけてここへ来たらしい。あれほど日頃から俺の部屋には入るなと言ってあるのに、それでも入って来ているとは……勉強の本しかない俺の部屋にいったいなにが目的で入って来ているのか謎である。

「あの子、亨くんの妹さんだったの？」

　呆あきれた様子で鳴を見ている俺に、あえかさんが少し驚おどろいた様子で尋たずねてきた。見ればあえかさんはポケットから個こ包ほう装そうされたアメ玉を取り出している。そして俺はそれを見て、そのアメ玉が紛まぎれもなく鳴がいつも持ち歩いているパイン味のアメだということに気がついた。小さい頃からしょっちゅうアメ玉を口に含ふくんで育ってきた鳴には、なぜか「アメあげゆ」と言って誰だれ彼かれ構わずアメを配る習性がある。そしてどうやら本日も例外なく、鳴はアメ玉をあえかさんに配ったらしい。

　俺はにこにこと幸せそうな笑みを浮かべてこちらを見ている鳴に一度目を向けたあと、非常に申し訳わけなさそうにして、あえかさんたちに頭を下げた。

「えっと、ほんとすいません。うちの妹ちょっと抜けてるんです。すぐ引き下がらせますから」

　そう謝あやまって顔を上げ、妹の鳴を舞ぶ台たいから引きずり下ろそうと立ち上がると、

「待って、いいの亨くん」

　と、あえかさんが目を輝かがやかせながら俺を止めた。見ればとなりの愛理さんも、そして後ろのほうで数学の問題集を解といていた灯野までもがあえかさんと同じ個包装のアメ玉を持ち、顔を上げて鳴のことを見ていた。どうやら鳴のやつ、あえかさんだけではなくこの場にいる全員にアメ玉を配っていたらしい。そして彼女たちは、そんな鳴とアメ玉に運命を感じてしまったようだ。

　それどころか、鳴はオーディションが始まるまで大学内をひとりでうろうろしており、日当たりの良い中庭でひなたぼっこしているところや、控ひかえ室で他の女の子たちの髪かみを結ゆうのを手伝ってあげているところなどをしっかりと見られていたらしい。

　すでにこの時点で鳴めいに関しての評価はかなり高いのに、そこで鳴が俺の妹ときた。

　たしかに鳴は自由奔ほん放ぽうで〝人見知り〟の〝ひ〟の字も感じさせないくらい、初対面の子にも臆おくすることなく接して可愛かわいがられることができる。鳴はとても良い子だ。

　そう、鳴は本当に、とても良い子なのだが……。

　俺は鳴に対するドロップスたちの期待値と、自分の鳴に対する懸け念ねんとを考こう慮りよしながら、舞ぶ台たい上に目をやった。そこでは、舞台の縁へりに腰掛け、足をぶらぶらさせながらぽいっと口のなかにアメを含ふくんでにこにこしている鳴がいる。

　やっぱり、何となく不安だ。

「あ、あの……」

　俺は向き直り、あえかさんに口を開いた。

　しかしそれと同時に、鳴が舞台からストンっと降おり立ってトコトコとこちらへやって来る。

　そして少し目を丸くした愛あい理りさんの前に立つと、鳴ははにかみながら言った。

「愛理たん！」

　それから愛理さんの名前を呼んだ鳴は、次にポケットからアメを一つ取り出すと、包ほう装そう紙しからせっせと中身をつまみ出し、「愛理たん、あーん」と言って、それを愛理さんに食べさせてあげた。

　我わが妹ながらその行動原理が謎なぞである。

「あえたん！」

　そして鳴は次にあえかさんにも同じようにしてアメを食べさせる。

　なぜ今アメを食べさせられたのかわからない二人を置いて、鳴は今度、

「ゆーたん！」

　と言いながら、後ろの席にいる灯あかり野のにもアメを食べさせに行った。

　それにしても鳴はいつ彼女たちの名前を知ったのだろう。

　そんな疑問を浮かべながら鳴の姿を見ていると、となりのあえかさんがサングラスを外し、ほけーっとした様子で言った。

「なんだろう……今、私、すごいキュンキュンしちゃった」

　恋をしたような表情で自分の胸をおさえるあえかさんに愛理さんがうなずく。

「私も、なんか、こう、ズキューンってきちゃったわ……」

「……へ？」

　なんだ、この人たちはなにを言ってるんだ！　と、啞あ然ぜんとしている俺の横で、愛理さんはすぐさまこちらに向き直り、ガシッと俺の肩を摑つかんで揺ゆさぶった。

「良い、良いわよ、亨とおる。どうしてもっと早く鳴ちゃんを連れて来なかったの」

　愛理さんは少々興こう奮ふん気味に言って、あえかさんのほうへ顔を向けた。

「あえか、鳴めいちゃん、いいわよね」

　愛あい理りさんの質問に、あえかさんが向き直る。

「もう、すっごくいいと思う！」

「あ、あのでも──」

　そこで俺が言葉を挟はさもうとするも、その言葉は二人の決心に弾はじかれてしまう。振り向いて後ろの灯あかり野のを見てみるが、彼女も満まん更ざらでもないといった顔で鳴にアメを食べさせてもらっていた。

　それから二人は立ち上がると、はしゃいだように鳴のもとまで駆かけ寄っていく。

「鳴ちゃん、あなたを採用しようと思う！」

　そうあえかさんが言って、

「やぁーん、なにこの満面の笑み、可愛かわいすぎ！」

　と、愛理さんが鳴を抱きしめる。

　二人のお姉さまに囲まれた鳴は、なんにもわかっていなさそうにのんきな笑みを浮かべながら手を挙げ、そして楽しそうに言った。

「よろしくたん！」

　ちなみに鳴は、これでも中学二年生である。
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「だけど、なんだかすごい嫌いやな予感がする」

　オーディションが終わり、これから新生ドロップス誕たん生じようのお祝いわいも兼かねて吞のみに行くと言い居酒屋へ直行した女子大生組四人と別れたその帰り道、となりを歩く灯あかり野のが数学の公式集をめくりながら、ふとそんなことをつぶやいた。

「嫌な予感？」

　俺たちより少し前を歩いている闇やみ路じと鳴めいを眺めながら訊きいてみる。鳴はすっかり闇路のことを気に入ったようで、彼女にとてもよく懐なついているみたいだった。

「いや、私にもよくわからないのだけど、なんだろう……とにかく右う代しろくん、鳴ちゃんからは目を離はなさないでおいて」

「わ、わかった……」

　灯野の言葉に俺も少しだけ不安になる。嫌な予感ってなんだろうか。まさか鳴の身になにかが起こるとかだったら……それは嫌だな。鳴はいつも危なっかしいので、交通事故には充じゆう分ぶん気をつけるように言っておこう。

　俺がひとりそんなことを考えていると、灯野が立ち止まり、公式集から顔を上げて言った。

「それじゃ、私はこっちだから」

「おう、また学校で」

　言うと、灯野はまた公式集を眺めながら去って行く。

　そんな様子を少し眺めていると、そこで灯野が立ち止まり、こちらにふり返って言った。

「さっきの嫌な予感なんだけど、たぶん私の気のせいだから気にしないで。なんか、へんなことを言ってしまった。ごめん」

　そしてそれだけ言うと、またスタスタと去って行った。

「灯野、車には気をつけろよぉ！」

　そんな彼女の背中に呼びかけ、俺は前を歩いている闇路と鳴を追った。

　それから結局、闇路は俺の家までやって来ては、このまま家に泊まらせてと妙みようにせがんできたが、さすがにそれはできないと言い張って何とか追い返し、俺は鞄かばんから鍵かぎを取り出して家のドアを開けた。

「杏あんたん、バイみーん！」

「鳴、ほら、家入るぞ」

　家の前で闇路に手を振る鳴を呼ぶ。

「うゆ」

　鳴はうなずくと、さっさと家のなかへ入っていった。

　そして俺がドアを閉めようとしたそのとき、なにか鋭するどい視線のようなものを感じたためふと家の前を見てみると、そこでこちらをじっと見み据すえている小学生くらいの少女と目が合う。しかし少女は俺と目が合うなり、すぐさま踵きびすを返し走り去ってしまった。

　なんだろう、あの子……まさか、俺のファンか!?

「…………」

　……いや、待て。たまたまこっちを見ていた女子小学生がいたからと言ってその子が自分のファンだと思い込む妄もう想そうをするなんて、それはいくらなんでも悲しすぎるぞ、俺。

「にいちゃ、どしたん」

　心のなかでひとり自じ重ちようしつつドアを閉めると、玄げん関かんに突つっ立ったままの鳴めいがにこにこ笑いながら訊きいてくる。いつも思うが、こいつはいったいなにが楽しくてこんなにいつも笑っているのだろうか。まるで仏様のようだ。

「いや、なんでもない」

「はあー」

　すると鳴はそれだけ言って、二階にある自分の部屋へと階段を上のぼって行く。

「ところで、鳴」

　その背中に俺は声をかけ、階段の途中でふり返った鳴に言った。

「おまえ、ほんとに美少女戦士……やるつもりなのか？」

　オーディションで気に入られ、その場で美少女戦士候補に即決された鳴は、俺の妹ということもあってか、すでにあえかさんたちから美少女戦士についていろいろと聞かされてはいるみたいだった。

　ただそれを鳴がちゃんと理解しているのかわからないため、一応、兄として心配してみる。

　すると鳴は、「はあー」と言いながら口のなかでころころとアメ玉を転がし、意外にも少し考えるような仕草を見せたあと、こちらに向き直って言った。

「にいちゃ、鳴、ちょっと人生について少し考えてくゆ」

　……やっぱり不安だ。

「わかった。でもすぐ夕飯できるから、呼んだら降おりて来いよ」

　俺の言葉に対し、鳴はおしりを軽く二回叩たたいて部屋へと入っていく。

「……あの返事の仕方は、そろそろやめさせたほうがいいな」

　そうつぶやいて、俺もキッチンへと向かった。

　ちなみに鳴は勉強ばかりさせられてきた俺と違い、両親にずいぶんと甘やかされて育ってきたため、あの通り頭のネジがちょっと緩ゆるんでいるところがある。けれどもそのおかげか何なのか知らないが、友人がひとりもいない俺とは違い、彼女はどんな人間からも好かれるという不ふ思し議ぎな力を持った超愛されキャラとなっていた。中学生にしてはちょっと足りない感じで、よく謎なぞの語ご尾びや言葉──俺はこれを〝鳴めい言げん〟と呼んでいる──を発するが、友人がひとりもいない兄の俺からしてみれば、だれからも愛されてしまう鳴はちょっとした自じ慢まんの妹である。

　しかし、そんな自慢の妹ではあるが……やはり心配は拭ぬぐいきれない。先ほど頭のネジが〝ちょっと〟緩んでいるかもしれないと言ってしまったが、よくよく考えてみると、もしかしたら鳴めいの頭のネジはだいぶ緩ゆるんでいるのかもしれない。いや、こんなことを言うのは兄として非常に心苦しいが、緩んでいるどころか抜け落ちている可能性だってある。人から愛される条件と引き替えに、鳴はどこかに大事な大事な頭のネジを置いてきてしまったのかもしれない。

　そんな鳴が、美少女戦士となり地球を悪の組織から救えるのかというと、それは大変疑問なところである。

　とは言っても、女子大生組の四人どころか灯あかり野のまで鳴を美少女戦士として迎むかえ入れようとしているくらいだから、少なからず同じ女の子として、そして美少女戦士として鳴になにかしら可能性は感じているのだろう。それとも単なるマスコットキャラ的なポジションにするつもりだけなのかもしれないが。

　ただ、どちらにせよ、それでもいろいろと不安ではある。

　果たして鳴はやっていけるのだろうか。というか本当に彼女を美少女戦士にしてしまって良いのだろうか。少なくとも人類の大半が鳴のような子に地球の運命は任せられない、と言ってしまいそうだが……まあ、そこらへんは今さらか。

　とにかく、次に悪の組織『ブラックバーント軍団』が街に現われたとき、そのとき初めて、鳴は新生ドロップスとして美少女戦士となる。そして俺は兄として、その瞬しゆん間かんを見守ろうと思う。

　もちろん、それまでに灯野の言った〝嫌いやな予感〟というものが当たらないよう、こちらも兄として毎日祈いのるつもりだが。

　鳴が無事に、美少女戦士になれますように──と。
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　この一週間、鳴は自分より年上のお姉さんたちに囲まれて過ごし、とても幸せそうだった。

　女子大生組の四人には遊園地や水族館に連れて行ってもらったと嬉うれしそうに話していたし、その中でも愛あい理りさんには相当可愛かわいがられていたらしく、帰ってくるなり、にこにこ笑いながら「愛理たんに、キスいっぱいされて、鳴、やっば」とキャッキャとはしゃいでいた。

　そしてあえかさんの話によると、鳴は灯野にも臆おくすることなく近づき、逆に灯野がたじたじになっている場面も多くあったそうだ。どうも灯野は自分より年下の相手には弱いらしく、水族館では鳴に手を引かれ、いろんなところへ引っ張り回され、帰ってきたときにはもうくたくただったという。

　ただ、そんな鳴がだれよりもいちばん懐なついていたのはやはり闇やみ路じだったような気がする。闇路は大きなテーマパークにこそ鳴を連れては行かなかったものの、放課後には毎日のように鳴を遊びに誘さそい、夜もしょっちゅうメールでお話をしていたようで、結果的にいちばん鳴と長い時間を過ごし、姉妹同然のような付き合いをしていた。

　そして鳴めいは今日も、「杏あんたんと遊びに行くゆん」と言ってにこにこと家を出て行ったのだ。

　しかしそう言って遊びに行ったきり、夜になっても鳴が帰ってくることはなかった。

　それから、数時間後──。鳴は、変わり果てた姿で、俺たちの前に……帰ってきたのだ。

　俺はそんな妹の姿を目の前に、そして自分の無力さを目の前にして、ただただ涙を流すことしかできなかった。灯あかり野のの言っていた〝嫌いやな予感〟というものの正体が、まざまざと俺たちの目の前に広がる。

　その光景を前に、あえかさんが嘆なげいた。「鳴ちゃん、どうして……」

　愛あい理りさんが叫さけんだ。「きっと何かの間ま違ちがいでしょ、ねえ、そうでしょ鳴ちゃん！」

　灯野は何かを堪こらえるようにして、ただただ黙だまり込み。その様子を雪ゆき乃のさんと麻ま緒お子こさんが静かに見守る。

　そして、そんな絶望の淵ふちに立たされた彼女たちを前に──鳴が、言った。

「にいちゃ、鳴、ブラックバーント軍団とかいうのになった！」

　その瞬しゆん間かん、俺はもうとてもじゃないが情けなくなり、涙を流しながら絶望した。

　それから思うのだ。こいつはいったい……頭のネジをどこに落としてきたのだろうか、と。




　本当に、その日もいつもと何ら変わりのない普通の一日だった。

　学校でも灯野は相変わらず無ぶ愛あい想そうだったし、闇やみ路じは暇ひまがあれば俺に近づいてくる。

　放課後は灯野と別れたあと、鳴と遊ぶためにうちまで付いてくる闇路と共に帰路に着く。

　そして家に帰ってから俺は、鳴と一いつ緒しよにリビングでくつろぎ始める闇路にお茶を出し、自室に篭こもって勉強を始めた。すると数十分後に部屋のドアがノックされ、鳴が闇路と遊びに行くという旨むねを告げに来る。俺はドア越ごしに返事をし、それから鳴は、いつものようにして家を出て行った。

　ここまでは本当にいつもどおりだったんだ。ここまでは。

　そして夜になり、いよいよ敵──ブラックバーント軍団が街に現われた。

　俺はすぐにあえかさんたちから連絡を受け、妹の美少女戦士デビューを目の前に緊きん張ちようしつつ、彼女の携けい帯たいに電話をかけた。しかしどういうわけか繫つながらない。

　それから現場へ向かう途中、俺は一いち抹まつの不安を抱かかえながら何度も何度も電話をかけ直し、さらに街のなかも探してみたのだが、結局、鳴の姿を見つけることができなかった。

　そして鳴が見つからないまま、とうとう現場に着いてしまう。

　もちろんすぐに、あえかさんたちに鳴は一いつ緒しよじゃないのかと訊きかれた。しかし俺は遊びに行ったきり帰ってこず、連絡がつかない──と、そう正直に答えるしかなかった。全員に不安が立ち込める。

　俺は居ても立ってもいられず、すぐさまチップを抱いてもう一度鳴を捜さがしに行こうとした。しかし、そのときだった。背後から声がしたのだ。

「その必要はないよ、右う代しろくん」

　その声にふり返ると、そこには闇やみ路じ杏あんの姿があった。見ればそのとなりには鳴めいの姿もある。

　二人を見て、俺たちは全員、安あん堵どのため息をついた。

　そしてもう安心だと、次に敵がいないか、辺りを警けい戒かいし始める。

　しかしその刹せつ那な、俺たちの前までやってきた闇路は前まえ触ぶれもなくその場でくるりと一回転すると、制服姿から一変、彼女は黒い小さなしっぽを生はやした小こ悪あく魔まスタイルへと変身したのだ。そしてあえかさんたちが、まさか、という懸け念ねんを顔に浮かべた直後、そのとなりで鳴も同じような格かつ好こうへと姿を変える。その瞬しゆん間かん、俺たちの懸念は確信へと変わった。

　同時に俺はようやく理解した。そうだ、すべてそういうことだったのだ。

　闇路が急に俺たちに近づいて来たのも、かと思えば鳴とだけよく遊ぶようになったのも。

　すべて、そういうことだったのだ──と。




「鳴、おまえってやつは……」

　美少女戦士になるはずだった妹のまさかの闇やみ堕おちを目の前に絶望する俺に、闇路が言った。

「それでは改めまして、ブラックバーント軍団第四幹部・闇路杏でございます」

　闇路が軽く微ほほ笑えみを浮かべながら会え釈しやくをする。それにしても名前、そのままなのか。

　隠かくす気まったくないな。

「闇路、おまえ、俺たちを騙だましていたのか！」

　俺はゆっくりと立ち上がり、闇路へ吠ほえた。すると彼女はいつものあざとい様子で答える。

「騙していたなんてひどいよ右う代しろくん。杏は、自分のお仕事をしていただけなのに！」

　黒いしっぽをくねくねとくねらせているせいで、いつもより余計にあざとい。

「仕事……？」

　そんな彼女に、灯野が疎うとましそうに尋たずねた。

「そうだよ、ゆいかちゃん。杏のお仕事は、ゆいかちゃんと右代くんが新しいドロップスを誕たん生じようさせないように監かん視しすることなんだよっ。それでもしドロップスの候補が現われたときは、ドロップスにならないように何としても阻そ止ししろって言われていたんだけど、杏、それより横取りしちゃったほうが早いかなって思って、それに鳴ちゃん可愛かわいかったし、だからそのまま仲間にしちゃったんだ。ねっ、鳴ちゃん」

「うゆ、鳴、杏たんにさそわれて、世界もらえるらしい！」

　嬉うれしそうに両手を挙げる鳴の頭を、闇路が愛いとしそうに撫なでる。

「くっ、私の鳴ちゃんを……」

　それを見て愛あい理りさんが親指を嚙かみしめながら悔くやしそうにつぶやいた。

「というか鳴、おまえそんなに丸まる焦こげになった地球がほしいのか！　全部丸焦げなんだぞ！」

　ブラックバーント軍団の目的は地球の丸焦げだという。

　そんな丸まる焦こげになった地球をもらったところで果たして嬉うれしいのか、なにか考えがあるのか。

　そのことを尋たずねてみると、鳴めいは急に、ポカンとした顔になって言った。

「はあー」

　……やっぱりなにも考えてなかったな、あいつ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、鳴ちゃん。地球を丸焦げにするって脅おどせば大たい抵ていの人間はだれでも言うこと聞くようになるから。みんな鳴ちゃんの言う通りになるよ」

　そこですかさず鳴に言い聞かせる闇やみ路じ。鳴はまだ同じような顔でポカンとしていた。

「はあー」

　闇路め、うまく鳴を転がしやがって。だが鳴のやつ、たぶんなにもわかってないぞ。

「とにかく、鳴ちゃんはもう我わがブラックバーント軍団の一員となったわけだから、よろしく」

「よろしくたん！」

　気を取り直すように闇路が言うと、鳴もぴょこんっと元気に飛び跳はねながら手を挙げて楽しそうに笑った。

　そんな鳴に対し、あえかさんたちは本気で悔くやしそうにして「どうしてこんなことに……」と嘆なげいた。

　それから闇路は、ふふん、と笑みを浮かべ、俺に向かって妖あやしい視線を向ける。

「それより右う代しろくん、本当に杏あんにメロメロだよね。図書室で一回誘ゆう惑わくしただけで杏に何にも言えなくなっちゃって、まったく警けい戒かい心しんゼロで家にまで上げちゃって……でもそんなところが杏、すっごく可愛かわいくて好きなのっ」

「ゆ、誘惑……？」

　まさか、あの妖よう艶えんな雰ふん囲い気きで近づいてこようとし、途中で手を滑すべらせ椅い子すにおでこをぶつけ「へうっ！」とか間ま抜ぬけな声を出して終わったあれが誘惑とでも言うのか。そして俺はそんな彼女の誘惑にまんまと釣つられたとでも言うのか。途中で失敗していたのに。

「……いや、だけどたしかにいま思えば胸元からちらちらと下着が見えそうになっていたのにはドキドキしたが……まさかあれも計算のうちだったのか」

　すると闇路は途と端たんに胸元をおさえ、顔を赤くし、恥はずかしそうに言った。

「う、右代くん杏の胸見てたの!?　え、えっち！　右代くんのえっち！」

　どうやら違ったらしい。

　そして周りを見てみると、その話を聞いていたドロップス五人の視線がナイフのようにこちらへ突つき刺さってきているのがわかった。心境はまさに浮気がバレた夫のそれである。

「亨とおる、あんたまさか……誘惑されて、それで」

　愛あい理りさんがドン引きした眼まな差ざしを向けて言った。

「い、いや……」

「亨とおるくん、もしかして電車のときも、あれやっぱりわざとだったの」

　今日も酒が入っているのか、少々ほろ酔よい気味のあえかさんも悲しそうな目を向けてくる。

「ち、違います、そんなことは断じて……」俺は勢いよく頭を振って、彼女の赤みのさした頰ほおを見た。「というかあえかさん、もしかして今日もまたお酒入ってるんですか」

　そんなことを訊きいてみると、あえかさんは、

「そんなにたくさん吞のんでないよ。一いつ滴てきだけ、一滴」

　と、ごまかすようにしてぽかぽかと笑った。

　続けて、灯あかり野のが口を開く。

「このことに関しては私にも非がある。だけど右う代しろくん、あなたは性欲に負けた。それは事実だ」

「ち、違うんだって」

　灯野の言葉に追い詰められ、俺はとうとう後ろへと下がった。

　そんな俺を見て、鳴めいがのんきそうに笑う。

「にいちゃ、ドンマイだゆ！」

「め、鳴……元はと言えばおまえの──」

「亨くん、鳴ちゃんに責任をなすりつけないで。それで、どうなの、本当に誘ゆう惑わくされたの！」

　火ほ照てった顔であえかさんが迫せまってくる。ゆ、誘惑……誘惑なのだろうか、あれは。

「亨、あんたほんと情けないわね。こんなにきれいなお姉さんたちが周りにいるっていうのに、なんであんな小娘なんかに手玉に取られてるのよ」

　腕を組み、どこか偉えらそうに見下してくる愛あい理りさんに俺は小さくこぼした。

「愛理さんだってまんまと騙だまされてたじゃないですか……」

　すると愛理さんは急に焦あせった様子で目を泳がせ、毛先を指でくるくるしながら弁べん解かいした。

「あ、あれは演技よ。私は最初から怪あやしいってわかっていたもの。そもそも、あんなあざとさ全開の小娘なんかに褒ほめられたところで、そんなの当たり前のことなんだから！」

　いったいこの人は何回手のひらをひっくり返せば気が済むのだろうか。

「まあまあ、ドロップスのみなさん、ケンカはよくないですよっ！」

　そこへ割り込んでくる闇やみ路じ。それに対し、愛理さんが女の牙きばを剝むき出しにして言った。

「あの子、気に入らないわ」

　しかし闇路はまったくビビる様子すら見せず、首をかしげながら甘い声を出す。

「愛理さん、そんなにコワイ顔しないで？　せっかくの美び貌ぼうが台無しになっちゃう！」

「またそんなこと言って、今度は騙されないんだから！」

　……やっぱり、騙されてたんだ。

「騙してなんかいないもん！　杏は、愛理さんを本当に可愛かわいいと思ってるし、憧あこがれちゃってるし、服のセンスもメイクもすっごく杏あん好みだから、いまだって見習いたいと思ってるもん！」

「そんなこと言っても許さ──……いや、やっぱりちょっと許そうかしら」

　愛あい理りさん、あなたって人は……。

　そんな愛理さんに呆あきれていると、また闇やみ路じがこちらに向き直り、鳴めいに抱きつきながら言った。

「右う代しろくん、あなたもこっちに来ていいんだからね？　それとも杏あんたち結婚しちゃう？　そしたら杏、本当に鳴ちゃんのお姉ちゃんになれちゃうし！」

　瞬しゆん間かん、あえかさんたちが俺の前に手を広げて立ちはだかった。

「それは絶対ダメ！」

　その勢いに俺は一いつ瞬しゆん、自分が必要とされているのかと考えたが……おそらくあえかさんたちは鳴のことを完全に取られたくなくて、こんなに必死になっているのだろう。

　その証しよう拠こに、そのあと鳴が放った「あえたんたちも、こっちおいで！」という言葉に対し、あえかさんたちは「うぐぐぐぐ……！」と思いっきり心を揺ゆらしていたのだ。

　そして愛理さんが強い磁じ石しやくに引き寄せられるようにして、一歩踏ふみ出す。

「くっ、鳴ちゃんの誘さそいなら、この際もう……」

「いやいやいや、ダメでしょ」

　俺はすぐさま愛理さんの前に回り込み、彼女を止めた。

　と、そんなことをしていると、闇路が飽あきたのか、一つ息を吐はいて言った。

「それじゃあ、ノルマとしての戦いを始めてもらいますか」

　言葉と共にポケットから黒くろ焦こげの塊かたまりを取り出し真上に放り投げる。同時に周りが戦せん闘とう空間へと変わった。

「亨、バーンド空間になったぞ、早く仮面を付けろ！」

　すると、どこからともなくチップの声がし、「おう、わかった！」と、俺は急いで灯あかり野のから受け取った仮面を取り出すと自分の顔に装そう着ちやくした。

「ぎゃはは、だせえ！」

「右代くん、言い忘れてたけどその仮面、べつに付けなくてもいいんだよ。持ってるだけで」

　チップが笑い、灯野が冷静に突つっ込む。そういうことは最初に言って欲しい。

「チップ、あんた今までいったいどこにいたのよ」

　仮面を外す俺の横で愛理さんがチップにそう訊きくと、彼は「雪ゆき乃のたちといた」と言って、再びスマートフォンをいじっている雪乃さんの腕のなかに隠かくれるようにして潜もぐり込んでいく。どうやら彼は今まで、少し離はなれた位置で暇ひまそうにしていた雪乃さんたちのところへ避ひ難なんしていたらしい。先日のオーディションのときも姿をあまり見せなかったし、チップの奴やつ、この様子だと本気で闇路との接せつ触しよくは避さけたいようだ。

「あの女には見つかりたくねえ……」

　雪乃さんの腕のなかに隠れるチップを見て、愛理さんが顔を引きつらせる。

　そうこうしているうちに、闇路の頭上ではフェイルアーが生せい成せいされていた。

「みんな、変身するよ！」

　それを確認して、あえかさんたちもドロップ缶を取り出し、アメ玉を一つ口に含ふくむとドロップスへ変身を始めた。

「ドロップス、デコレーションッ！」

　その瞬しゆん間かん、彼女たちの体はまばゆく輝かがやくリボンに包ま──（以下、割かつ愛あい）。

　それぞれに決めゼリフを口にし、ドロップスたちが地上へと降おり立つ。

　しかしそのとき、明らかにキューティだけよろけるのがわかった。

「おっと、と……」

　やっぱりあえかさん、だいぶ酒入ってるだろ。

「キューティ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　よろけるキューティを支え、ハニーが訊きくと、キューティはふらふらしながら答えた。

「だいじょーぶ、だいじょぉーぶ、あはは……あっ」

　そう言ってキューティは今度、前まえ屈かがみになり地面に向かってなにかを拾うような動作をし始めた。それから何回か、彼女は地面へ向かってなにかを拾おうとするのだが、空から振ぶりばかりでなかなか拾えていない。しかしそれもそのはずだ。なぜならそこには、なにもないのだ。

「……あの、キューティ、なにしてんですか」

「えー……私のバッグが落ちてるんだけどー、あれえ？　おかしいなあ……なんか、拾えないの。うーん？」

　そう言いながら、地面に向かって何度もスカッ、スカッと空振りを続けているキューティの足あし下もとを見てみる。それを見て俺はあまりにも残念すぎて顔をおさえた。

「……キューティ、それバッグじゃありません。地面にできたただのシミです」

　そう、彼女は先ほどから何度も何度も一いつ生しよう懸けん命めい、地面にできたシミを自分のバッグだと思って拾おうとしていたのだ。なにがちょっとしか吞のんでないだ、べろんべろんじゃねーか。

「この様子じゃ、今日もダメね」

　ハニーがキューティの頭を撫なでながら言った。おそらく変身時に急に動いたから、そのとき一気に酒が回ったのだろう。前回と同じだ。見ればキューティは目をくるくる回しながらよろけている。

「亨とおるくぅん、私のバッグとれないよぉ～、地面に埋うまっちゃったみたいぃ～」

「はぁ……亨、キューティのことちょっとお願いするわ」

　地面のシミを拾おうとしていたキューティの片腕を自分の首に回すと、俺はハニーと一いつ緒しよに彼女を近くのベンチまで連れて行き、そこに寝かせた。ふり返るとハニーの後方にはすでに生せい成せいを終えたフェイルアーが待ち構えていた。

「じゃあ、ちょっと行ってくるから」

　そう言って、ハニーは敵と戦いに行くためにふり返った。が、しかし、次にハニーが目の前のフェイルアーを見た瞬しゆん間かん、彼女は目にも留とまらぬ速さでタンッと地面を蹴けり上げ高くジャンプすると、そのまま俺の後ろまで飛んできてはオーディションのときと同じような怯おびえかたで背中へと張り付いてきた。

　俺は目の前にいるフェイルアーを見つめながら恐る恐る口を開く。

「ハニー、まさか……」

　そう、目の前にいた今回のフェイルアーは、四足歩行の、まさに動物の形を成なしていたのだ。

「ほんと、ほんっと今日だけはムリ！」

　それから俺はハッと気がつき闇やみ路じに目を向けた。

　案あんの定じよう、彼女はその様子を見て勝ち誇ったような顔をしている。

　なるほど、どうやらオーディションのときにハニーの弱点を見抜いていたらしい。

「闇路、やるな……」

　しかし、彼女の作戦はそれだけでは終わらない。

　さっそく俺の腰にしがみつきながらズルズルと戦せん線せん離り脱だつしたハニーを確認すると、次に闇路はあるものを取り出してひらひらとさせた。

「フレッシュ、これ、クロルドさんから預かってきたんだけど、あなたに渡してくれって」

　見ると、彼女の手には前回の戦いで男が持っていたカードがあった。

　それを見てフレッシュがハッとする。

「そ、それは某ぼうファストフード店でしかもらえない……期間限定のレアカード……」

　そう言って、見事そのカードに釘くぎ付づけになったフレッシュはよろよろと立ち上がったばかりの幼おさな子ごのようにして、手を伸ばし闇路のところまでよちよちと歩いて行く。その様子を見て闇路は「ほんとだ」と不ふ敵てきな笑みを浮かべると、カードを遠くに投げて言った。

「ああ、風に飛ばされちゃった、取ってきてフレッシュ！」

　闇路の言葉を待たずして、フレッシュは勝手に動いてしまう己おのれの性さがに対し「うぐぅぅぅぅ～！」と悲しそうにうめきながら、即そく座ざにカードを追って遠くへと消えていく。

　こうして、戦わずして闇路は二人のドロップスを退場させた。見ればフェイルアーは伏ふせ状態で暇ひまそうにしている。

　そんな仲間たちのていたらくに見かねたプリティが歯を食いしばり、地を蹴けり上げ、闇路へと攻こう撃げきを仕掛けに行った。しかしその瞬しゆん間かん、闇路は今度、どこからかボトルを取り出して叫ぶ。

「ああ、二十年もののワインがあ！」

　途と端たん、闇路へと突つっ込んでいったプリティの前に何者かが飛び込んでくるのが見えた。

　まさかと思って近くのベンチを見てみると、案の定キューティの姿が見当たらない。

　それからもう一度視線を戻す。そこでは、闇路の前でキューティとプリティが向かい合っている光景が広がっていた。な、なにしてんだあの人……。

「お姉ちゃん邪じや魔ま──」

「もったいないからダメぇ！」

　そして味方同士でぶつかる姉妹。その瞬しゆん間かん、闇やみ路じがワインボトルを二人の間に放り投げた。

　衝しよう撃げきで炸さく裂れつするワインに、プリティは素す早ばやい動きですぐに離はなれたが、キューティはモロに酒のシャワーを浴びた。バシャバシャと大好きな酒を浴び、地面にぺたんと座り込むキューティ。

「キューティ！」

　腰に纏まとわり付いてくるハニーを引きずりながら急いでキューティのもとまで近づいてみると、彼女は顔を真っ赤にして舌をペロリとさせ、へらへら笑いながら言った。

「おいちぃ」

　ダメだ……完全にべろんべろんである。

「キューティ、避ひ難なんしますよ」

「亨とおるくん、すきぃ～」

　俺は首にしがみついてくるキューティを抱きかかえながら、腰のハニーを引きずり後退する。

　残るドロップスはもう、プリティとフラッフィ二人のみだった。

　まさかフェイルアーと戦わずして三人ものドロップスたちがやられてしまうとは……どう見ても相手のほうが一枚上うわ手てである。

　闇路はどこか勝ち誇った様子で笑いながら、人差し指の先っちょで頭をコツコツと叩たたいた。

「右う代しろくん、ゆいかちゃん、勉強ができるだけじゃ世の中ダメなんだよ。ここをうまく使わないとね、ここを」

　挑ちよう発はつするように話す闇路に、プリティが鋭するどい視線を向ける。

「……闇路杏あん、やっぱり、大だい嫌きらい」

「杏は、ゆいかちゃんのこと好きだもん。そんな可愛かわいい格かつ好こうしちゃって、ギャップ萌もえ！」

「……許さない」

　これも彼女の作戦か。まんまと挑発に乗ったプリティが闇路へと突つっ込んでいく。しかしそこへフェイルアーも同時に飛び込んでいき、プリティはそのまま真横へと吹き飛ばされた。

　それを見ていた鳴めいが力んだ表情で叫さけぶ。

「うゆ……ゆーたん、がんばるたん！」

　いったい、あいつはどちらの味方なんだろう。

「プリティ、いまは冷静になれ！」

「わかってるわよ！」

　俺はプリティに叫ぶと、フラッフィにふり返った。

「フラッフィ！」

　しかしフラッフィは手を振って応える。

「あー……私、戦せん闘とうタイプじゃないんで」

　そして彼女の腕のなかから顔だけ出してチップが言った。

「さっさとしろや、雑ざ魚こども！」

　なんだろう……この、まとまらない美少女戦士たちは。

　俺は半ば呆あきれながら、最後の望みをプリティに託たくす。

「プリティ、もうおまえしかいない！　頼たのんだぞ！」

　プリティはゆっくりと立ち上がると、フェイルアーへ特とつ攻こうしていった。

「そんなの、いつものことでしょ！」

　プリティとフェイルアーのぶつかり合いが始まる。しかしその様子を少し眺めたあと、フェイルアーがすぐに負けると見たのか、闇やみ路じは鳴めいの手を引いてその場から立ち去ろうとした。

「それじゃ、右う代しろくん、ゆいかちゃん、また学校でね」

　闇路が言うと、彼女に手を引かれていく鳴がもう片方の手を振りながらのほほんと笑った。

「みんな、バイみーん！」

　それから闇路はそこでふと思い出したように足を止め、

「ああ、そうそう。なんかうちのクロルドさんが肉体改造中で、もうすぐ最強の力を体たい得とくするとか言ってたから、みんな、負けないようにがんばってね」

　と言い残し、去って行った。

「ちょ、待て、闇路杏あん！」

　プリティが即そく座ざにフェイルアーを撃げき破はする。だがそこに、闇路の姿はもうなかった。

「チッ……」

　闇路がいないことを確認すると、プリティは小さく舌打ちをし苛いら立だった様子を見せていたが、それから一つ大きくため息をつくと、気を落ち着かせ、変身を解といた。

　その間に俺はキューティとハニーを連れ、フラッフィのいるベンチまで歩いて行く。

　それにしても、本当にこのままで良いのだろうか。ハニーはともかく、キューティとフレッシュはパターン化しているし、フラッフィに関してはもはや戦せん闘とうをする気すらない。今の状態で敵が本気で攻めてきたら、プリティだけでどうこうなる問題でもなさそうな気がする。

　そうなる前に、なにか手を打たなければならない。

　俺はひとり、地球の未来を危き惧ぐしながら、ベンチに集合したドロップスたちに目を向けた。

　しかし彼女たちを見てみれば、そんな俺の心配など知ったこっちゃないといった様子で、灯あかり野のは勉強では負けないとぶつくさ唱となえているし、あえかさんはほわほわと幸せそうな顔をして伸びているし、愛あい理りさんはまたチップと口くち喧げん嘩かを始めているし、雪ゆき乃のさんは戦闘が終わるや麻ま緒お子こさんを連れて直帰してしまったしで……なんというか、危き機き感かんが微み塵じんも感じられない。

　敵は今もがんばってパワーアップに努つとめている。それなのにドロップスたちは弱いくせしてこの有り様である。おまけに俺の失態で新生ドロップスになるはずだった妹も奪われてしまった。このままでは本格的にヤバイかもしれない。

　地球が丸まる焦こげになる前に、やはり、どうにかしなければ。

「……はあ」

　俺はひとつため息をつき、闇やみ路じの〝頭を使う〟という言葉を思い出した。

　新しい美少女戦士を見つけることも重要だ。

　けれどもまずは、ドロップスたちそれぞれの確実な強化が先決かもしれない。

　いまは灯あかり野のがいるから何とか保もっているが、これから新しいドロップスが見つかるまで、このまま彼女ひとりにすべてを任まかせていたらきっといつか灯野ひとりでは手に負えない状況がやってくるはずだ。だからその前に、まずはドロップスたちの強化が必要である。

　悠ゆう長ちように構えている暇ひまはなさそうだ。敵も本気でこちらを潰つぶしにかかってくる。

　そしてもし敵に負けてしまったら、この地球は丸まる焦こげになるのだ。

　時間はない。丸焦げはごめんだ。なんとかしなければ──。




　それから俺は、あえかさんの酔よいが醒さめるまで公園のベンチで愛あい理りさんに情けない男だとみっちり絞しぼられたあと、トボトボと家に帰った。

　すると家では人の気も知らずに、鳴めいがリビングでくつろぎながらのんきにテレビを見て腹を抱かかえながらころころ笑い転げていた。

　途と端たん、俺は何だか無む性しように悲しくなり、ひとりその場で、顔を覆おおってしゃがみ込んだ。
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「右う代しろくん、いちごジャムちょーだい」

　小鳥の囀さえずりが遠くで聞こえてくるような、そんな静かな朝の食卓──。

「ほら」

　俺はジャムの瓶びんを手に取ると、ちゃんとふたを開けてやってから向かいに座る闇やみ路じに渡した。

「ありがと」

　食卓には食器同士の触ふれ合う小さな音のみが広がり、外から差し込む十月の朝の日差しはカーテンレースを通し、やわらかく部屋を包み込んでいた。

　そんな平和な朝のひととき、俺は世界を破は滅めつに導みちびく悪の組織の幹部と食事をしている。

　しかも目の前には、その敵幹部が二人もいるのだ。

「なんだ、この平和的な絵え面づらは……ッ！」

　まったくもって緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない風景に俺は箸はしを置いた。そしてこの二対一という、悪の組織にほぼ家を乗っ取られてしまっている現実に頭を抱かかえる。

「にいちゃ、これあげゆん」

　そんな俺の皿に、アメ玉を口に含ふくんだ鳴めいが中腰になってウインナーを移してきた。

「……鳴、好き嫌きらいとかしないでちゃんと食え。あと食事中はアメは出しなさい」

　俺はそう言って、鳴の皿にウインナーを戻す。

　鳴は「なんでわかったん」と言いながら舐なめかけのアメをカチンッと皿の隅すみに落とすと、

「やあー、でも、でもにいちゃ……これ、やべえよ」

　と言って、自分の元へと戻って来たウインナーを見つめながら、フォークを嚙かんでしょんぼりした。ちなみに鳴の口は小さく、そしてほっぺたはましゅまろのようにやわらかいため、彼女がアメ玉を舐めているとほっぺたがすぐその形にぷくっと膨ふくらむので簡単にわかる。

　するとそこで、それを見た闇路が鳴のほうに向いて口を開けた。

「じゃあ鳴ちゃん、杏あんが食べてあげる。あーん」

「闇路、あまり鳴を甘やかさないでくれ。鳴はもう、みなさまから愛され続けて14周年なんだ。これ以上愛され続けたら社会の荒あら波なみに耐えられない人間になってしまう」

　そう言ってはみるものの、鳴はすでにフォークに突つき刺したウインナーを闇路の口へと運んでおり、闇路はそれを受け入れていた。

「杏たん、あーん」

　そして闇路は鳴に食べさせてもらったウインナーを嚙みながら、「おいしい」と言って微ほほ笑えむ。

「でもウインナーが嫌いなんて珍めずらしいね、鳴ちゃん」

　闇やみ路じが牛乳をゴクリと吞のんで言った。

「いや、ウインナーというより、鳴めいは肉がダメなんだよな」

「うゆ」

　俺が言うと、鳴は目玉焼きの黄身の部分だけを残すようにして、白身を切り取りながらうなずいた。

「へえ、そうなんだ」シャキッとレタスにフォークを突つき刺すと、闇路が妙みように納なつ得とくしたようにして口を開く。「あー、だけど言われてみれば、一昨日おとといからずっと夕飯はシーフードパスタとかお魚とか、お肉使わない料理だね。でも、なんで？」

　首をかしげて問いかける闇路の疑問に、鳴は黄身と白身がきれいに分けられた目玉焼きを見下ろしながら、いやに深刻そうな表情で答えた。

「……なんか、やべえ」

「ふぅーん。鳴ちゃんはベジタリアンなのかな？」

「いや、そういうわけでもないんだよ。肉だけがどうもダメみたいで。なんでダメなのか訊きいても、いつも『やべえ』としか言わなくてさ」

　白身をはむはむしている鳴を見ながら俺が言うと、闇路も優やさしげな笑みを浮かべて彼女に向き直った。

「そっかぁ、お肉はやばいのかぁ。でもね、安心して鳴ちゃん。これからは鳴ちゃんのお肉はぜんぶ、この杏あんおねえちゃんが食べてあげるからね」

　闇路が鳴の頭を撫なでる。すると鳴は、まるで救きゆう世せい主しゆメシア様を目の前にしたかのような希望に満ちた表情で目をキラキラと輝かがやかせ、それからすぐにキリッと眉み間けんにしわを寄せると、妙に真ま面じ目め腐くさった顔つきで言った。

「杏たん、よろしくたん！」

「はいはーい。杏、鳴ちゃんに〝よろしくたん！〟されちゃいましたぁ！」

　うれしそうに鳴の手を取り「よろしくたん、よろしくたん、鳴ちゃん杏たんよろしくたん♪」と口ずさむ闇路に、俺は少し迷めい惑わくそうな顔を作って尋たずねる。

「ところで闇路、おまえがうちに来てからもうかれこれ三日目になるが、いったいいつまでこの家にいるつもりなんだ？」

「えっ？　んーっとね」俺の質問に、闇路は少し考えるような仕草をして言った。「じゃあ、あと一週間くらいかなっ！」

〝じゃあ〟ってなんだ、〝じゃあ〟って……。

「正直あまり長居されるのは困るんだが」

「えぇ、どうして？　右う代しろくんは杏のこと、嫌きらいなの？」

「にいちゃ、どしたん、急に」

　……こいつらは本気で言ってるのか。

「闇やみ路じ、おまえ敵だろ」

　鳴めいは仕方ないとして、やはり闇路は敵であり、本来こんなふうに敵対する者同士が平和に朝食を囲んではいけないのだ。鳴は仕方ないとして。

　すると、闇路がぷぅーっと拗すねたように頰ほおをふくらませて睨にらんでくる。

「敵だけど、でもでも、杏あんは右う代しろくんたちのこと敵だと思ってないもん。それに、もしそれがダメだったら、右代くんがこっち側に来たらいい話じゃん！」

「いい話じゃん！　ってなぁ……」

　もはや話がめちゃくちゃである。

「にいちゃ、杏たんと結婚しゆのか」

「鳴、俺は杏たんとは結婚しない」

　そう言って、俺は軽くため息を吐はきながら食器を手に立ち上がると、「えぇぇぇ!?」とショックを受けている闇路を背にキッチンへ向かった。

「とにかく闇路、本当にあと一週間だけだぞ。一週間経たったら出ていけ、いいな」

　食器を片付け、それから学校へ行く支し度たくをするためリビングを出て行こうとする。

　しかしその去り際、闇路が俺の背中にぴったりとくっついては「右代くん……」と甘えたような声を出してきた。だが俺はそれが、彼女の常じよう套とう手しゆ段だんであることを知っているため、まったく効かないと言った態度でわざとらしくため息を吐くと、自分の腹に回してある彼女の手を平然と引き剝はがして言った。

「闇路、遅刻するぞ」

「もお、右代くんのけちんぼっ！　恥はずかしがり屋っ！」

　後ろで口を尖とがらせてぷんすか拗ねる闇路を無視して、俺はリビングを出て行く。

「にいちゃ、じゃあ、だれと結婚すゆん！」

「言ってろ。あと鳴、俺はだれとも結婚しない」

　それから俺は後ろ手にドアを閉めると、バクバクと高たか鳴なっている心しん臓ぞう、そしてめっぽう女に弱い自分に対して今度は本物のため息を吐き、部屋へと向かった。

　鳴のまさかの闇やみ堕おちから、今日で三日目。

　あれから家に帰り、のんきにテレビを見ながらケラケラと笑っている鳴を見て悲しくなった俺がその場で顔を覆おおいしゃがみ込んでいると、それからすぐに家のインターホンが鳴った。

　俺はてっきり親が帰ってきたのかと思い「おかえり」とドアを開けたのだが……しかしそこにいたのは大きなスーツケースを持った闇路の姿だった。彼女は俺の言葉にどこか感かん極きわまったように喜び、満面の笑みで「ただいま、右う代しろくん」と答える。

　そしてその日から、俺と敵との謎なぞの共同生活が始まった。

　一応、両親には、闇路のことを「俺の同級生であるが、鳴の友だちでもある」と伝えてあった。彼女は鳴に勉強を教えるため、うちに泊まっているということになっている。最初は両親になにかうるさく言われるかとも思ったが、もともと共働きで忙しく、朝早くに出て夜遅くに帰ってくる親なので、そこまで事細かに干かん渉しようしてくる気はないようだった。まあ女の子が泊まりに来ているため、はじめに一言だけ「バカな真ま似ねはしないように」とは言われたが。

　俺は敵である闇路がこの家に来たことを、しかし最初こそ嫌いやだとは思わなかった。なぜなら敵と共に生活を送ることで、向こうの内部事情や幹部たちの弱点、他にもなにこちら側が有利に立てる情報をゲットできるのではないかと考えたからだ。

　だが実際、そううまくはいってくれるはずもなく……共同生活が始まってから一日が経たとうとしていたところで、俺はもう敵の情報を摑つかむ前に完全にこの生活に耐えられなくなっていたのである。

　そう、闇やみ路じは少し天然が入っているのか、ヘンに抜けているところがある。

　たとえば服の隙すき間まからブラジャーや胸がちらちら見え隠かくれしているのに気づいてないことはしょっちゅうだし、服の裾すそやスカートがめくれているのに気づかず外に出て行ったりもする。

　他にも脱衣所からバスタオル一枚で出てきたり、寝ぼけて俺の布団に入ってきたり、しまいにはトイレに鍵かぎをかけるのを闇路が忘れていて俺が普通にドアを開けてしまったりと、それはもう心しん臓ぞうに悪いハプニングがしょっちゅう巻き起こされている。以前にも図書室で彼女の天然の片へん鱗りんが見られたことがあったが、一いつ緒しよに生活をするようになってそれが顕けん著ちよになった。

　もちろんそれが俺を──闇路曰いわく──誘ゆう惑わくしてくるための一つの演出で、わざとやっているのではないか……そんなことを考えたりもした。しかしどうやらそんな感じでもない。だからなおさら対処に困る。というより、もはや普通に誘惑してくるより効果絶大となっているのは言うまでもない。

　そしておまけに非力であるため、ひとりでジュースも吞のめやしない。ペットボトルに瓶びんや缶、あらゆるふたというふたを開けてやるのもしょっちゅうだった。こんなんでよく今まで生きてこられたものだと不ふ思し議ぎに思う。

　そんなわけで、俺はもういろいろと辛つらい思いをしているのである。

　理性と本能と脳のう裏りに浮かぶ灯あかり野のやあえかさんたちの蔑さげすむような視線と格かく闘とうする毎日である。

「これが、あと一週間……？」

　俺は部屋の机でノートと筆記用具を鞄かばんに入れながら、そんな生活があと一週間も続くことを考え、自分の顔がやつれていく姿を想像し、軽く身を震ふるわせた。

　冗じよう談だん抜きで、いろいろと身が保もたないかもしれない。




「じゃあ、うちに来る？」

　その日の夜、塾じゆくを終えた俺は灯野と別れると、そのまま女子大生組四人の集まる居酒屋へ足を運んだ。そして俺がここ三日間の家での生活ぶりを語ると、あえかさんはケロッとした顔でそんなことを言った。

「いや、でもさすがにそれは……」

　自分から話し始めた話題とはいえ、さすがに人様の家にお邪じや魔まするのは少しばかり気が引けた。それにあえかさんの家には灯あかり野のもいる。たとえあえかさんが良しとしても、きっと灯野が嫌いやがるだろう。クラスメイトの男子と同じ屋根の下なんて、特に女子の場合は拒絶しそうだ。

「なら亨とおるちゃん、雪ゆき乃のお姉さんのおうちに遊びに来るかい？　麻ま緒お子こもいるよ」

　するとそこへ、持参したスナック菓が子しを箸はしでつまんでいた雪乃さんが口を開いた。ちなみにこの前あえかさんから話を聞いたのだが、雪乃さんはかなりの偏へん食しよく家かでほとんど毎日スナック菓子しか食べないらしい。そういえばいつもこうして集まったとき、彼女は焼しよう酎ちゆう片手にスナック菓子を食べている気がする。大だい丈じよう夫ぶなのか、身体は。

「麻緒子さんと二人暮らしなんでしたっけ」

　麻緒子さんと愛あい理りさんの間にすっぽりと体育座りで収まっている雪乃さんに訊きくと、

「そうだよ、亨ちゃん。うちにおいでよ。そしたらお姉さんたち二人と一いつ緒しよに少年漫まん画がの主人公のようなドキドキときめき生活が体験できちゃうよ。楽しいよ」

　と、彼女はどこか含ふくみ笑いで話した。

　しかしそこへ、あえかさんが急に慌あわてた様子で入ってくる。

「ダメダメダメ、亨くん、行ったら大変だよ！　夜なんかもう眠らせてくれないし、こき下ろされるし、体力も保もたないし、絶対にダメ！」

　その言葉に、思わず俺は生なま唾つばをごくりと吞のみ下した。よ、夜にこき下ろされるってなんだ。

「あえか一回、雪乃の家に泊まってげっそりして帰ってきたもんね」

　愛理さんが人事のように笑うとなりで、あえかさんが当時を思い出したのか、カタカタと小刻みに震ふるえ始めた。な、なんだなんだ、そんなに激しいのか!?　あえかさん女なのに!?

「亨くん、本当に悪いことは言わないから、うん、やめておいたほうが……いいよ」

　そのあまりの鬼き気き迫せまる彼女の表情に圧おされ、俺は素す直なおにうなずいておく。

「わ、わかりました……」そして雪乃さんに向き直る。「そういうことなので、雪乃さん」

　すると雪乃さんは未いまだに含み笑いを崩くずすことなく、どこかもったいぶるような言い方で麻緒子さんの肩に頭を乗せた。

「ちぇ～、せっかく夜にいろいろと手伝ってもらおうと思ったのに。ね、麻緒子」

「えっ、う、うん。と、亨くんなら男の子だし、朝まで平気……かも」

　手伝う……朝まで……？　いったい彼女たちと生活するとどういうことになるというのだ。

「まあね、うちに来たくなったらまた言ってよ。いつでもウェルカムだから」

「は、はい。ありがとうございます」

　そこで俺は妄もう想そうもほどほどに一つ息を吐はいた。闇やみ路じから逃れるためにだれかの家に居候いそうろうしても、そこでまた同じような目に遭あっていたら本ほん末まつ転てん倒とうである。なんというか、この世界にはいろいろと誘ゆう惑わくがひしめき合っている気がする。

「とおる、いま絶対スケベなこと考えてるわよ」不意にそんなことをボソッと言った愛あい理りさんに顔を上げると、彼女は訝いぶかしげな表情を作り、目を細めて汚けがらわしそうに俺を見てきた。「これだから高校生男子って嫌いやなのよね、猿さる並みの単純さよ」

　見たか、図星を突ついてやったぜ、と言わんばかりにほくそ笑んでいる愛理さんに好き勝手──実際その通りだったが──言われた俺はあまりにも心外だったので、そっと彼女から視線を逸そらすと、ボソッと言い返した。

「……恋愛もしたことないのにいい気になって恋愛論を語るような人に言われたくはないです」

　瞬しゆん間かん、見事に怒り始める愛あい理りさん。

「はあ!?　敵の女の誘ゆう惑わくにまんまと乗っかるようなドーテーがそんなこと言えるわけ!?」

　そんな彼女に俺は食い下がった。

「あ、あれは仕方のないことで……敵だとわかっていたら俺だって！」

「ふんっ、これだから異性と手もつないだことのないドーテーは嫌なのよ、あー、恥はずかし」

　わざとらしくやれやれとため息をつく彼女に、俺はなおもささやかな反発に出る。

「……愛理さんだってないくせに」

　すると彼女はムキになったようにして身を乗り出してきた。

「あ、あるわよそれくらい！」
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「へえ、いつですか？」

　そう俺が厭いや味みたっぷりに訊きいてやると、彼女は目を泳がせながら答えた。

「よよ、幼よう稚ち園えんのとき！　たかしくんと！　遠足のときに！」

「そ、それだったら俺だって小一のときにメグちゃんと手つないだことありますよ！」

「はあ!?　じゃあ私は小二のときのオリエンテーションで小六のお兄さんとつなぎましたー、はい私の勝ちー、しかも年上ー」

　人をからかうような言い方で勝ち誇った笑みを浮かべる愛あい理りさんに、俺は拳こぶしを握る。

「そ、それは小六のお兄さんは仕方なく事務的につないだまでだ……ノーカウントだ」

　しかし愛理さんは完全勝利と言わんばかりに腕を組むと、俺を見下しながら鼻で笑った。

「ふん、負け惜おしみね。ほら、さっさと私にごめんなさいしなさい。『愛理さますいませんでした、ゴミ以下のワタクシめは煩ぼん悩のうに逆さからえずお姉さま方のおきれいなお体を想像し、そこに欲情を覚え、我が慢まんできず人様には到とう底てい言うことのできないような身の程知らずな妄もう想そうをしてしまいました。一生、美しい愛理さまの奴ど隷れいとして生きていきます、ごめんなさい』。はい、言って」

「無む茶ちや苦く茶ちやすぎる。俺は絶対に言いませんよ」

「じゃあゆいかちゃんに言っておくわね。亨が毎晩ローテーションを組んで私たちを順番に妄想のなかでめちゃくちゃにしてるってこと、もちろんそこにはゆいかちゃんも含ふくまれていて、ゆいかちゃんが週に二回めちゃくちゃにされているってことも」

　途と端たん、そのあまりにも乱暴な彼女のやり方に俺はとうとう立ち上がって食いかかった。

「すっごい理り不ふ尽じんだ。俺はいま、すっごい理不尽を感じてますよ！」

　それに対抗するようにして、愛理さんも好戦的に立ち上がる。

「だってそうでしょ、ドーテーのあんたが考えてることくらいお見通しなのよ」

「愛理さんだってまだなくせに！」

「うるさいわね、私は運命の王子様のために守ってあるのよ！　あんたとは違うのよ！」

「じゃあ俺だって守ってる！　本能に溺おぼれることなく俺は貞てい操そうを清く貫つらぬき通している！」

　ガルルルルと牙きばを剝むき出しに向かい合う俺と愛理さん。

　そこへ、チップが呆あきれたように口を開いて言った。

「まあまあおまえら、そうやって言い合うな。処しよ女じよと童どう貞ていで、すげえ見苦しいぞ」

　その瞬しゆん間かん、俺と愛理さんはチップに向かって同時に叫さけんだ。

「ぬいぐるみが言うな！」

　テーブル内がしんと静まり返る。それを見て、あえかさんがそっと口を開いた。

「……それで亨とおるくん、話ってなに？」

　あえかさんに言われ、俺はようやく本来の目的を思い出し、腰を下ろした。

　そう、実を言うと今日ここへ彼女たちを誘さそったのは、珍めずらしいことにこの俺なのである。

「そういやそうだった。で、亨とおる、話ってなによ？」

　もがくチップの頭を鷲わし摑づかみにし、そのままテーブルにぐぐぐっと圧力を加えおし潰つぶしている愛あい理りさんに言われ、俺はコホンと一つ咳せきをすると、改めたようにして口を開いた。

「えっと、俺はこの二回、ドロップスたちの戦いっぷりを見て思ったんです」

　そして四人がこちらに視線を向けたのを確認して、俺はズバリと言ってのけた。

「あなたたちは、弱い！」

　バッサリと切り捨てる。が、どういうわけか見る見るうちに場の緊きん張ちようは緩ゆるんでいく。そして四人は「うん」「えっ、今さら？」「ふわぁ……」「そ、そうだね」と口々にすると、またそれぞれ酒やつまみに手をつけ始めた。

　思わずポカーンと口を開けて固まってしまったが、俺はめげずに言葉を続ける。

「いや、ここは悔くやしがってくださいよ。弱いとか言われて、受け入れないでください」

　そう必死に言ってはみるものの、あえかさんはへらへらと微ほほ笑えみながら言った。

「いやぁ、でも亨くんの言うことは事実だよ。それに、私たちにはゆいかがいるから」

「そこです」俺はその言葉が来るのを待っていたかのようにして指し摘てきする。「そうやって灯あかり野のに頼たよってばかりいるから向上心がなく、いつも戦いすらしないで負けてしまうんです」

　しかしなおも、彼女たちに折れる気配はない。

「そうは言っても亨、それまでは私たちが戦ってきたわけじゃない。そりゃ私たちだって昔みたいに力があれば戦うけど、大学生にもなったらその力だってなくなってしまうのよ。私たちの意志に関係なくね。チップから聞いてるでしょ？」

「はい、聞いてます」

「昔のような力は出せない。だからもう、私たちはがんばらなくていいはずなのよ」

「がんばらなくていいと言っても……」

「それにあんたが早く新生ドロップスを見つければいい話でしょ」

「でも、だったらもしそのまえに敵が本気を出してきたらどうするんですか。そんな敵を灯あかり野のひとりに任せるつもりですか。彼女もかなりの負担だと思いますけどね」

「……まあ、それはそうだけど」

　ムキになったように俺が言うと、四人は急に黙だまり込んでしまった。それを見て少しだけ安あん堵どする。大だい丈じよう夫ぶだ、彼女たちはまだ完全に腐くさったわけじゃない。

　俺はそれを確認すると、鞄かばんからノートを取り出し、テーブルの上に置いて口を開いた。

「そこで考えたんです。とりあえず戦わずして負けるというのだけはやめさせたい、と」

　あえかさんがノートを一いち瞥べつしたあと、こちらに視線を上げる。

「どうするの？」

　そんな彼女に、俺は意気込んで言った。

「この一週間で、苦手を克こく服ふくするんです」

「ムリゲー」

　雪ゆき乃のさんがスナック菓か子しをかじる。しかし俺はめげずに続ける。

「たしかにムリかもしれない……だけどもう、そうするしかないんですよ。戦うことすらできないとか、あなたたちはもはや論ろん外がいまでの弱さまで落ちてしまっている。それでいいんですか？」

「だったら、あんたが早く新しい子を見つけなさいよ。まんまと敵に取られて」

「ま、まあ……そのことは謝あやまります。本当に申し訳わけない。これからもがんばって探します」言って、潔いさぎよく頭を下げる。それからまた彼女たちに顔を上げると、俺は熱血教師よろしく勢いをつけて情熱的に訴えた。「だけど！　その新しい子が見つかるまでにドロップスたちが負けないよう、俺はあなたたちを強化しておきたいんです！　せめてまともに戦えるように！」

　だがそんな言葉も虚むなしく、愛あい理りさんはつまんなそうに毛先をくるくる指で弄もてあそびながら言った。

「でもなあ……めんどくさいじゃない」

　しかし俺は食い下がる。

「みなさん、このまま新しいドロップスが見つかるまで灯あかり野のひとりに負担をおし付けてしまっていて、それであなたたちはいいんですか。年上として、センシとして、そんなんでいいんですか。灯野はいまも勉強しているんですよ。それなのに……あれだけ勉強してるのにもかかわらずなぜか謎なぞの成績不振に陥おちいっているんです！　このまえの模試だって勉強していない俺のほうがなぜか成績が良かったというミラクル！　このままじゃあまりにも彼女が不ふ憫びんだとは思いませんか！」

　そうして俺が一気に捲まくし立てると、さすがに灯野に対して申し訳わけなく思う気持ちが少なからずあったのか、四人はどこか思い詰めたような表情を浮かべ、しゅんとしていた。

　そしてしばしの沈ちん黙もく後、いちばん最初に愛理さんが口を開いて言った。

「……わかった、やるわ」

　続いて、あえかさん、雪ゆき乃のさん、麻ま緒お子こさんがうなずく。

「そうだよね、ゆいかに任せっきりじゃいけないよね」

「しょうがない、協力するかなぁ」

「それで、具体的になにをするの……かな？」

　その質問に俺は笑顔でうなずくと、

「それじゃあ、ひとりずつ弱点と克こく服ふく方法を言っていきますね」

　とノートを開き、そこに書いてある彼女たちの弱点と克服方法を読み上げていった。

「まずはあえかさん。あえかさんはいつも戦いの前にお酒が入ってしまっている」

「だってそれは敵が夜に現われるんだもん」

「そうですね、夜に現われる敵が悪い！　──ということで、とりあえずあえかさんは断酒してください」

「そ、そんな……言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやだよ、ひどいよ亨とおるくん！　私の生きがいを奪うなんてぇ！」

　へなへなと泣き言を漏もらすあえかさんを無視して、俺は次に愛あい理りさんへ笑顔を向けた。

「それでは次に愛理さん」

　すると、俺の崩くずれない笑顔を見て愛理さんが一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせるのがわかった。

「ぐぅ、亨くんに無視された……」「……と、亨ちゃんが本気だぞ」

　周りでざわざわとなにか言っている彼女たちをとりあえず無視して、俺はノートを読む。

「愛理さんは動物が苦手ということなので、とりあえず動物に慣れることから始めましょう。恐らく次回も敵は動物型のフェイルアーを召しよう喚かんしてくるに違いないので、その対たい策さくです」

「ど、動物に慣れるって、どうするつもりよ。まさか飼かえって言うんじゃないでしょうね」

　神しん妙みような顔つきで怯おびえたように愛理さんが心配するので、俺は彼女に安心を与えるため、まるで神しん父ぷ様のような優やさしい笑みでもって言葉を投げかけた。

「その心配はありませんよ。世の中には動物と触ふれ合える便利な施し設せつがたくさんあるのです」

「そ、それでどうするつもりなの……」

「そうですね、ではとりあえず猫カフェにでも行ってみましょうか」

「うっ……やだ」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶですよ。俺も一いつ緒しよについて行きますし、なにも心配ありません」そして俺は椅い子すの上で小さくなった愛理さんから他の三人に向かって、満面の笑みで語りかけた。「そうそう、言い忘れてましたが、なにもひとりでがんばってもらうつもりはありません。ちゃんと俺が一緒に付き添そっていきますので、どうぞ安心して、苦手を克こく服ふくしていきましょうね」

「……あんなに可愛かわいげのあった亨くんが、コワイ」

「それで次は雪ゆき乃のさん」

「亨ちゃん、残念ながら私には苦手なものなんてないよ」

　俺はノートのページをめくり、雪乃さんの強化について読み上げる。

「はい、そうですね。ですが雪乃さんは精神が弱い。体力がない。怠なまけ癖ぐせがある。これはいけません。なので、もうちょっと地球を救う戦士としての自覚を持ちましょう」

　それを聞くと、雪乃さんはどこかホッとしたようにため息をついて言った。

「……おけ。今度からがんばる。それだけね、はい。じゃあ次、麻ま緒お子こ」

　そしてあえかさんと愛理さんから『雪乃だけずるい』と言った視線を向けられるなか、どこか焦あせったように次へ促うながそうとする雪乃さんに俺は笑顔で続けた。

「いえ、雪乃さん、まだ終わってませんよ」

　雪乃さんの顔が固まる。俺は容よう赦しやなく続ける。

「とりあえず雪乃さんは体力作りのために、毎朝五時半からのランニングから始めましょうか」

　それを聞いた彼女の箸はしから、ポテトチップスが静かに落下していった。

「それと基本的な筋きんトレも少しずつ増やしていきましょう。健全なる精神は健全なる身体に宿るとも言いますしね」

「と、亨とおるちゃん待って、私には他にやることが──」

「はい、それじゃあ最後に麻ま緒お子こさん」

「……ゆ、百ゆ合り永なが雪ゆき乃の、終了のお知らせ」

　カランカランッと箸が落ちる音を無視し、俺はノートから顔を上げ麻緒子さんに問いかける。

「麻緒子さんは自分の弱点、わかってますよね？」

　すると彼女は、どこかもじもじとした様子で、そのきれいな瞳ひとみを伏ふせて答えた。

「……うん、でもカードを目の前にするとどうしても体が勝手に動いてしまうの」

「麻緒子の弱点はどう克こく服ふくするんだよぉー、亨ちゃんよぉー、ぶーぶー」

「そうよ、どうするのよ」

　なぜか雪乃さんと愛理さんに責められている俺は、彼女たちを落ち着かせるようにして話す。

「いいですか、持ってないカードだから、それを欲しがって体が勝手に追いかけて行ってしまう。ならば話は簡単です。カードをコンプリートすればいいだけです」

「コ、コンプリートって言っても」麻緒子さんが少女のように困った顔で言ってくる。「シリーズごとにカードの種類はあって、現行で集められるカードだってたくさんあるんだよ？」

　そんな彼女に、俺は優やさしくうなずいた。

「麻緒子さん、大だい丈じよう夫ぶです。俺も付き合います。だから思う存ぞん分ぶん、カードデスで遊んじゃってください。もちろんお金のことも心配いりません」

「だけど、もし集められなかったら……」

「問題ありません。そのときはそのときで、俺に良い手がありますから」

　そして俺は全員分の弱点とその克こく服ふく方法を読み上げると、ノートをパタンと閉じて息を吐はく。

「それじゃ、これくらいですかね。なにか不満な点は？」

　それから、四人の顔を笑顔のままで見渡した。どうやら全員かなり不満や不安はありそうだったが、それでもグッと堪こらえているようだった。実際、強行的に笑顔でおし切ってしまったが、愛理さんがぷるぷると震ふるえ、今にも爆ばく発はつしてこちらに殴りかかってきそうな雰ふん囲い気きを漂わせているので、俺も内心ビクついている。

「と、亨とおるくん……？」

　そこで、あえかさんが自信なさげに手を挙げた。

「はい、あえかさん、なんですか」

　俺が尋たずねると、あえかさんは上うわ目めづかいでこちらを見た。

「きょ、今日はその……いいんだよね、吞のんでも」

　どこかもどかしそうに尋ねてくるあえかさんに、俺は笑顔でうなずく。

「そりゃもう、今日は悔くいのないよう思う存ぞん分ぶん、吞のんじゃってください。吞み納おさめです。みなさんも明日からの強化週間に備そなえて、悔いのない夜をお過ごしください！」

　するとその瞬しゆん間かん、あえかさんの目の色が変わり、彼女は火がついたように酒を呷あおり始めた。

　そしてそんな彼女を見て、愛あい理りさんが小さくいじけたように愚ぐ痴ちる。

「あえかだけじゃない……そんなことできるの」

　それからテーブルの上に転がっているチップが明後日あさつてのほうを向いたまま笑った。

「亨とおる、てめえなかなか鬼おにだなマジで！　ギャハハハハ──うわおいやめろ愛あい理り！　てめっ、俺様に八つ当たりするんじゃねえ！　って、おまっ、それワインじゃねえか、落ちねえぞ！　ワインは落ちねえんだぞ！　マジでやめろ！　本気でやめろ！　愛理おい、あ、愛理──ッ！」

　そうやって、自分の身代わりになってくれているチップが赤ワインのなかへ突つっ込まれていく寸前で俺は彼から顔を逸そらすと、ほぼヤケ酒と化してジョッキを呷っているあえかさんやカードのコンプリートを夢見る麻ま緒お子こさん、そしてそんな麻緒子さんにひざまくらをしてもらっていじけている雪ゆき乃のさんを見て、多少、心に痛みを感じながらも、必死に自分を肯こう定ていし続けた。

　だって、こうするしか地球に未来はないのだ……たぶん。




「亨くぅ～ん、私、自信ないよぉ……」

　帰り道、甘い香りと酒の匂いを放っているあえかさんを背せ負おいながら、俺は彼女を灯あかり野の家まで送っていた。あれからあえかさんは今日が最後だということで、自分では立っていられないほど大量のアルコールを摂せつ取しゆしたようだった。そして帰る頃にはもう完全にへべれけ状態となっており、先ほどからずっと、耳元で甘えた声ばかり出してくるから本当に困る。

「あえかさん、俺の背中では絶対にリバースしないでくださいよ」完全にふにゃけ、ズルズルとずり落ちてくるのを背負い直すたび、けぷっ、けぷっと軽いおくびを漏もらすあえかさんに、俺はため息をつきながら話しかけた。「それと、いくら恋愛ができないからって酒ばかり吞んで、そんなんじゃいざ美少女戦士を引退して恋愛しようとしても男から引かれてできませんよ」

「そのときはぁ、亨くんにもらってもらぁ～うから、いいもぉ～ん」

「……俺はこんな酒臭い人いやです」

「へえ～？　なんか言った？」

「いえ、べつに」

　普段は可愛かわいいんだけどな……と、そんなことを考えながら、俺は愛あい理りさんからもらった灯あかり野の家までの地図を頼たよりに歩いて行った。そして月明かりの下、暗い夜道を歩きながら灯野は今ごろ勉強でもしているのだろうかと考える。あえかさんを届けたら、彼女に今日のことを話しておこう。

「あえかさん、がんばりましょうね」

　勢い込む気持ちを抑おさえながら、俺は足早に灯あかり野の家を目指した。

　それからマンションに着くとエレベーターで九階まで上がり、部屋のインターホンをおす。

「はい」と応える灯野の声に、あえかさんが上じよう機き嫌げんで「たっだいまぁ～ゆいかぁ～！」と応えた。そしてため息がひとつ聞こえたかと思うと、部屋のドアがガチャリと開き、灯野はすぐに出てきた。

「お姉ちゃん、もう遅いんだからあまり──」と、呆あきれたように家から出てきた灯野が、あえかさんを背せ負おっている俺を見て狐きつねにつままれたような顔をする。「う、右う代しろくん……こんばんは」

「よ、よう」

　目をパチクリさせる灯野は、パジャマ姿（ズボン、イン！）に、髪かみをアップにした状態という、やはりどこか野や暮ぼったい感じの格かつ好こうをしていた。そしてあえかさんと俺を交互に見比べたあと、ようやく事情を吞のみ込んだようで家のなかに入れてくれる。

「い、いいのか？　こんな時間に」

　一応そんなことを訊きいてみると──こういうところが俺のドーテー臭くさいところなのかもしれない──灯野は一いつ瞬しゆんわからないといった様子で頭にはてなマークを浮かべてから、「ああ」と何食わぬ顔で言った。

「うち、お姉ちゃんと二人暮らしだから」

「そうなのか。じゃ、じゃあ……お邪じや魔まします」

　そして俺がぐったりしているあえかさんを背負ったまま家のなかに入ろうとすると、

「あ、でも泊まりはＮＧです」

　と、灯野はキッパリとそう言った。

　灯野家はわりと広めの２ＬＤＫで、あえかさんの趣しゆ味みなのか、絨じゆう毯たんや家具は全体的に白基調のもので統一されていた。聞けば両親は海外出張でここ数年はあえかさんと二人暮らし。こことは別にもうひとつ一軒家の実家があるのだが、利便性を考えた結果、こっちに住むことにしており、一応、仕送りなんかもしてもらっているそうだが、ほとんどはあえかさんのバイト代でまかなっているという。

　あまりじろじろ見るのもあれなので、俺はそのまま真まっ直すぐにあえかさんの部屋まで進んで行くと、ふわふわなシーツの掛けられたベッドに彼女をそいやっと放り投げた。

「あうっ……」

　あえかさんがベッドの上で軽くバウンドする。

「それで、どうしてこんなになるまで吞んだの」

　至し極ごくふやけた表情のあえかさんを眺めながら、灯野が腕を組んで呆れた。

　そんな灯野に、俺は今日の居酒屋での話し合いを簡単に説明した。

「強化週間……それでお姉ちゃんは断酒、と」

「あえかさん、いつも戦いのとき酒入ってるからな。明日から断酒する約束で、今日はこの通り、こんなになるまで吞のんだってわけだ」

「お姉ちゃんが断酒、ね」灯あかり野のはまた可愛かわいらしく「けふっ」と息を吐はいた自分の姉を見み据すえながら、表情を一いつ切さい変えずに続けた。「そんなこと、できるのだろうか」

　そこで俺は、灯野に両手を合わせて頭を下げた。

「それで灯野には、家にいるときだけでいいから、あえかさんが酒を吞まないよう監かん視ししておいてほしいんだ」

「……私が？」

　俺の頼たのみに灯野が困こん惑わく気味に眉まゆをひそめる。俺も無理なお願いだと承しよう知ちの上で頼たのんだのだが、しかし実際、あえかさんが家で酒を吞まないよう監視できるのは同じ家に住む灯野くらいしかいない。

「……やっぱり、ダメか？」

　恐る恐る顔を上げてみると、灯野はあえかさんからこちらに顔を向け、なにか言おうとする。

　しかしその瞬しゆん間かん、そんな灯野の言葉を遮さえぎるようにして、あえかさんが先に口を開いた。

「待って亨くん……私、がんばるから、ゆいかは勉強に集中してていいの」

　上半身を起こしながら、そんな健けな気げなことを言う妹想いのあえかさんに俺は訊きいた。

「でもあえかさん……言ってるそばからその手にあるのは何ですか」

　見ると、いつの間にやらあえかさんの手には缶ビールが握られている。あれだけ吞んだというのに、この人まだ吞むつもりなのか。

「やっぱりお姉ちゃんに断酒はムリなんじゃないだろうか、右う代しろくん」

「いや、出来る。というかやらせる」そう宣せん言げんしたあと、俺は呆あきれつつ、あえかさんの手から缶ビールを取り上げた。「……それにしてもいったいどこからこんなものを、油断も隙すきもあったもんじゃない」

「あぁ、返してぇ、亨とおるくぅーん……」

　赤ちゃんのように両手を伸ばしてくるあえかさんを無視して部屋を見渡すと、ベッドのすぐ横に小さな赤い冷れい蔵ぞう庫こがあるのを見つけた。俺はビールを奪い返そうとしてくるあえかさんを片手でおしとどめながら、さっそく冷蔵庫を開けてみる。するとそこには、冷蔵庫中に所ところ狭せましと詰め込まれた大量の缶ビールが──気分はまさに、隠いん匿とく麻ま薬やくを見つけた麻薬捜そう査さ官かんのそれである。

「こ、こんなに……とりあえずこれは一いつ旦たん回収ですね。灯野、ダンボールかなにかないか」

「えっと、引っ越しのとき使ったのなら、たぶん押し入れのなかに」

　そう言うと、灯野はダンボールを何枚か持ってきてくれた。

　俺はそれを受け取り組み立てると、冷蔵庫のビールをなかに詰め込んでいく。

「それじゃ、私はまだ勉強があるので」

　その様子を少し見てから、灯あかり野のはとなりの自室へと帰って行った。

「亨とおるくん、あとちょっとだけ、ね？」

　すると、ダンボールにビールが詰め込まれていく様をおとなしい子犬のように黙だまって見ていたあえかさんが、冷れい蔵ぞう庫こから取り出される最後の一本を見て言った。

「あれだけ吞のんだのに、まだ吞むつもりですか」

「あーん、だって今日が最後だと思ったら、もっと吞んでおかないとって思って」

　耳を垂たらし、本当に犬のように「クゥーン」と鳴き出しそうな彼女を見て、俺はため息をつきながら、手に持っていたビールを仕方なく渡した。

「じゃあ、これで本当に最後にしてくださいよ」

「わかった！」

　瞬しゆん間かん、ピコピコと尻尾しつぽを振るあえかさんが俺からビールを受け取る。そしてプルタブを引き、そのまま一気に喉のどへと流し込もうとしたところで俺は彼女の手を摑つかんで止めた。

「もうちょっと、味わって吞んでください」

　俺の忠告に、あえかさんがしょんぼりしながら答える。

「はぁーい……」

　そしてしょんぼりとしながら、ちみちみと吞み始めるあえかさん。なんか可愛かわいい。

　それから俺は彼女の部屋に隠かくし酒がないか探し回り──結果、ベッドの下と押し入れにワインボトルが数本あった──それらを入れたダンボールを抱かかえて部屋を出て行こうとすると、後ろからあえかさんに服をつままれ、足を止めた。

「なんですか」ふり返ってみると、そこにはどこか思い詰めたような表情の彼女がいた。「えっと……」

　そんな様子に思わずたじろいでいると、あえかさんは俺の服の裾すそをつまんだまま顔を逸そらし、どこか恥はずかしそうな雰ふん囲い気きを漂わせ、伏ふし目がちにこんなことを口にする。

「亨とおるくん、もしよかったら……よかったらでいいんだけど、私のこと、監かん視ししてほしいの」

「監視って……」

　酒に酔よってとうとうこんなことまで言い始めたかと呆あきれ注意しようとすると、しかしあえかさんは顔を上げ、今にも泣き出してしまいそうな表情で俺の瞳ひとみを覗のぞき込んできて言った。

「自信ないの。亨くんがいなくなったら私、近くのコンビニに行ってお酒を買ってきてしまいそうで……それに、ゆいかにも迷めい惑わくかけたくないし……私、がんばりたくて」

　しゅんとした様子でそう話すあえかさんに、俺は抱えていたダンボールを下に置いて訊きく。

「そうは言っても、どうするんですか。俺が定期的に電話して酔よってないか確認するとか、もし酔ってたら罰ばつ金きんとか、そういうことしか思い浮かびませんけど」

「……たぶん、それじゃあ吞んじゃう」

「じゃあ、いっそのことベッドに縛しばりますか」

「……うん」

　冗じよう談だんで言ったつもりが、あえかさんは両手を前に突つき出して俺の顔を覗のぞいてくる。

　どうやら本当に自信がないようだ。参った。

「じょ、冗談ですよ」

　困り果てた俺が大きく息を吐はくと、あえかさんはベッドからふらふらと立ち上がり、俺の目の前に立って言った。

「亨とおるくん、この家に住んでもらえない……かな」

　酒に酔よってぽっと赤くなっている頰ほお。おまけにとろぉんとした目で儚はかなげに見つめられ、俺は思わず息を吞のんだ。しかもシチュエーションがあえかさんの部屋というからなおさら困る。

　俺はあえかさんから顔を逸そらし、ごくりと一回、生なま唾つばを吞み下すと答えた。

「いや、でも、それはいろいろとまずい気が」

　しかしあえかさんはズイッとこちらに顔を近づけて言った。ふわりと彼女の香りが鼻をかすめる。

「うん、わかってる。でもお願い」

　俺は逃げ場をなくして、天井を仰あおぎながらうなずいた。

「で、ではとりあえず今から灯あかり野のに許可を……」

　すると今度、あえかさんは酔って距きよ離り感覚が曖あい昧まいになっているのか、体ごと迫せまって来て首を振る。

「ダメ。ゆいか、絶対許してくれないよ」

　いよいよ心しん臓ぞうの鼓こ動どうが聞かれてしまう距離まで近づいてきたあえかさんに質問を続ける。

「じゃあ、どうするんですか」

　訊きくと、彼女はふっと体を離はなし、心なしか声を潜ひそめて言った。

「とりあえず今日は帰って。それで明日の早朝、またうちに来て。メールか電話してくれたら私すぐに出るから。それで、上がらせちゃったらこっちのもんだから！」

　こっちのもんって。意味がよくわからない。

「わかりました。それじゃあ明日の朝また来ます。ちゃんと出てきてくださいよ？」

「わかってる、わかってるってぇ！」

　酒に酔っている人間の言葉のため、本当に出てきてくれるのかどうか非常に不安だった。

　けれども実際、彼女に任せるしかないのも事実なのである。

「じゃあ、頼たのみますよ」

　そう言って俺はダンボールを抱かかえると、その日はおとなしく自分の家へと帰った。




　家まで着き、ダンボールを抱え門もん扉ぴを開けるのに手こずっていると、そこで俺はまた鋭するどい視線を感じた。ふと横に目を向けてみる。そこにはこの前の少女が立っていた。

　時刻は夜中の十時半を回っている。

　暗くら闇やみのなかに、ぽつんと少女が立っている姿に俺は一いつ瞬しゆん本気でびびった。そしてその直後、今度は暗闇のなかから背を丸めた老ろう婆ばの姿が浮かび上がってきたため、俺は思わず腰を抜かしそうになった。が、その暗闇からすぅっと浮かび上がってきた老婆を見て、俺は安あん堵どする。

「なんだ、ウメばあちゃんか」

　孫と老婆の霊れいの正体……それは、うちの裏の家に住んでいるウメばあちゃんだった。

「あら亨とおるちゃん、こんな時間にどうかしたのかい」ウメばあちゃんはいつものようにゆっくりとした口調で言うと、先ほどから鋭するどい視線をこちらに投げっぱなしの少女の頭を撫なでて言った。「逢あい夕ゆちゃん、こんな時間にひとりで出歩いたら危ないねえ」

　ばあちゃんに頭を撫でられ、子ねこのように目を細める少女──逢夕。

「まあ、ちょっとね。それよりその子は……ばあちゃんの孫？」

　するとばあちゃんは「おかしなこと言うねえ、亨ちゃん」と顔を上げ、それから俺をじっと観かん察さつするように見ると、顔をくしゃくしゃにして笑った。

「それより亨ちゃん、ずいぶんとまた、ちっちゃくなったねえ」

「ち、ちっちゃく……？」

　大きくならわかるが、ちっちゃくって……ボケちゃったのか、ばあちゃん！

　そして俺の質問に、ばあちゃんは逢夕と呼ばれたその子の頭を撫でながら答えた。

「この子はえぇっと……亨ちゃんの、何だったっけねえ」

「……俺？」

　思わず頭に〝？〟を浮かべると、ばあちゃんは一いつ生しよう懸けん命めいなにかを思い出そうとした。

「そうだよ、亨ちゃんの、えぇっと……」

　しかしまったく話が見えない。おそらくばあちゃんの頭のなかで、過去や現在の記き憶おくがいろいろなものとごっちゃになってしまっているのだろう。

「ばあちゃん、ごめん、俺まったくその子のことは知らないよ」

「ウソつきなぁ、亨ちゃん、恥はずかしがらんで」

　ダメだ、ばあちゃんがなに言ってるのかわからん。やっぱりボケちゃってるのか。

「それじゃあ、ばあちゃん。久しぶりに今度また遊びに行くよ」

　そろそろダンボールを持っている腕が辛つらくなってきたので、俺がそう言って話を切り上げ家に入ろうとすると、ばあちゃんは「久しぶりって、亨ちゃん、おかしなことばっかり言うねえ」と笑った。やっぱりボケてしまっているようだ。少しショックだが、元気そうだから良いか。

　それから俺が家に入ろうとすると、最後にばあちゃんはどこか寂さびしそうな表情を浮かべてこんなことを言った。

「亨ちゃん、この子もちょっと寂しい想いをしてるみたいだから、早くしてあげなさいね」

　逢あい夕ゆがウメばあちゃんにがしっとしがみつきながら、鋭するどい視線をこちらに向けてくる。

　俺はまったく事情が吞のみ込めなかったが、とりあえず笑ってうなずいておくと、家のなかへと入っていった。




　翌日の早朝。灯あかり野の家の前に着くと、俺はあえかさんの携けい帯たいにメールを送った。

　しかし数分待っても返事がまったく返ってこないため、今度は電話を何度かかけてみる。

　だがあえかさん、何度かけても電話に出ない。

　どうするか迷った挙あげ句く、今度はインターホンをおしてみた。しかし出てこない。

　それから俺が、さてどうするかと部屋の前で迷っていると、ようやく鍵かぎの開く音がした。

「あえかさん、頼たのみますよ──」

　そして俺がふり返ってそう言った途と端たん、そこにいた人物と目が合い、思いっきりドアを閉められる。そうだ、そこにいたのはあえかさんではなく、物もの凄すごく眠たそうな顔で寝ぐせをハネさせた灯野だったのだ。

　……あえかさん、あなた出てくるんじゃなかったんですか。いや、ほんと、マジで。

「やっぱり帰るか……」

　そう言って、俺はドアに背を向け空を見上げると、先ほど家を出てくるときのことを思い返した。そう、実は先ほど、こっそり家を出て行こうとするところを俺は闇やみ路じに見つかってしまっていたのだ──。




「右う代しろくん、こんな朝早い時間からそんな大きな荷物持ってどこ行くの？」

　物音を一いつ切さい立てず、抜き足、差し足、忍び足で玄関まで辿たどり着いた俺が、そのまま音もなく静かに家を後にしようと靴くつを履はいていた最中のことだった。どういうわけか最後の最後で、俺は、闇やみ路じに見つかってしまったのである。

「昨日も夜遅くに帰ってきてたし」

「ちょ、ちょっとな」

　そして思わずびくりと肩を揺ゆらした俺が、途と端たんに震ふるえ始める指で靴くつ紐ひもをせっせと結んでいると、闇路は今度、しっとり胸の内に染しみ込んでくるような声こわ音ねでおそろしいことを述べたのだ。

「もしかして……杏あんから逃げるために、ゆいかちゃんの家に行くんじゃないのかな」

　瞬しゆん間かん、見事に図星を突つかれた俺はピタリと動きを止めた。それから恐る恐る、制服に盗とう聴ちよう器きかなんか仕込まれているんじゃないかと、胸ポケットを探る。

　しかし闇路はそんな俺を見て、少し呆あきれたように笑いながら続けた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ右代くん、盗聴器なんて仕込んでないから安心して」

　またしても心を読まれた俺はピタリと動きを止め、ゆっくりと手を靴に戻し、靴紐を適当に結ぶと腰を上げた。これ以上もたもたしていたらまたいつものようにして後ろから闇路に抱きつかれかねないので、そそくさと荷物を手に取る。

「でも、やっぱりゆいかちゃんの家に行くんだね」

　しかし意外なことに、闇やみ路じはそこから一歩も動かないまま、どこか寂さびしそうな声で言った。

　背後に立っている彼女に、俺は声を震ふるわせて答える。

「……ちがう」

　そして俺が鍵かぎを開け取っ手に手をかけると、闇路はまだ続けた。

「じゃあ、どこへ行くの？」

　ドアを開け、外に一歩踏ふみ出したところでその質問に答える。

「どこへだっていいだろ……友だちの家だ」

　すると闇路はまた寂しそうな口ぶりで、拗すねたように言った。

「……右う代しろくん、友だちなんていないくせに」

「う、うるせえ！　余計なお世話だ！」

　まったくもって悲しい現実を突つかれた俺は、惨みじめな捨すて台詞ぜりふと共に家を飛び出した。

　そしてその去り際ぎわ、闇路はいじけた子どものような態度で、こんな言葉を口にする。

「いいもん、右代くんは杏あんからは逃げられないんだから」

〝杏からは逃げられない〟──その言葉が、胸のなかで木こ霊だました。

　それは少しばかり、嫌いやな予感を俺に覚えさせる。

　やはり、帰ったほうがいいのだろうか。

　そう思い、俺が荷物を手に取って歩き出そうとしたちょうどそのときだった。ドアから再び顔を出した灯あかり野のに「とりあえず入って」と、言われてしまう。そしてすぐに彼女は家のなかへ引っ込んでしまったため、そこで帰るわけにもいかず、俺はそのまま灯野家にお邪じや魔ました。

　それから俺は家に上がると──無理やり起こされたであろう寝ぐせがぴょんぴょん愉ゆ快かいに跳はねている、二ふつ日か酔よいでぐったりの寝ぼけた──あえかさんを交まじえ、なぜ俺がこんな朝早くから灯野家を訪れたのか……という事情を灯野に説明した。

　灯野は俺が説明する間、あじの開きをつつきながら歴史の参考書に目を向け、こちらの話を聞いていた。目と耳を異なった対象に向けて使い分けているその姿は、まさしく現代の聖しよう徳とく太たい子しとでも言えようか。それにしても彼女の勉強に対する執しゆう念ねんはすごい。もはや勉強が灯野にとっての酸さん素そのような役割を果たしていると言っても過か言ごんではない。まるで勉強のこと以外は考えたくない様子だ。息が詰まらないのだろうか。

「──というわけで、俺はこんなにも朝早くから灯野家へと訪れたわけです」

　長々とした俺の話を聞き終えると、灯野は目を半開きにしてこっくりこっくりと夢の続きに片足を突っ込んでいるあえかさんを一いち瞥べつして言った。

「ダメ、絶対ダメ」

　瞬しゆん間かん、その言葉にピクッと反応したあえかさんが目を覚さますと、次に情けない顔になって灯あかり野のに泣きついた。

「ゆいか、お願い。あくまで私の監かん視し役としてだからぁ」

　今まで寝ぼけていたと思っていたのに、ちゃんと話の内容を理解しているあえかさんに俺は少々驚おどろく。参考書に目を向け話を聞いていたり、半分眠っていたかと思いきやしっかりと話の内容を把は握あくしていたり……この姉妹は同時にいくつの物事を並へい行こうして行えるのだろうか。

「ねえ、ゆいかぁ～」

「ヤダ」

「ゆいかぁ～」

　参考書を持つ腕にしがみついてくる姉を、妹は迷めい惑わくそうに振り払い食事を続ける。

　俺はそんな姉と妹が逆転してしまったような光景を見て、口を開いた。

「あえかさん、まあこうなることはわかっていたことですし、諦あきらめましょう」

「でも私、自信ない」

「そこはがんばってください」俺は立ち上がると、荷物を手に取って言った。「じゃあ俺はまだ時間があるので帰ります。灯野、朝早くから悪かったな」

　参考書に目を向けながら器用に魚の骨を避よけつつ身を食べる灯野にそう告げ、玄げん関かんへ向かう。背後では未いまだにあえかさんが灯野に泣きついていた。

「……せっかく亨とおるくんが、ゆいかの負担を減らすためにって立ててくれた作戦なんだよ？」

　そして靴くつを履はく俺の後ろで、そんな言葉が聞こえる。まあ、あえかさんががんばればいいのだけれども。

　そんなことを考えながら、俺が乱らん雑ざつに結ばれた靴くつ紐ひもを解ほどくため手こずっていると、今までだんまりを決め込んでいた灯野が一言、「……わかった」と言って立ち上がる気配がした。足音がこちらに近づいてくる。そしてそのまま背後までやってくると、「右う代しろくん、まだ靴履いてたの」と、後頭部に向かって驚おどろかれたような声をかけられた。

「なかなか結べなくて」

　ふり返って苦笑する。そんな俺を見て灯野は「まあいいや」と言うと、その場に膝ひざをついた。

「右代くん、お姉ちゃんのこと、よろしくお願いします」

「……えーっと、ってことは、つまり」

「うん、帰らなくていい」灯野は静かにうなずいたあと、それからキッパリと言った。「ただあくまであなたはお姉ちゃんの監視役としているだけ。そこのところは、しっかり認にん識しきしておいてほしい」

「わ、わかった」

　俺がうなずくと、灯野は音もなく立ち上がり、「じゃ、あとはよろしく」と言ってリビングへ戻って行った。

　そしてそれと入れ替わるようにして、あえかさんがこちらにやって来る。

「亨とおるくん、これから一週間、よろしくね」

　はにかむ彼女に、俺はうなずく。

　こうして、ドロップスの強化週間が幕まくを開けた。




　　　　　　　　　　　　　　　２




　強化週間、一日目──。

　学校が終わると、俺と愛あい理りさんは近くの駅で待ち合わせをし、猫カフェに向かった。

　愛理さんは会ってからずっと、生気のないジトっとした目をしており、猫カフェに向かう途中も延えん々えんととなりでうじうじとなにか独ひとり言ごとをつぶやいていた。

　そんな愛理さんにチップが「情けねえ」と煽あおるも、彼女は「なんであんたまでついてくるのよ」とそれだけで、いつもの威い勢せいがない。その様子を見てチップは「普段生意気な愛理のおもしれえもんが見れそうだ」と、俺の腕のなかでひとり意気込んでいた。

　それから俺は、目を離はなすとすぐに帰ろうとしている愛理さんをズルズルと引っ張って行き、歯医者を嫌いやがる小さな女の子よろしく、駄だ々だをこねて店のドアに両手をかけて入ろうとしない彼女を無理やりなかへとおし込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、この時間はたぶん猫たちもお昼寝していて大人しいはずですから」

　そう言って愛理さんをなだめるが、しかしいざなかへ入ってみると、午後のお昼寝をしていた猫たちはビクつく愛理さんの気配にむくりと起き上がり、そろそろと彼女へ群むらがり始めた。

　ちょっと見当が外れたな、と考えているうちに、見る見るうちに愛理さんの体へ張り付いていく猫カフェの従業員（猫）たち。

「いやぁ～ん、もぉ～！　亨とおる、あんた見てないで助けなさいよぉ～！　キャー！」

　そして愛理さんは泣きながら笑い、何とも情けない声を出してその場におし倒されると、そのまま髪かみで遊ばれたり、股またの間に入り込まれたりで、見事に猫のおもちゃ（アスレチック）と化していた。当然、彼女のパンツは丸見えであったが、俺はそれから目を逸そらし、いつの間にか腕のなかから消えているチップを探す。てっきりチップは、そんな愛理さんの情けない姿を楽しんでいるのかと思いきや、どうやら彼も彼で大変そうである。

「と、亨、助けてくれ……！　あっ、やめ、そこは……ッ！」

　小声で助けを呼ぶチップを見に行ってみれば、こちらにも小さな猫の山が出来上がっていた。

　見れば猫たちはチップに群むらがり、彼のボタンの目を引きちぎろうと躍やつ起きになっている。しかし動くに動けないチップは愛理さんと同じくなされるがままである。その様子はまさしく集団リンチそのものだった。

「亨、早く、早く……！　こいつら本気で俺様の目を引きちぎろうとしてるんだ……ッ！」
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　さすがに愛あい理りさんとは違い、こちらは助けないと本気でヤバそうだったので俺は猫たちを一匹ずつチップから剝はがし、彼を救出した。

「亨とおる、俺様のボタンの目は大だい丈じよう夫ぶか……？」

　悄しよう然ぜんと訊きいてくるチップのボタンの目を覗のぞき込む。すると彼のボタンの目は見事にカキカキとかじられたようで、猫たちの嚙かみ痕あとがクレーターのように刻まれていた。

「だ、大丈夫だ……」

　たぶんあとで鏡かがみを見たとき相当落ち込むだろうが、今はこう言ってやるしかない。

「なんで俺様を離はなすんだよ。こんなところで放置するな」

「悪い。おまえなら平気だと思ったんだがな」

　俺は謝あやまって、チップをしっかりと抱きしめた。相変わらず抱き心ごこ地ちだけは最高である。

　それからしばらく猫たちのおもちゃにされていた愛理さんを眺めたあと、俺は彼女から猫を剝がして助けた。見ると愛理さんは服を乱されたまま、半ば放心状態でぐったりとしている。目に光がないのは気のせいだろうか。

「大丈夫ですか？」

　俺が愛理さんに手を伸ばすと、彼女はふと意識を取り戻し目に涙を浮かべながら睨にらんできた。

「亨……今度、鳴めいちゃんをたくさん愛めでさせなさいよ」

　俺の手を握って、ゆっくりと立ち上がり、愛理さんがギロリと脅おどしてくる。

「は、はい……それで、動物苦手は改かい善ぜんされましたか？」

　けわしい顔の彼女を目の前に尋たずねると、愛あい理りさんは服を正しながら怒った。

「こんなめちゃくちゃにされて改善されるわけないじゃない！」

　両手を広げ、見てくれとばかりになにかを訴える愛理さん。しかしそんなことを言いながらも、彼女は飛びついてくる猫たちを何食わぬ顔で払っていた。先ほどまであれだけ怯おびえていたのに、なんて成長の速い人なのだろうか。

「だけどまあ、成果はあったようですね。もしかして触さわらずギライだったとか」

「知らないわよ。こんなことされたら嫌いやでも平気になる」

　そう言って愛理さんはツンとそっぽを向いて、さっさと猫カフェを出て行ってしまった。

　残された俺は、猫たちにありがとうと言って後を追う。

　もしかしたら少し荒あら療りよう治じだったかもしれない。ちょっとは改かい善ぜんしたようだが、下へ手たしたら余計苦手になる可能性だってあった。

　……だが、今はやはりこうするしかない。これも彼女たちのため。と、俺は心を鬼おににする。

　しかし愛理さんもそのことを理解してくれているのか、それっきり、あまり文句を言ってはこなかった。

「……もしもし、鳴めいか。これから愛理さんと遊べるか？　うん、えっ、杏あんたん？　杏たんはいいよ。とりあえず、そうだな、お母さんと食事してくるって言って抜け出して来い。うん、うん、じゃあ駅前にいるから。車に気をつけろよ。おう、それじゃ」

　俺は通話を終えると携けい帯たいをポケットに滑すべり込ませ、前を歩いている愛理さんを呼び止めた。

　そして、ひどく不ふ機き嫌げんそうな彼女の顔に向かって、へりくだったように笑ってみせる。

「愛理さん、今日はがんばってくれたので、これから鳴と遊びません？　夜まで大だい丈じよう夫ぶですか」

　するとそれを聞いた途と端たん、愛理さんの表情は一気に晴れやかになり、どんよりと沈んでいた彼女を覆おおうオーラが一いつ瞬しゆんにしてパッと弾はじけ跳んだ。

「だ、大丈夫に……決まってるじゃないッッッ！」

　嬉うれしさのあまり、彼女の声がわなわなと震ふるえる。

　それから愛理さんは「愛理たん！」と言ってぴょこっと駅前にやって来た鳴と共に、夕暮れの街へと消えていった。




　強化週間、二日目──。

　今日も俺は学校が終わると塾じゆくへは行かず、近くのデパートで麻ま緒お子こさんと合流して、そのままおもちゃ売り場横のトレーディングカードアーケードゲームフロアへと向かった。

「と、亨とおるくん……本当に、大丈夫？」

　麻ま緒お子こさんがひどく心配そうな顔をして訊きいてくるので、俺はうなずいて言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。俺あまり普段は金使わないので、それなりに貯たまってますし」

　フロアへ着き、そう言うと、俺は麻ま緒お子こさんから何枚かカードを受け取り、トレーディングカードアーケードゲームの筐きよう体たいに群むらがる幼女たちの列に並んだ。そして麻緒子さんと二人手分けして、とりあえず最新シリーズのカードから集め始める。麻緒子さんの話によると、普通のレアなら六～十二枚ほどの間かん隔かくで出てくるというので、そこを見み計はからって列に並べば良いらしい。しかし高レアになると確率はアテにならなくなり、そればかりは運だという。

　小さな幼女たちのなか、自分と麻緒子さんの頭二つ飛び抜けているこの状況に俺は死ぬほど恥はずかしくなった。特に幼女たちのお母さんたちの視線がとてもきつい。

　しかしこれも地球の未来のため……そう己おのれを説得しながら、一回プレイしては幼女たちの列に並び、またプレイしては幼女たちの列に並びを繰くり返し、俺は自おのずとゲームに熱中していった。

　混み合っていたのも最初だけだったようで、時間も遅くなると、だんだんと空すいてきて、最終的に俺と麻緒子さんはデパートが閉店するまで何回も連続してゲームをプレイすることができ、カードのコンプもスムーズに進んだ。

「亨とおるくん、あの、私なんかのために今日は……ありがとう」

　閉店時間となり、俺たちは急いで地下のお菓か子し売り場へと走ってカードがおまけで付いているチョコスナックを大量買いすると、追い出されるようにしてデパートを飛び出した。さすがに数時間も騒さわがしい環境でリズムゲームをしていたせいで、俺はもうくたくただった。

「欲しいカードは集まりましたか？」

「う、うん……見て、このカード、とっても素す敵てきなの」

　近くにある公園のベンチでコレクションを眺めながら、めずらしく高こう揚ようしている様子の麻緒子さんが、子どものようにはしゃいでコレクションを見せてくれた。大勢でいるといつも口数少なめで、見た目も完全に大人びたお姉さんに見える彼女が、幼女向けのカードを見てこんなふうに喜ぶ姿は実に不ふ思し議ぎなものだった。

　これがいわゆる〝ギャップ萌もえ〟とかいうやつなのだろうか。

　だけど麻緒子さんは物静かで優やさしいし、姉にするなら断然、麻緒子さんだよな……。

　そんなことを考えながら、俺はすべて開封済みのチョコスナックを貪むさぼって休きゆう憩けいする。

　ひとまずこれで現在手に入れられる種類のカードはほぼすべて揃そろったのである。あとはちょくちょく時間があるときにでも揃っていないものの穴を埋うめていけば良い。そしてその他の手に入らない限定のレアカードなどがあれば、それはもうカード専門店へと行き集めるしかない。

　俺はチョコスナックをすべて平らげると、後日、麻緒子さんとカード専門店へ行く約束をして別れ、それからへとへとになりながらも、今度はあえかさんのバイト先まで彼女を迎むかえに行った。どうもあえかさんは、いつもバイトが終わると居酒屋か酒屋へ直行してしまうので、それをがっちりと引き止めてくれというのだ。

「……へっくしッ！」

　少し肌寒くなってきた十月の夜空の下、俺は駅前の喫きつ茶さ店てんからあえかさんが出てくるのをひたすらに待った。

「亨とおるくん、おまたせ」

　それから数十分後、喫茶店からあえかさんが小走りで向かって来る。

　俺はそれを確認すると立ち上がり、ポケットに手を入れながら近づいて行った。

「バイト、おつかれさまです。冷えますね」

「うん、ありがと。そうだね、ちょっと寒いね」そしてあえかさんは俺の瞳ひとみを覗のぞき込み、少々照れ臭くさそうにして言った。「……な、なんかこういうのって、デートみたいだね」

「えっ、そ、そうですか……へぇーはぁー」

　思いもしないことを口にされ、うっかりそんな言葉を漏もらしてしまう。

　それにしてもなんだろう、我われながら中学生の初デートっぽい初うい々ういしいこの雰ふん囲い気き……。

「そ、それより亨くん、おなかすいてない？　なにか食べてく？　もちろん私の奢おごりで」

　話題を変えるようにして急に口を開いたあえかさんに、俺はすまなそうに答える。

「いや、でも──」

　するとあえかさんは俺の腕を取り、

「いいの、いいの。亨くん、塾じゆくまで休んで私たちのためにいろいろとやってくれてるし」

　と、ぐいぐいと引っ張って歩き始めた。

　俺は腕を引っ張られながらも、あえかさんがそこまで言ってくれるならと、素す直なおにごちそうしてもらうことにした。

「じゃ、じゃあ……お言葉に甘えて。あっ、でもお酒はダメですよ」

「もお、わかってるってぇ！」

「ところで、灯あかり野のは誘さそわなくていいんですか」

「ゆいかは誘っても来ないの。勉強しながら家で冷凍食品食べるのが好きみたい」

「……あいつ、マジで勉強の鬼おにだな」

　それから俺はあえかさんに連れられて、高校生では入れないような、少し高そうなお店で夕食をごちそうになった。

　ちなみにあえかさん、約束通りお酒は吞のまなかったものの──ちゃっかりお酒のページは開いて──メニューにノンアルコールビールがあるのを見つけ、「お願い！」と懇こん願がんしてきたのである。

　俺は少し考えた挙あげ句く、さすがにここは妥だ協きようしなければ彼女の身が保もたないと思い、首を縦たてに振る。それに奢ってもらう分ぶん際ざいでそれすらも〝ＮＯ〟とは言えるはずがなかった。




　強化週間、三日目──。

　初日から続いている雪ゆき乃のさんの早朝ランニングも早三日が過ぎた。にもかかわらず、雪乃さんは相変わらず、集合時刻を過ぎても待ち合わせの公園に姿を現わさない。そのため、俺はいつものように雪乃さんと麻ま緒お子こさんが二人暮らしをしているアパートまで向かい、まず雪乃さんを部屋から引きずり出すところから始めなければならないのであった。

「おはようございます、右う代しろです」

　インターホンをおし名前を告げると、眠たそうな麻緒子さんがドアを開けてくれる。

「亨とおるくん、おはようだね……」

　麻緒子さんはいつもポニーテールに結ゆっている髪かみを下ろし、胸元がやけにゆるいパジャマ姿で現われる。毎回俺はそんな無防備な彼女から顔を逸そらしつつ挨あい拶さつをし、それからなかに入れてもらうと、ライトスタンドを点つけたまま机の上で居眠りをしている雪乃さんのところまで散らかった部屋を歩いて行く。ちなみに麻緒子さんは少しだけくせっ毛だ。

「雪ちゃん、亨くん、来たよ」

　そしてほのぼのと麻緒子さんが雪乃さんを優やさしく揺ゆり起こしている間に、俺はそこらへんに散らばっている漫まん画がの原げん稿こうを集めて、ページ順に整えた。

「今日も遅くまでやってたんですかね」

　俺が一枚、手に取って訊きいてみると、麻緒子さんが微ほほ笑えみながら答えてくれる。

「うん、雪ちゃん、たぶん今日も四時くらいまでやってたと思うの……」

「うっ……」

　それを聞き、俺は胸をおさえながら初日にこの部屋を訪れたときと同じような心境に陥おちいっていた。

　そう、実は雪乃さん、なんと漫画家だったのである。そして俺は、そんなことも知らずに彼女を早朝ランニングに連れて行こうとしていたのである。あの日もきっと、雪乃さんは明け方まで原稿を描かいていたのだろう。そして力尽き、ようやく眠りについた……ところがそこへ、俺が早朝ランニングという拷ごう問もんを持って来たのだ。嗚あ呼あ、心が痛い。

　俺は胸をおさえながら、初日と同じように「……あの、やっぱりやめときます」と口にしようとしていた。しかし麻緒子さんがあの日、そんな俺に優しく微笑みながら言ってくれたことを思い出す。「大だい丈じよう夫ぶだよ、亨くん。雪ちゃん、昨日から早朝ランニングも筋きんトレもするつもりでいたみたいだし、それに体も動かしてないから良い機会って言ってたから」

　俺は立ち上がった。あの日、雪乃さんと一いつ緒しよにがんばって行くことを決めた決意と共に──。

「雪ちゃん、朝だよ、起きて」

　麻緒子さんが揺すると雪乃さんは「うぅーん……」と呻うめきながら、ようやく目を覚さました。

　見れば彼女は寝ぐせを好き放題ハネさせ、頰にはインクの跡あとまでつけている。

「……亨とおるちゃんが、私を地じ獄ごくへ連れに来たのか、ガクリ」

　パタッと倒れ、近くにあったスナック菓が子しの袋をもそもそとかぶろうとする雪乃さんにタオルと洗顔料を渡す。

「疲れてるのにすいません。とりあえず、顔洗いますか」

　すると、雪ゆき乃のさんは死ぬほどだるそうにブツクサ言いながらも洗面所へと向かっていった。

　それから俺が外で待っていると、麻ま緒お子こさんに見送られ、今にも死にそうな雰ふん囲い気きで雪乃さんが部屋から出てくる。

「雪乃さん、大だい丈じよう夫ぶですか。顔、死んでますけど」

　アパートの階段を下りゆっくりと走り出すなか、俺はぐったりとしている雪乃さんに尋たずねた。

「……さっき眠りについたばっかだったのに、すぐ起こされて走らされてるからね。一日の睡すい眠みん時間がたった二時間しかない……はぁーあ、私は美少女戦士で特とく殊しゆ部隊になった覚えはないんだけどなぁ」

「ほんと、雪乃さんが漫まん画が家かだったなんて知らなくて、すいません」

　半分白目になりながらゾンビのように走る雪乃さんに、俺は頭を下げる。

　ちなみにこの前の居酒屋で、あえかさんがなぜあんなに雪乃さんの家に泊まるのを止めさせたのか。その理由はおそらくその言葉通り、夜通しこき使われ、朝チュンまで体力の限り漫画の原稿を手伝わされるからだろう。決してやましいことはないのである。

「そういえば、漫画の内容はドロップスのことなんでしたっけ」

　呼吸のリズムを整えながら、辛かろうじて横に追いついてくる雪乃さんに訊きくと、

「……そう。いまは、ドロップスの、こと」

　と、彼女は息を切らしながらぶつ切りに言葉をつなげていった。

「考えましたね。もちろんノンフィクションですよね」

「……まぁ～ね～」

「じゃあ、俺は出てきますか」

「……うん。チップの子分として、だけど」

　子分か。まあ、やってることは子分とか代行とか、そこらへんだよな、悲しいけど。

「……でも安心して、すごくかっこよく、描かいてあげてる、から」

「イケメンですか」

「……にゃはは」

「今度読ませてくださいよ」

「……じゃあ、ちゃんと買って、読んで。少女漫画雑ざつ誌し、だけどね」

「わかりました」少女漫画という言葉に、俺はどこか不ふ敵てきに笑った。「幼女の群むれに混ざって遊ぶこの俺にとって、少女漫画雑誌を買うくらい朝飯前ですよ、はっはっは」

「……あと、亨ちゃん」

「なんですか？」

　そこで、雪乃さんが死んだような目になって言った。

「走ってる最中、話しかけないで……しんどい」

「……はい」

　その後、俺たちは途中の公園で軽く筋きんトレをすると、それぞれの家に戻り、それぞれの一日を始めた。




　こうして、ドロップスの強化週間は四日目、五日目と順調に過ぎていく。

　愛あい理りさんには動物ドキュメンタリーを見て動物に対する理解を深めてもらい、麻ま緒お子こさんとはカード専門店を回ってレアカードを集め、雪ゆき乃のさんには辛つらいだろうけれども毎朝のジョギングと筋トレを欠かさずしてもらう。そしてあえかさんもかれこれ断酒五日目と、ドロップスの強化についてはそれなりに順調とも言えた。

　しかしそんな一方で、灯あかり野のだけはどうも調子が悪いようだった。と言うのも、女子にとって家に同年代の男がいるというのはやはりそれなりに余計な気を遣つかわなくてはならないらしく、日に日に彼女がイライラとしていく様子に俺は最近になって気がついた。なるべく俺も彼女の逆げき鱗りんに触ふれないよう注意を払って生活を送るのだが、それでもお風ふ呂ろやトイレなんかに関して女子は相当気を揉もんでいるらしく、こちらが気をつけていても、同じ家に男がいるという時点でイライラは募つのっていくようなのだ。特に俺はこの生活で、トイレの数は重要だと痛感した。

「そういえば初めてかもしれないな。こんなふうに一いつ緒しよに登校するのは」

　そして、今け朝さはあえかさんのバイトが朝からだというので、鍵かぎの都合上、俺は灯野と一緒に家を出ることとなった。彼女は相変わらずで、今日は歴史の参考書を読みながら歩いている。

「勉強、できてるか」

　不ふ機き嫌げんそうな灯野との沈ちん黙もくはどうも居い心ごこ地ちが悪かった。

　俺は話しかけないほうが良いと思いつつも、適当な話題を振ってみる。

「……それなりに」

　灯野は無ぶ愛あい想そうな態度で短く返事をした。

　会話はそこで途と切ぎれ、ますます気まずくなってしまう。

　俺は歩くペースを少し遅らせ、彼女の半歩後ろに下がった。

　すると灯野が立ち止まり、ふり返って言った。

「右う代しろくんは、本当にいいの？」

　唐とう突とつに投げかけられたその質問に、俺も立ち止まって聞き返す。

「いいのって、なにが？」

　首をかしげると、灯野は参考書を閉じ、こちらに向き直ってそっと口を開いた。

「……最近、勉強できてないでしょ、右代くん。成績は落ちてないみたいだけど、それならそれで、勉強をすればもっと上を目指せるはず。だから、お姉ちゃんたちに構ってて本当にいいのかって思って」

　やけに真剣な眼まな差ざしを向けてくる灯あかり野のに、俺は平気な顔で、カラッと笑ってみせた。

「いや、俺は別に……やることがなかったから勉強していただけだし」

「だけどこんなことやっていて、将来のこととか大だい丈じよう夫ぶなの。本来なら右う代しろくんは勉強をしているはずでしょ。いくら私たちの仲間になったからと言って勉強の時間まで割さく必要はない」

　語気を強めてそんなことを言われ、俺は少し寂さびしくなりながらも情けなく笑って答えた。

「俺は将来より、まず地球の未来が心配だけどな」

　灯野がじっとこちらを見み据すえる。しかしすぐにくるりと向き直って、再び歩き出した。

　俺はその背中に訊きいてみる。

「灯野は、あまりやりたくないのか、美少女戦士」

　なんとなく返事は予想できた。

「やりたくない。出来ることなら今すぐやめてしまいたい」

　しかし彼女は思っていたところよりも、ずいぶんはっきりと答えを述べた。

「……どうして？」

　恐る恐る訊いてみる。灯野はしばらくその質問には答えずに歩き続け、それから信号で止まると、ふと口を開いて言った。

「私は勉強がしたい。将来のために、いまは勉強をしておきたい。それだけ」

「……だけど、勉強以外にも地球を救うっていう名めい誉よがあるじゃないか。こんなこと、だれもができることじゃないと思うけどな」

　ふとそんなことを口にすると、灯野の雰ふん囲い気きが一気に冷えていくのがわかった。そして、

「あなたに私の気持ちなんてわかるわけない」

　と、急に突つき放すような強い口調で言って灯野は先を歩いて行ってしまった。

　……俺、なにかまずいこと言ったのだろうか。

「右う代しろくん？」

　そこへ、背後からだれかに声をかけられる。

「……なんだ、闇やみ路じか」

　ふり返ると、そこには闇路の姿があった。しかし俺はそれっきり、なぜ闇路がこんなところにいるのか疑問すら抱いだくことなく、彼女の存在を受け入れてしまう。だが俺はここで疑問を抱くべきだった。なぜ灯野家とはまったく別の方角にある右代家に居候いそうろう中の闇路がこんな場所にいるのか。俺はそれを、このとき問い質ただすべきだったのだ。

　しかし俺の頭はそんなことよりも灯野が残していった言葉のほうにすっかり支配されており、闇路の存在なんて今はどうでもよくなっていた。

「右代くん、本当にゆいかちゃん家にいるんだね。杏あんさみしいよぅ」

　そして、闇路がいつものように腕にしがみついてこようとする。その瞬しゆん間かん、同時に俺が歩き出したため、彼女の腕は見事に空くうを切った。幸い転こけなかったものの、闇やみ路じはぷくぷくと拗すねたように頰ほおをふくらませる。

「右う代しろくん、最近杏あんに冷たいよ？」

「おまえには鳴めいがいるんだからいいだろ」

　後ろでふくれている彼女に適当に返す。すると、

「やだもん。杏は、右代くんも手に入れちゃうんだもん！」

　と言って駄だ々だをこね始めた。

　しかし俺はそんな彼女を放って学校へと向かう。

　闇路には申し訳わけないが、今の俺は灯野になにかまずいことを言ってしまったのではないかという不安でいっぱいで、いちいちその駄々に付き合っている暇ひまはなかったのである。

　……ただ、もしここで俺がもう少しだけ闇路に興きよう味みを持っていたら、俺たちは世界の終わりに直面することも、なかったのかもしれない。




　俺は失敗した。それは、夜のことだった。

　その日も俺は、いつものようにドロップスたちの苦手克こく服ふくに付き合ったあと、あえかさんを連れ、へとへとになりながら灯野家へと帰宅した。

　ここに来てもうすぐ一週間。ようやく俺も灯野家での生活に慣れてきた。だけどあと二日でここを出て行くことになる。

　──と、そんなことを考えていた俺は、最後の最後で完全に油断した。

　玄げん関かんでロングブーツを脱ぐあえかさんより先に家へと上がり、それから手を洗うため洗面所へ入ったところで、俺はちょうど、服を脱ぎ上半身が裸はだかとなった灯野と、鏡かがみ越ごしに出くわしてしまったのである。彼女は鏡に背を向け、ぼんやりと自分の背中を見つめていた。

「わ、わるい！」

　そう言って急いでドアを閉める。気をつけていたはずのことをいよいよやってしまった。

　しかしドアの向こうから聞こえてくる灯野の声は、予想よりずいぶんと静かなものだった。

「……背中、見た？」

　てっきり怒るかと思いきや、やけに落ち着き払っているその反応に、俺は胸を撫なで下ろす。

「い、いや……ちょっとだけ」

　そしてなにを思ったのか、俺は正直にそんな返答をしていた。だが仕方がない。それが事実なのである。俺がドアを開けたとき、目の高さにあったのは、彼女の裸よりも顔だった。そこでちょうど目が合い、俺は反射的にドアを閉めたというわけだ。

「……そう」

　しかし灯野はそんな俺の返答を聞いても、まったく怒るでも恥はずかしがるでもなく、そうポツリと言うと風ふ呂ろのなかへと入っていった。

　それから俺は洗面所のドアに寄り掛かりながら安あん堵どのため息をついたあと、ふとそこで、先ほどの彼女の質問に違い和わ感かんを覚えた。そういえばなぜ灯あかり野のは前ではなく背中を見たかだなんて訊きいてきたのだろう。普通は、逆ではないだろうか？

「あれ、そんなところでどうしたの亨とおるくん」

　俺がドアに寄り掛かり、ぐったりとしてそんなことを考えていると、そこへスーパーの袋ふくろにノンアルコールビールの缶を大量にぶら下げたあえかさんがやってくる。

「いや、ちょっと洗面所で灯野と遭そう遇ぐうしてしまいまして」

　疲れたように笑いながら俺が答えると、あえかさんはどこか心配そうな声を出して言った。

「……見たの？」

　その声に、あえかさんの顔をふと見る。彼女はどことなく憂うれいを帯びた顔つきをしていた。

「いや、そんなにはっきりとは見てませんよ。裸の灯野が見えた瞬しゆん間かんにドアを閉めましたから」

「じゃあ、なにも見てないのね？」

「えっ、いや、まあ……はい」

　何も見ていないのはたしかだが……しかしその彼女の言い方からは、ただ単に裸を見たとかそういったことを訊いているのではないような雰ふん囲い気きが窺うかがえた。先ほどの灯野と同じようなニュアンスだ。

　それはなにか、見てはいけないようなものを見たのか見ていないのか尋たずねてくるような……。

　灯野は背中を見たかと言っていた。ならば、背中になにか見られたくないものがあるのかもしれない。彼女の背中に、なにがあるのか。そんなこと、間ま違ちがっても訊けるはずはないが。

　そのあと俺は立ち上がると、あえかさんと一いつ緒しよにリビングへ向かい、嬉うれしそうに「まずい、まずい、でも仕方ない！」とノンアルコールビールを吞のむ彼女の横で、ドロップスたちの苦手克こく服ふくノートに今日の経過記録を書き込んでいった。

　とりあえず、それなりに効果は出てきた。愛あい理りさんは道みち端ばたで犬を見かけてもそこまで過か剰じようにびびらなくなってきたし、麻ま緒お子こさんのカードコレクションもだいぶコンプリートに近い状態になってきている。雪ゆき乃のさんは筋肉痛が辛つらいとか言いながらも達成感を感じているようで心なしか猫ねこ背ぜも治なおってきているし、そしてあえかさんも見ての通り、毎日、断酒をがんばっている。

　この調子なら次に敵が現われたとき、普通に戦うことはできそうだ。このまま強化が順調に進めば新しいドロップスが誕たん生じようする前に負けるということはまずないだろう。それに万が一、特訓の成果が発はつ揮きできなくとも、灯野がこちらにいる限り、ドロップスたちが負けるということはない。

　もちろん次に敵がどんな手に出てくるかわからない以上、そんなに悠ゆう長ちように構えてはいられないが、しかしそれなりに不安は拭ぬぐい切れたという実感はあった。

「あえかさんたち、よくがんばっていますね」

　俺はノートを閉じ、すでに三本目の缶をプシュッと開けたあえかさんに言った。

　するとあえかさんは「うん」と微ほほ笑えみ、缶をぐいっと呷あおって喉のどを鳴らした。

　しかし、そんな安心感はすぐに打ち砕くだかれることになる。

　そして俺の──いや俺たちのなかで今までぼんやりとしか意識してこなかった〝世界の終わり〟という結末は、いよいよ現実味を帯びて、すぐそこまでやって来ていたのだ。




　それは翌日の朝のことだった。

　昨晩のこともあって俺はその日、灯あかり野のより少し先に家を出て学校へ向かった。

　そして学校へ着き、上うわ履ばきに履はき替えたところで、俺は昇しよう降こう口ぐちの掲けい示じ板ばんに人だかりができていることに気がついた。普段から、試験の順位発表以外では素通りされてしまう掲示板に、そんな人だかりができることなんて珍めずらしかったため、俺はいったい何事かと興きよう味み本位で近づいてみる。

「な、なんだよこれ……」

　そして俺は一いつ瞬しゆん、心しん臓ぞうにチクリと細い針はりを突つき刺されたような痛みに襲おそわれ言葉を失った。

　俺の目の前にある掲示板──そこにはでかでかとした文字で『一年Ａ組の秀才・灯野ゆいかと右う代しろ亨とおる、只ただ今いま仲良く同どう棲せい中』と書かれたポスターが貼はってあった。そしてその下には俺と灯野が彼女の家から出てくる写真や、入って行く様子の写真がたくさん貼られている。

　いったいだれがこんなことを──と、犯人を突き止める前に、俺はすぐさま、灯野がやってくるまでにこの大きなポスターを剝はがそうと人ごみを搔かき分けていった。こんな物を灯野が目にすれば、それこそどうなるかわからない。それに今の彼女はいろいろなことに相当ストレスを抱かかえている。これ以上の刺激を彼女に与えることは絶対に避さけたかった。

　そして俺は人ごみのなか、ようやくポスターの目の前まで辿たどり着く。

　しかしそのとき、背後から大きな声がした。

「ゆいかちゃん、これって本当なの!?」

　周りの生徒と同じようにして、俺はすぐに後ろへふり返った。

　するとそこには、参考書を手に、ポスターを見て固まっている灯野と、そんな彼女に話しかける闇やみ路じの姿があった。

「ゆいかちゃん、もしかしてもう右代くんと……その、しちゃったの？」

　俺はそのわざとらしく声を上げている闇路を見てすぐにわかった。そうだ、これはすべて彼女の仕し業わざなのだ。昨日の朝、闇路が俺の家とは別の方向からやって来たこともこの写真を撮とるためだったに違いない。

　完全にしくじった。あのとき、もうちょっと彼女に注意を払っておくべきだった。敵である彼女に。そうすればこうなる前に気づけていたかもしれない……俺はようやく、自身の過あやまちに気がつく。しかし、今さら後悔してももうすべてが手遅れだ。

　俺は考えるのをやめ、自みずから犯人だとバラすような真ま似ねをした闇やみ路じに向かって声を上げた。

「闇路、おまえ！」

　俺の声に気がつくと、彼女は楽しそうにはしゃぎながら「キャー！　右う代しろくんが怒ったぁ！」とどこかへ走り去ってしまう。続いて灯あかり野のも、硬い表情のままその場から去って行った。

　俺は前へ向き直り、ポスターをぐしゃぐしゃに剝はがした。周りの野や次じ馬うまたちがなにか言いたそうな底そこ意いをはらんだ顔をして散っていく。

　それから俺は剝がしたポスターを焼しよう却きやく炉ろに突つっ込んだあとすぐに教室へと向かい、ちょうど缶ジュースを手にクラスの女子たちと教室へ入って行った闇路を再び廊ろう下かに引きずり出すと、彼女を壁かべにおし付けた。

「闇路、どうしてこんなことするんだ」

　壁に手を付き、強い口調で責め立てる。

　しかし闇路はぶりっこをするような態度のまま、両手を顔の下に添そえて言った。

「だって杏あん、右代くんがゆいかちゃんの家にずっといるから、嫉しつ妬としちゃったんだもん」

「噓うそつくなよ！」

「噓じゃないもん！」

　うるうると瞳ひとみを濡ぬらして闇路がこちらを見上げてくる。俺はそれが彼女の演技だとわかった途と端たん、歯を食いしばり口をつぐんだ。闇路に言いたいことはたくさんあった。彼女をもっと責め立てたかった。しかし俺はもう、それ以上、口調を荒げるのをやめた。

　なにを言っても無む駄だだと判断したからだ。

「……とにかく、もうやめろ。本気でやめろ。いくらおまえが敵だからって、こんなのフェアじゃない。やりすぎだ」

　彼女から離はなれ、俺が静かにそう言うと、闇路は俺がそれ以上責め立ててこないことに一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情を見せてから、そっと顔を逸そらし、いじけた子どものように下を向いて口を閉ざした。

　そして闇路はそのまま教室へ戻ると、灯野の席まで行き、二言三言なにか言ってから彼女にぺこりと頭を下げた。小こ柄がらな彼女が謝あやまっている姿にクラスの視線が集中する。その間、灯野は闇路のほうを見ようとはしなかった。

　それから闇路は頭を上げ、クラスの注目を背に浴びたまま再び廊下に出てくると、こちらへ向くことなく、始業のチャイムのなか、未開封の缶ジュース片手にトボトボとどこかへ去って行ってしまった。

　俺はそんな、急に子どもっぽく静かになってしまった彼女の後ろ姿を見て、途端に気が責め立てられ、思わず声をかけそうになっていた。なぜだかわからない。ただそのとき俺は、闇路のその小さな背中がひどく寂さびしげで、いとけなく、とても孤こ独どくに見えてしまったのだ。

　それにきっと、非力な彼女ひとりでは、せっかく買ったあのジュースも吞のめやしない。

「……甘いな、甘い」

　どうやら俺は、敵であるはずの闇やみ路じと長い間一いつ緒しよにいて情が移ってしまっているようだ。

　だけど彼女は灯あかり野のにひどいことをした。その事実に変わりはない。

　俺は自分にそう言い聞かせるようにして一人つぶやくと、気持ちの揺ゆれを振り落とすため頭を振り、教室へと戻っていった。

　教室では灯野が、クラスメイトから様々な視線を向けられているにもかかわらず、いつもと変わらない様子で机に張り付いて勉強をしていた。一いつ見けんいつもと変わらない様子。しかし灯野がこのことを気にしていることはすぐにわかった。なぜなら、彼女のペンを走らせるスピードが速くなっていたからだ。

　するとそこで俺の視線に気がついたのか、灯野が顔を上げた。

　そして俺と目が合うと、灯野はまたなにかを思い出したようにぴたりとペンを止め、そこで一つため息をつくと再びノートに視線を落とした。そこにはもう、いつもの灯野がいる。

　きっと彼女は、この騒さわぎをいちいち気にするのがバカらしいと思ったに違いない。

　そして俺も、そう考えるようにした。それが精神衛えい生せい上、いちばん賢けん明めいなやり方だ。

　しかし一度点ついた火はすぐに消えることはなかった。たとえ火元である闇路が謝あやまったとしても、火の粉こはもうすでに、学校中に飛び火していたのだ。

　その日から、俺と灯野が同どう棲せいしているという噂うわさは急速に広がっていく。そしてあることないこと、どんどん長い尾ひれが伸びていく。それは灯野が、普段は勉強ばかりしているが裏では男遊びが激しいだとか、俺と付き合ってからは毎日のように快楽に溺おぼれているだとか、そういった下世話なものばかりだった。しかし、そんなことありえるはずがない。灯野はそういった行為はしていない。できるはずがない。

　なぜなら彼女は、美少女戦士だから──。

　美少女戦士は、恋愛すらすることができないのだ。

　しかしそれを知っているのはこの学校では俺だけだった。説明しようにもできない。

　そして友だちのいない俺たちに本当のことを尋たずねてくる者はいない。もちろん訊きかれたところで真実を話すことはできないが、それでもなにかしら噓うその説明をすることはできる。けれどもそれすら俺たちにはできないのだ。だから庇かばってくれる人間もおらず、噂は障害にぶつかることなく加速していく。皆、好き勝手に噂を流す。彼女がいなかったらとっくにこの街は滅ほろび、世界は滅めつ亡ぼうしているというのに、そんなことも知らずにバカみたいに面おも白しろい話の種たねだと騒さわいで彼らは盛り上がっている。そして俺は、そんな連中にグッと、拳こぶしを結ぶことしかできなかった。もどかしさと悔くやしさが募つのる。

　そしてとうとう、その噂は塾じゆくにまで広がっていく。最初こそ灯野は気にしていない様子だったが、底そこ意いをはらんだ無言の視線を向けられる環境にいよいよ耐えきれなくなったのか、ついに彼女は塾じゆくの講こう習しゆうを受けずに帰ってしまう。

　俺はノートと問題集を片付け、急いでそのあとを追った。

「灯あかり野の！」

　塾を出て、小さな路地に入ったところで灯野の肩を摑つかむ。

　灯野は抵抗することなく立ち止まり、鞄かばんを持つ手にきゅっと力を入れて声を震ふるわせた。

「……もう嫌いやだ。ドロップスになってから私の人生はめちゃくちゃだ。勉強さえろくにできやしない。このまえの模試の結果だって散さん々ざんだった。最近じゃストレスで集中もできない」

　歯を食いしばるようにして肩を震ふるわせる灯野から、俺は手を退どける。

「灯野……」

　そして自分が彼女のストレス要因の一つになっていることがわかっていたため、俺はその瞬しゆん間かん、言葉を失い、なにも言えなくなってしまった。

　それから俺が黙だまり込んでいると、灯野は無言で鞄から変身アイテムのドロップ缶を取り出し、それを近くのゴミ箱に捨て、なにも言わずに行ってしまった。

　俺はそんな彼女の後ろ姿に目を向けたあと、ゴミ箱に捨てられたドロップ缶を拾い上げた。

　ドロップスになってから肌はだ身み離はなさず持っていたであろうそのドロップ缶を、彼女は捨てた。

　それは引退でも休息でもなく……決別を意味していた。

　ポケットで携けい帯たいが震える。着信はあえかさんからだった。

「もしもし」

『亨とおるくん、塾の時間にごめんね。でも、敵が出たの。そこにゆいかもいるでしょ？　悪いんだけど今すぐ抜けて来てくれるかな。ゆいかの携帯に連絡しても電源切ってるのか、なかなか繫つながらなくて。それじゃ、場所はメールで送るから、よろしくね！』

　そして一方的に喋しやべられ、通話は切られる。

　俺は灯野の歩いて行った方向に目を向けたあと、送られてきたメールで場所を確認して、彼女のドロップ缶を手に現場へ向かった。心しん臓ぞうの音が鳴り止やまなかった。

　もしかしたら俺たちは、今日……。




「あえかさん！」

　現場の河か川せん敷じきに着くと、辺りはすでに戦せん闘とう空間へと変わっており、あえかさんたちは揃そろっていた。見れば全員、今日は気合いが入っている様子で張り切った顔をしている。

「あれ、亨くん。ゆいかは？」

　一いつ滴てきの酒も入っていない素面しらふのあえかさんに訊きかれ、俺は灯野のドロップ缶を渡すと、昨日から今日までの出来事を全員に話した。学校でのこと、塾でのこと、そして勉強ができないと言ってドロップ缶を捨て、そのまま去って行ってしまった先ほどのことを、すべて。

　その話を聞くと、今まで気合い充じゆう分ぶんだったはずの四人の士し気きが一気に下がるのがわかる。

　しかし全員、取り乱す様子はなく、妙みように落ち着いた雰ふん囲い気きで黙だまり込んでいた。

　それはまるで、いつかはこうなってしまうかもしれないことを最初からわかっていたように。

「……そう」

　灯あかり野のが来ないことを知り、あえかさんは静かに一言だけ漏もらした。

「だけど、どうするの。ゆいかちゃんがいないんじゃ私たちは……」

　──負けてしまう。そう言いかけて、愛あい理りさんはその言葉をグッと吞のみ込んだ。

　俺は沈ちん黙もくが広がるなか、全員の顔を見て口を開く。

「……いや、いけます」四人が顔を上げるのを見て、俺は続けた。「大だい丈じよう夫ぶです。あなたたちはもう、前のあなたたちではない。だってこの一週間、がんばってきたじゃないですか。灯野のために、なるべく負担にならないように、四人ともがんばってきたじゃないですか」

「でも、ゆいかがいないんじゃ……」

「あえかさん、大丈夫ですって。灯野がいなくても、いまのこの四人なら勝てます。いや、勝ちましょうよ。だって勝たなきゃ……勝たなきゃあれだけがんばってきた努力が報むくわれないじゃないですか」

　そう言うと、俺はなぜだか急に悲しくなり、拳こぶしを握りしめた。今まで彼女たちががんばってきた姿をこの目で見てきたから、俺は負けてほしくなかった。彼女たちのこの一週間が無む駄だに終わってしまうなんて、俺はそんなこと、考えたくはなかった。

　そうして俺が黙り込んでいると、あえかさんが俺の肩に手をかけて言った。

「……そうね、私、あれだけ断酒がんばったもんね」

　見上げると、あえかさんが一歩、前に歩み出す。

「たしかに、あれだけやってこれで成果なしだったらたまんないわね」

　愛理さんが肩を回しながらとなりに並ぶ。

「うん、そうじゃないと亨とおるくんに悪いから……」

　麻ま緒お子こさんが俺にうなずき、

「しょうがない……そろそろ本気出すか」

　雪ゆき乃のさんが立ち上がった。

　そして四人は横一列に並ぶと、ドロップ缶からアメ玉を一ひと粒つぶ取り出し、キスをすると、それを口に含ふくめて一いつ斉せいに言い放った。

「ドロップス、デコレーションッ！」

　瞬しゆん間かん、光り輝かがやくリボンに包まれていくドロップスたち。今まで頼たより切っていた仲間にもう負担を掛けないようにと、それぞれが再び、美少女戦士として戦うために変身していく。

　そしてドロップスたちは降おり立ち、いつもより気合いの入った決めゼリフを放った。

『カラフル　デリシャス　リボンでポップに！　ラブリィー・リトル・ドロップス！』

　するとそこへ、スーツを着た男──クロルドが草むらの陰かげからのこのこと現われる。

「おや、麗うるわしき美少女戦士たちよ。今日はもう変身をしているのかい」

　どこか余裕のある感じにそう話し、彼は舐なめるようにしてドロップスたちの顔を順番に見ていった。

「キューティも酒に酔よっていないようだな……少し時間が早すぎたか？　まあ、いい。ボクは知っているんだぞ。プリティが今日、やってこないことをな！」

　すでに勝ち誇ったような口調で、敵がこちらの状況を把は握あくしていることを明らかにした。

　しかし愛あい理りさんはそれに強気で構える。

「……だから、どうしたっていうのよ」

　そんな彼女の言葉にクロルドはにんまりと満足そうな笑みを浮かべ、胸ポケットから焦こげの塊かたまりを取り出しながら言った。

「フフフ、プリティがいないんじゃ貴様らなんて雑ざ魚こ同然！　ドロップスなど恐れるに足らん！　さあ、ちゃっちゃと倒してやる。出いでよ、フェイルアー！」

　クロルドが焦げの塊を放り投げる。頭上でフェイルアーは生せい成せいされ、すぐさまドロップスたちのまえに降おり立った。そしてフェイルアーはやはり、前回と同じく動物型をしていた。

「フェイルアッアッアッー！」

「聞いたぞハニー……貴様は動物に弱いんだってなぁ。今日は番犬型のフェイルアーだぞ？」

　嗜し虐ぎやく的に笑うクロルドからハニーに目を移す。彼女は拳こぶしを握って耐えているようだった。

「ハニー！」

　俺はそんな彼女に声をかけた。ハニーはこちらへ振り向くと、険けわしい顔をしながらも、笑って応える。すると、それを見たクロルドが訝いぶかしそうな目を向けてこぼした。

「……なんだ、ビビらないじゃないか。闇やみ路じ杏あんのやつ、デマを流しやがって。まあ、いい」

　次にクロルドは胸ポケットからカードを取り出すと、フレッシュに叫さけんだ。

「見よ、フレッシュ。この光り輝かがやく高レアカードを！」

　意い気き揚よう々ようとカードを見せびらかすクロルド。

　しかしフレッシュはそれに動じることなく、静かに言った。

「……そのカードが、どうかしたの、かな」

「なんだと、このカードが欲しくないのか？」

　フレッシュがこちらに振り向く。

　俺はうなずいて、近くにあった彼女の鞄かばんからある物を取り出し、それを渡した。

　それを受け取ると、フレッシュは怪け訝げんな表情を浮かべるクロルドに向かって威い勢せいよく言い放った。

「だってそれ……もう、持ってるもの！」

　ババンッ！　とフレッシュがコレクションを広げ、クロルドに見せつける。そこには大量の高レアカードが煌きらびやかに光り輝いていた。
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「なっ……貴様、いつの間に！」

　コレクションを目の前に出され、クロルドが悔くやしそうに歯を食いしばりながら慌あわてて自分のコレクションのページをぱらぱらとめくっていく。

「亨とおるくん、やったね！」

　こちらをふり返り喜ぶフレッシュに、俺はうなずき返した。しかし──、

「な、ならばこれならどうだ！」

　そう言ってクロルドが次のカードを取り出す。瞬しゆん間かん、それを見てフレッシュがうろたえた。

「あ、あれは、もう入手困こん難なんなイベント限定の超レアカード……」

　途と端たん、ぐぬぬぬと欲望を堪こらえる様子のフレッシュを見ると、ようやくクロルドが調子を戻して言った。

「フハハハハ、欲しいか。このカードが欲しいのか！　これはな、とっておきなんだぞ。どうやって手に入れたか教えてやろうか。よし、教えてやる。よく聞け。このカードはな、ボクが女の子向けのイベントへ行ってちびっ子たちの群むらがるなかに並んだが結局ゲットできず、そのため仕方なくイベント会場から出てきたちびっ子に土ど下げ座ざし、なんとか別のレアカード十枚とでやっと譲ゆずってもらった、超貴重なレアカードなんだ！」

　……すげえ根性だ。

「それをな、今から貴様にくれてやるのだ！　いいか、向こうへ投げるからよく見ていろ！」

　クロルドがずいぶん楽しそうに話すなか、俺はあわあわしているフレッシュにゆっくりと近づき、彼女の肩に手を置いてうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶです、フレッシュ」

　そしてクロルドが意い気き揚よう々ようと、いつものようにカードを遠くへ投げる。

「ほぉーら取ってこい、フレッシュ！」

　それを見み計はからって、俺はスタートダッシュを切り、走り出した。

　そうだ、なにも毎回フレッシュがカードを取りに行く必要はどこにもない。

　手が空あいてる俺が取りに行けばそれで済む話なのである。

「フレッシュ、俺が取ってきます！　絶対に取ってきます！　だから心配しないで！」

「亨とおるくん！」

　フレッシュの代わりに走り出した俺を見て、クロルドがそんなのアリかよと啞あ然ぜんとする。

「チッ、生意気なヤツらだ。だがな、そんなものなくても貴様らなど簡単に倒せるんだよ！　さあ、ゆけ、フェイルアー！」

　それからその言葉を皮切りに、カードを追いかける俺の背後で激しい戦せん闘とうが始まった。

　キューティ、ハニー、フレッシュ、フラッフィ──作戦通り、ドロップスたちは無事に戦闘まで辿たどり着けた。あとはもう、彼女たちの実力に任せるしかない。

　俺は遠くへ飛ばされたカードに向かって走りながら、彼女たちが敵に勝てるよう祈いのった。




　しかし俺が再び現場に戻ってきたとき、ドロップスたちはボロボロにやられていた。

「フハハハハハ、フェイルアー一匹もまともに倒せないのか、貴様らは！」

「大丈夫ですか！」

　俺は声を上げながら、近くに倒れているキューティに駆かけ寄った。

「ごめんね、亨くん……なかなかいいところまではいったんだけど」

　キューティは俺を見上げ、情けなく笑いながらある方向を指さした。その方向に目を向ける。

　そこにはフェイルアーがいた。しかしよくよく見てみれば、相手も結けつ構こうなダメージを負っているようで、ほぼ瀕ひん死し状態である。おそらく、戦力的には互ご角かくだったに違いない。

　ならばあと一いち撃げきだ。あと一撃喰くらわせたほうが、この戦いの勝利者となる。

「キューティ、あと少しです」

「……うん、でも体が重くて」

　その言葉に俺はフラッフィを探した。フラッフィは少し離はなれたところで転がっていた。

「フラッフィ！」

　名前を呼びながら近寄ると、疲れたようにぐったりした様子でフラッフィが仰あお向むけに転がる。

「ヤバイ、ドロップスに最大のピンチ到来……」

「フラッフィ、とりあえず自分を回復できますか」

　フラッフィを抱きかかえて訊きくと、彼女は今にも眠りにつきそうな表情で笑った。

「うっ、ムリかも……エネルギー切れっぽい。見て、ウルトラマンみたい」

　見ると、彼女の胸にある大きなリボンの光は弱まり、断続的に点てん滅めつしていた。

　どうやらフラッフィはすでに、何回か力を使っているようだ。

「星に帰らねば……」

　そう言って乾いた笑いをこぼすフラッフィを俺がその場にゆっくり寝かせていると、そこへフレッシュがよろよろと近づいてきて言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、亨とおるくん」

　俺はすぐさま立ち上がり、彼女の肩を支える。

「フレッシュ……」それからカードをポケットから取り出すと、それを彼女に見せて言った。「カード、ちゃんと拾ってきましたよ」

　するとフレッシュは嬉うれしそうに笑顔を見せ、うなずく。

「ありがとう、亨くん」そう言って彼女は俺から離はなれると、ボクシングのテーピングのように巻かれたリボンを確認しながら、よろよろと歩き出した。「私が、トドメを刺すの……」

　そんなフレッシュに、俺は肩を貸し、共にフェイルアーのもとへと歩いて行く。

「……手伝います」

　ゆっくりとフェイルアーまで近づいて行く俺とフレッシュ。そして俺は近づくに連れて徐じよ々じよに大きさを増していく怪物を目の前にし、死さえ覚かく悟ごした。俺はドロップスではなく、ただの一般人だ。もしもフェイルアーが近づくより先にこちらへ向かって攻こう撃げきを放ったら……俺はその瞬しゆん間かん、灰となるだろう。だがしかし、ここで負けてもどっちみち俺に未来はないのだ。

　ならば行くしかない。勝利に近づくため、少しの可能性に力を貸すしかないのだ。

「こりゃ、どちらがトドメを刺されるか見み物ものだな」

　よたよたと歩いて行く俺たちと、足を震ふるわせながら立ち上がろうとするフェイルアーを見て、街がい灯とうの上からクロルドが愉ゆ快かいそうに笑った。

　そして俺とフレッシュが目の前に立つと、フェイルアーも立ち上がり、唸うなり声を上げる。

「亨くん、危ないから離れててね……」

　そこで俺はフレッシュに身体を離され、数メートルほど離れた場所で腰を落とした。心しん臓ぞうの音が激しさを増し、血管がドクドクと脈打つ。気がつけば俺の手は小刻みに震ふるえていた。巨大なフェイルアーを目の前にして、ようやく俺はドロップスたちの戦ってきた敵を知る。

　ドロップスたちは、あんなにばかでかい相手と毎回戦っていたのか──と。

「それじゃ、いくよ……スッキリ、弾はじけて……気分爽そう快かい、フレッシュゥーブロォー！」

　腰を抜かしていた俺の目の前で、息絶え絶えにフレッシュが決めゼリフを叫び、フェイルアーの鼻先に向かって拳こぶしを放った。それに呼応するようにしてフェイルアーも咆ほう哮こうする。

「フェイルアッアッアッー！」

　そしてフレッシュの拳こぶしがフェイルアーの鼻先にぶつかったかどうかのタイミングで、フェイルアーの口からも攻こう撃げきが放たれる。二つのワザが同時にぶつかり、そこから光が弾はじけ飛んだ。

「フレッシュ！」

　目の前が真っ白に染そまる。俺は眩まぶしさに耐え、目を凝こらしてフレッシュのいた場所を見た。

　するとそこでは、眩しい光からフレッシュをガードしている、なにやら黄色の光が──。

「ハニー！」

　フレッシュを敵の攻撃から守る黄色い光は、紛まぎれもなくハニーシールドだった。

「あんたは動物じゃない……ただの焦こげの塊かたまりよ！　ちっとも怖くなんてないんだから！」

　ギラギラと眩しく浴びせられる敵の光線にも似たその衝しよう撃げき波はにハニーはグッと踏ふん張って堪こらえていた。しかし途と切ぎれない敵の攻撃に、彼女のシールドが徐じよ々じよに削けずられていくのがわかる。

　ハニーが苦しそうに耐え続けるなか、フレッシュは全体重を掛け、前のめりに拳を相手の鼻先にのめりこませる。しかしダメージを負おっている身体では力が足りない。フレッシュは圧おされている。このままの状態が続いたら力負けしてしまう。そう俺が思った、その直後──。

「ここで漫まん画がを終わらせるわけにはいかないんだよなぁ、まったく……」

　フレッシュの身体が青い光に包まれる。その光はまさしく、フラッフィヒーリングだった。

「うぐぅ～っ……ッ！」

　おし返されていたフレッシュが、体勢を立て直して相手に拳をのめりこませていく。

「フレッシュ、早く、シールドがもう保たない！」

「ヒーリングは三分も保たないよ……」

「うぐぐぐぐぐぐぐぅ～！」

　フレッシュが全力で拳をおし込んでいくも、その威い力りよくは相手の攻撃と互ご角かくだった。

　ダメだ、このままではまたおし返されてしまう。そうなったらもう……ッ！

　と、思ったその刹せつ那な──激しくおし合っていた光のなかへ、どこからか飛んできた赤い剣が一本、ストンッと音を立てフェイルアーの脳のう天てんに突き刺さった。

「断酒したのに勝てなかったなんて、シャレにならないよ」

　瞬しゆん間かん、フェイルアーが低く唸うなりながら派手に消滅していく。

「フェイルアッアッアアアアッー……！」

　そして街がい灯とうの上にしゃがんでその様子を眺めていたクロルドが鼻で笑い、立ち上がった。

「……ふん、やるじゃないか。しかし、次はこのボクが相手になってやる。いいか、このボクが相手だ。んー、このボクが相手だぞぉ？　フハハ、さあどうするドロップスたちよ。プリティがいないのに、このボクが相──」

「しつこいわよ」

　シールドを解といたハニーに一いつ喝かつされ、一つ咳せきをして改めるクロルド。

「……まあ、いい。ドロップスたちよ、次回までにどうするか考えておくんだな。さもなくばこの地球は我われ々われブラックバーント軍団の手により丸まる焦こげとなる！　ヌァーッハッハッハ！」

　それからクロルドは物もの凄すごくうるさくわめいたあと、シュバッと草むらへと姿を消した。

　俺は敵がいなくなったのを確認して、辺りに散らばっていたドロップスたちを一箇か所しよに集めた。しかし、勝利後だというのにその雰ふん囲い気きは重い。

　俺がキューティを連れて来ると、ハニーがそこで、深刻そうに口を開いた。

「……次は、ないかもしれないわね。やっぱり、ゆいかちゃんにいてもらわないと」

　弱気な調子で、そう述べるハニー。だが確かに、彼女の言う通りなのは間ま違ちがいなかった。

　今日は何とか敵に勝つことができた。しかしそれは、フェイルアー一匹相手にした勝負である。だが次の相手はフェイルアーではなく、敵幹部だ。そうなると、ドロップスたちそれぞれの苦手を克こく服ふくしたところで勝てる話ではない。幹部との対決……それはお互いの能力を使ったガチバトルなのだ。残ざん酷こくだが、フェイルアー一匹に苦戦するこの四人ではまず勝ち目はない。

「でも……今日は勝てたんだよ」

　しばらく全員が黙だまり込んでいると、あえかさんが明るい調子で言った。

「そうだけど、あえか──」

「ねっ、だから次もがんばろうよ」

　愛あい理りさんの言葉を遮さえぎり、あえかさんが苦しそうに笑って続ける。

「でも、あえかさん……」

　そんな彼女に俺が〝四人では勝てない〟、そう口にしようとしたとき、あえかさんが急に笑顔を失くし、やるせなさそうに俯うつむいて言った。

「わかってる、わかってるよ……でも、だけど、私たちで何とかやるしかないじゃん」そしてあえかさんはポケットからドロップ缶を取り出すと、それをぎゅっと握りしめて言った。「だってゆいかは、もういないんだよ」

　灯あかり野ののドロップ缶を握りしめ、そうこぼすあえかさんを見て、それ以上、口を開ける者はいなかった。

　勝てない相手に負けるとわかっていながらも挑いどむことは無む駄だ死にである。

　しかし、もう、そうすることしか彼女たちに残された道はないのだ。

　それかあるいは、俺が新しいドロップスを見つけるか──。




　俺はあえかさんと一いつ緒しよに帰ると、荷物をまとめ、すぐに灯野家を後にした。

　その去り際ぎわ、お世話になったと灯野になにか一言声をかけようとも思ったが、今はそっとしておいたほうが良いと思い、そのまま家を出た。

「亨とおるくん」そこで俺はあえかさんに引き止められる。「ちょっと、話さない？」

　彼女の手には缶ビールが握られていた。これまで、一日に何度も敵が襲おそってきたことはないというから、たぶん今日はもう大だい丈じよう夫ぶだろう。大目に見ることにしよう。

「はい」

　俺たちはマンションの下にある小さな公園に行き、二つ並んだブランコに腰を下ろした。

　そこで俺は、あえかさんから彼女の胸の内を聞かされることになる。灯あかり野のを無理やりドロップスにしてしまったこと。そして彼女の想いにも気づいていること。そこから来る罪悪感、責任から、家賃などの不自由がないよう、普段の生活のなかで彼女が勉強に集中できるよう、なるべくバイトを入れて家を空あけ、お金を稼かせいでいるということ。

　話を聞けば聞くほど、あえかさんもあえかさんで、いろいろと背せ負おい込んでいるようだった。

「あの子があまり笑わなくなったのも、たぶん私のせいなんだと思う」

　両足を伸ばし、手のなかにある缶ビールを見つめながら、あえかさんはポツリとこぼした。

　そんなことない……そう言ってあげたかったが、なんだかそれも無責任なような気がして、俺はそっと言葉を吞のみ込んだ。

「追い詰めちゃってるの。昔から勉強ばかりしてたけど、笑わない子ではなかったんだよ。でも私がチップにゆいかのこと話しちゃって、チップはゆいかの許可を得ることなくドロップスにしちゃった。そのせいでゆいかの勉強の時間が削けずられて、あの子の余裕も奪っちゃったんだね、きっと……それに、ドロップスになったせいでゆいかは──」

　そこまで言って、あえかさんがふと言葉を止めた。

　そして顔を上げると、こちらに振り向き、少し火ほ照てった顔で力なく笑う。

「ごめんね、なんか愚ぐ痴ちみたいになっちゃって。せっかく断酒したのに、またこんなの持ってるし……私ってほんとダメだなぁー」

　そんなことを言いながら、あえかさんは満月を見上げた。

「亨くん……ごめんね、ヘンなことに巻き込んじゃって」

　ぎゅっと、ビールの缶を握る手に力が入る。

　俺はその寂さびしそうにかすれたあえかさんの声に、ひどく胸が苦しくなった。

「……いえ、そんなこと」

　もっと他に言うべきことはたくさんあった。

　しかし俺の喉のどはきつく締しまり、思うようにうまく声が出せなくなっていた。




　俺が灯野家へ来てから、ちょうど一週間目のその日。

　灯野ゆいかは、ドロップスをやめた。
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　世界が終わる……今までそんなことを言われても、まったく信じられなかった。

　なぜなら俺はずっと、世界に終わりをもたらすものは巨大隕いん石せきや未知のウイルス、あるいは地球外生命体だとばかり考えていたからだ。

　だから本当に、得え体たいの知れない悪の組織が世界滅めつ亡ぼうを企たくらんでいるなんて話を聞いても、やはり内心、俺は半はん信しん半はん疑ぎだったのかもしれない。そんな馬ば鹿か馬鹿しいことがあってたまるかと少し甘く見ていたのかもしれない。

　もちろん今だって俺はすべてを信じられていない。現実感だって湧わいてこない。

　ただそこには紛まぎれもない現実として、世界の終わりはやって来ていたのだ。

　そしてそれから世界を守れるものは、米軍でも医者でも未来人でもなく……。

　──そう、とっても弱い美少女戦士、ただ彼女たちだけなのである。

「灯あかり野の……」放課後、教室を出て行く灯野の背中に俺は声をかけた。「頼たのむ、もう一度、ドロップスになってくれ」

　灯野は立ち止まり、横顔を見せたあと、再び前に向き直って言った。

「……塾じゆくが、あるから」

　あれから、三日が経たった。

　友だちのいない俺と灯野に対する噂うわさなんてもののブームは、発火から一いつ瞬しゆんの炎上を見せたあとすぐに過ぎ去り、今ではもうそのことについての噂をする者はいなくなっていた。

　しかし現実、それが灯野に残していった爪つめ痕あとは絶大で、噂をされなくなった今もなお、彼女の意志は変わらず、灯野は自分と他人とを完全に遮しや断だんするかのように冷たい壁かべを作ったまま、勉強の遅れを取り戻すと言い、以前よりもひどく勉強の虫となっていた。

　そして俺は、灯野のいないドロップスでは勝てないと、この数日間、必死になって新生ドロップス探しに努めた。『私たちで何とかやるしかない』──そう言って灯野に頼たよらない決心をしたあえかさんの想いもできるだけ尊そん重ちようしたかった。しかしたった三日間で新生ドロップスなんて見つけられるはずもなく、いよいよ俺たちの脳のう裏りに〝敗北〟の二文字が浮かび上がってくる。

　俺は廊ろう下かを無言で去って行こうとする灯野の腕を摑つかみ、もう一度引き止めた。

「……頼む」

　もう時間がなかった。キレイ事では済まされないところまで来てしまっていた。

　俺は灯野に頼るしか道はないと判断し、一心に頭を下げた。

「今回だけでいい……これが最後でいいんだ。だから灯野、力を貸して欲しい。もう一度、ドロップスに変身してほしい」

　もちろん彼女が来たところで敵に勝てるという保証などない。

　しかし今はただ、ドロップスにとっての最さい善ぜんを作り上げるしか俺にできることはなかった。

「……強化、したんじゃなかったの」

　灯あかり野のはこちらをふり返ることなく、前を向いたまま言った。

「強化はした……したけど、結局フェイルアー一匹倒すのが精せい一いつ杯ぱいだった。しかもギリギリのところで勝ったんだ。だけど今度はそうもいかない。今度の相手は敵幹部のクロルドなんだ……わかるだろ、フェイルアーじゃない、幹部が相手なんだ。このままじゃ本当に負けてしまう」

　そうやって俺が訴えるも、しかし灯野は底冷えするような冷たい口調で答えた。

「じゃあ、いいじゃない、それでも」

　そんな彼女の口から出てきた、完全に仲間を見殺しにするようなその一言に、俺は胸を鈍どん器きかなにかで殴られたような衝しよう撃げきを覚えた。めまいがしてくる。

「灯野……なんだよ、それ。なに言ってんだよ。それが……それが仮にもドロップスだったヤツの言うセリフかよ。仲間ががんばってるときに……噓うそだろ。それに、もしもあえかさんたちが負けたらこの世界は終わ──」

「知ってる、それくらい」

「おまえ、知っててそんな態度取るのかよ！」

　思わず叫さけんでしまった俺の声に、周りを歩いていた生徒が振り向く。

　灯野はそれを見て、一つため息を吐はいて言った。

「右う代しろくん、図書室に行こう」

　そして灯野はその言葉のあと、俺の手をそっと解ほどくとひとりで廊ろう下かの先へと歩いて行く。

　俺はそれをしばらく見てから、急いで彼女のあとを追っていった。

　それから図書室に着くと、灯野はいつも俺たちが勉強していた人目につかない奥の席まで行き、こちらに背を向けたまま立ち尽くした。俺はテーブルを挟はさんだ位置に立ち、口を開く。

「灯野、もう時間がないんだ」

　俺の言葉に、灯野はこちらに背中を向けたまま、やけに落ち着いた様子で言った。

「右代くんは、どうしてそこまでして必死に世界を守ろうとするの。教えて」

　こんなときにそんな質問をする彼女の背中に、俺は虚むなしくなりながら答える。

「教えろって……そんなの当たり前のことじゃないか」

「当たり前？　それは、なにも犠ぎ牲せいがないから言えることでしょう？」

「犠牲って……灯野、おまえまさか本気で世界と勉強を天てん秤びんに掛けてるんじゃないだろうな」向こうを向いたままおし黙だまっている灯野に、俺はますます惨みじめな気持ちになって続けた。「でも仮にそうだとしても、世界がなかったら勉強だってできないじゃないか。それに世界が終わったら、今まで積み上げてきたものが無む駄だになるってことなんだぞ。それくらい、わかってるだろ？」

「じゃあ世界を救ったからって勉強の遅れを取り戻せるの？　成績上位になれるの？　有名な大学に入れるの？　だれかが私のために、なにかしてくれるの？」

　理屈なんて必要ないほど当たり前のことを説得するのがこんなに難むずかしいことだとは思わなかった。自分が世界を救えるから救う──それだけじゃダメなのか。灯あかり野のはどうしてここまでして拒こばむ。どうしてここまでして自分の意志に執しゆう着ちやくするのだ。

　世界が終わるまで勉強をすることに、いったいどんな意味があるというのだ。

「それはわからない……だけど世界を救えるってすごいことじゃないか。そうじゃないのか」

「じゃあ、あなたがやれば」

　投げやりなその言い方に、俺はとうとう、灯野がわからなくなってしまった。

「……本気で、そんなこと言ってんのか」

　肩を落とす俺の質問に、灯野は依い然ぜん、感情を露あらわにしない落ち着いた様子で答える。

「本気で言ってる。だってそうでしょ、美少女戦士になれる人間なんてそこら中にいる。私は甚はなはだ疑問だ。どうして自分がこんなことをしなくちゃならないのか、自分を犠ぎ牲せいにしてまで世界を救わなくちゃならないのか」

「…………」

「右う代しろくん、現実は厳きびしいものだ。たとえ世界の平和を守ったとしても、それを知っている人なんて自分たち以外にはいない。だれも感かん謝しやしてくれない。だってだれも、そのことを知らないんだから。それどころか多くの人々は世界が滅めつ亡ぼうする一歩手前まで来ていることすら気づいていない。みんな当たり前のように明日が来ると思ってのんきに暮らしている。なにも知らないで、のんきに、好き勝手に……そうでしょ」

　灯野は皮肉を込めたような口調で話した。もちろん俺だって、学校での噂うわさのことは悔くやしかった。だけど彼らは皆なにも知らないのだ。自分たちが面おも白しろがって好き勝手に噂を流していたその灯野ゆいかが、実は自分たちの世界の平和を守っている人間であることも。そして結果的に、自分たちのその一時の話の種たねのせいで、灯野がドロップスをやめ、世界が今滅亡の一歩手前にまで追い詰められているということも。彼らはなにも知らないのだ。

「だけど、しょうがないじゃないかよ。だれも知ることができないんだ。それにさっき灯野はだれでも美少女センシになれると言ったが、そうじゃないことくらいわかっているはずだ。少なくとも俺にはできない。この学校にだってなれる奴やつがいるかどうか微び妙みようなところじゃないのか。そんななかで選ばれて、世界を救う役目になるなんてすごいことだろ。だれにだってできることじゃない。そして今それは、灯野にしかできないことだ」

「そう、たしかに、世界を救えることはすごいこと」

「なら──」

「でも世界を救ったところで実際、勉強が遅れても自己責任だし、それで人生が失敗しても自己責任なんだよ。知ってる、右う代しろくん。国を脅きよう威いに曝さらすテロリストを殺した英えい雄ゆうとも言える軍人が、その後国から捨てられて生活に困こん窮きゆうしてるって話。結局、人間社会なんてそんなものだよ。全部自己責任に帰結してしまう。たとえ賞しよう賛さんされたとしても、だれも最後まで自分の面倒を見てくれない。もしかしたら私たちは軍人のようなものなのかもしれない。世界を救ったあとは用済みになって社会から捨てられる。あとの人生なんて知りません、ってね。そして私たちは軍彼人らと違って、だれにも知られていない存在。だから世界を救っても、だれも私たちにはなにもしてくれない。だってだれも知らないんだから。その一言で、すべて片付けられてしまう」

「……それでも良いじゃないか。それにそれから勉強をがんばったとしても間に合うだろ。俺たちまだ高校生だ。いくらなんでも結けつ論ろんを急ぎすぎじゃないのか」

「わかってる。私たちはまだ若い。未来はある。それから勉強をがんばればそこそこいい大学にだって入れるかもしれない。……だけど、ずっと勉強している人たちとの差は確実に開く。私は将来、そのライバルたちのために自分ひとりが犠ぎ牲せいになるのはごめんだ。彼らはきっと、なにも知らずに私のことを勉強を中ちゆう途と半はん端ぱにしかできなかった落ちこぼれと思うだろう。だから中途半端な大学にしか入れなかったと。だけど私はそれに対してなにも弁べん解かいができない。すべてを話して弁解をしたところで、美少女戦士なんて言ったら頭がおかしい人間だと思われて終わりだ」

「……そんなこと、言うなよ」

　俺がそう口にした瞬しゆん間かん、校舎中に響ひびくような轟ごう音おんが図書室を包み込んだ。天てん井じようからぱらぱらと塵ちりが落ちてくる。気がつくと周りにあるすべてのものがチリチリと焦こげ始めていた。

　とうとう敵のバーンド空間が世界全体を包み始めたのだ。

「でも、だけど……だけどさ、本当にいま世界を救えるのは灯あかり野のしかいないんだよ。世界が滅めつ亡ぼうするかもしれないんだぞ。そんなことより勉強が大事かよ。そんなに勉強やってりゃ幸せなのかよ」

　俺は震しん動どうによろけつつ、テーブルにしがみついて説得を続けた。

　しかし焦げ始める世界のなか、灯野は静かに横顔を見せてつぶやいた。

「そう、幸せ」

　俺は食い下がる。

「じゃあなんだ、おまえは死ぬときまで勉強しながら死ぬのか」

「もしかしたら、そうなるかもしれない」

　途と端たん、そんなことを平然と言ってのける灯野に、いよいよ俺は声を荒げた。

「ふざけんなよ！　なにもできない俺が言うのも何だけど、おまえ、本当に冷たいぞ。このまま自分のエゴ通して、人類を皆殺しにするのか。両親も、あえかさんも、みんな！」

「ねえ、右代くん、もう私に構わないで」

「んなことできるかッ！　勉強したいから世界を救わないだなんて、んなアホな話に納なつ得とくしてたまるかよ！　なんでそんなに勉強ばかりなんだよ、灯あかり野の！」

　しかし、こちらがいくら捲まくし立てても彼女は振り向くことすらせず、黙だまって背中を見せているだけだった。

　俺はそこで言葉を止め、疲れたように静かに言った。

「……もういい。力尽くでも、連れて行ってやる」

　そしてテーブルを回り込み、彼女へと近づいて行く。

　しかし、そうした瞬しゆん間かん、灯野はこちらに背を向けたままいきなりブレザーを脱ぎ始めると、次にリボンを取り、ワイシャツのボタンをひとつひとつ外しはじめた。

「なにするつもりだよ、灯野。俺は、そんなことしてもやめないからな。叫さけばれたって絶対に俺は……」

　そう口にするも、俺はやはりそこで足を止めてしまった。瞬間、灯野のブラが音もなく床ゆかへと落下する。そして目の前に、長い髪かみで隠かくされた彼女の華きや奢しやな背中が広がる。

「……灯野、なにを考えている」

　あの日、灯野家で見たときのように、彼女はひどく落ち着き払った様子で言った。

「右う代しろくん、あなたはまだ私たちの事情をよく知らない」

　俺はそれ以上、彼女に近づくことができず、言葉だけを返した。

「なんだよ、なにが言いた──」

　しかし、そう口にしたときだった。

　灯野は右手で髪をかき上げると、俺の目の前で、その色白の背中を露あらわにしたのだ。

　その瞬間、俺は彼女のそれを目まの当たりにして、ひゅっと息を吞のみ、言葉を失くした。

「……これでもまだあなたは、私に戦えと言うの」

　そう言って灯野が見せた背中には、戦せん闘とうでできたものと思われる痣あざのような傷きず痕あとがあった。傷自体はすでに治なおっているように見える。しかし、水をこぼしたように広がっているその痣のような傷痕は、傷が治った今もなお、彼女の背中に薄うすくおぼろげに張り付いていた。色の白い彼女の肌では、それがなおさら、目立って見えた。

　俺はそのときようやく、灯野の背せ負おっているすべての事情を理解した。彼女が戦いたくない理由も、昔よりずっと勉強に執しゆう着ちやくする理由も、食事をするときでさえ勉強をしている理由も、すべて……。

「灯野──」

「この傷は、敵幹部の攻こう撃げきから小さな女の子を守るときにできたの」

　俺が言うより先に、灯野はそう言って足あし下もとのブラを拾うと、それを身に着けながら傷のことを話し始めた。

「美少女戦士の戦いは時に戦争と似ていて、相手への攻撃はどんなものでも良いが、絶対に民間人へ向かって攻こう撃げきをしてはならないというルールがある」

　ワイシャツを羽は織おり、ボタンを一つずつ留とめていく。

「でもそのとき敵は自分の力をコントロールできなくなっていた。そして、民間人のほうへ攻撃を放った。その先には小さな女の子がいた。お姉ちゃんたちは敵と向かい合っていて間に合いそうになかった。だから私が女の子を助けるためにそのなかへと飛び込んだ」

　ボタンを閉め終えると、灯あかり野のはワイシャツから髪かみを外に流し、一つ息を吐はいて言った。

「でもそのとき私は現場に着いたばかりで、まだドロップスにはなっていなかった」

「……じゃあ」

　俺の言葉に、灯野はリボンを手に取って続けた。

「変身をしていないままそのなかへ飛び込んだ私は、思いっきり背中に攻撃を喰くらった。そしてできた傷がいま見せたもの。あの日からずっと、私の背中から消えない」

「……もしそのとき変身をしていたら、傷はできていなかったのか」

　訊くと、灯野は小さくうなずいて言った。

「そう、でも変身をしていたら間に合わなかった」

　それからブレザーを羽織り、身を整えながら灯野は話した。

「もしあのとき私があの子を守っていなかったら、きっとあの子は硬こう直ちよくしたまま粉こな々ごなになってこの世にはいなくなっている。結果的に私はひとりの少女の命と未来を救った。だけどその代だい償しようとして、私は自分の背中に傷を背せ負おった。女として、いちばん背負いたくない致ち命めい的な傷を。恋愛すらできなくなる傷を。そしてこの傷のことは、決してだれにも言えない。だれにも説明できない。だって、なんて説明したらいいのかわからないのだから」

　灯野はそこまで話すと、ようやくこちらにふり返った。彼女の顔はひどく冷静だった。

「だから私は勉強をする。勉強で頭をいっぱいにして、余計なことを考える暇ひまをなくす。恋愛も友情も、きっといつかこの背中が台無しにしてしまう。だけど勉強で得た結果だけは絶対に壊こわされない」そして灯野は僅わずかに微び笑しようして言った。「だから私は勉強をするんだよ、右代くん」

　彼女のその固い信念は……しかしどこか、諦あきらめに満ちているような気がした。

　俺はこちらをまっすぐに見み据すえてくる彼女の瞳ひとみを見つめ返し、真意を尋たずねた。

「それで、いいのか。灯野は、ほんとうに」

　彼女の傷をえぐるような質問だった。しかし彼女はそれすらも諦あきらめたような口調で語る。

「よくない……そう言ったら、どうにかなるの？　それともこの傷をだれかのせいにして、一生その相手を恨うらみ続ければいいの？　たしかにそれができたらどれだけ楽か、だれかを責めることができたらどれだけ簡単か、何度も考えたことあるよ。でもそのだれかはだれ？　私が守った小さな女の子？　世界中の人々？　あなたたちを守るせいで私は背中に傷を負いましたどうか責任を取ってください……そう言えばいいの？　それでどうにかなるの？」

　灯あかり野のは小さく息を吸うと、静かに答えた。

「……でも、なにも知らない人を責められるわけないでしょ」

　俺はなにも言えなくなった。彼女の言うとおり、なにも知らない相手を一方的に責められるはずがない。責めたところで相手は理解できないし、理解したところでどうしようもできないのだから、それはあまりにも不毛で、意味がないのだ。

「……灯野、俺」

　自分から話をしておいて、なんて言ったらいいのかわからなくなった俺が口くち籠ごもっていると、灯野は込み上げてくるなにかをとうとう我が慢まんできなくなったのか、急にその場にしゃがみ込み、本当に、風の音に搔かき消されてしまいそうなほど、小さな小さな声で苦しそうに嘆なげいた。

「……本当は私だって、恋愛をしてみたい。友だちだってほしいよ……でもこんな体じゃ、もう愛されないんだ」

　そのとき俺は初めて、灯野の本当の胸の内を聞いた気がした。彼女の声は震ふるえていて、消えてしまいそうで、すぐにでもぽっきりと折れてしまいそうなほど、儚はかなげだった。

　嗚あ呼あ、やっぱり灯野も、ひとりの普通の……女の子なのだ。

「灯野」俺はテーブルの向こうで小さくなっている彼女に向かってようやく口を開いた。「おまえの背中に傷をつけたその敵幹部を倒しても、その傷は消えなかった……んだよな」

　そんな言うまでもない質問に、ところが灯野は俯いたまま、意外な答えを口にした。

「まだ倒してない。彼はタブーを犯したから、いま監かん獄ごくにいる」

「……なら、まだ結けつ論ろんを急ぐのは早いんじゃないのか」

　敵を倒していない──その答えを聞いたとき、ふと俺のなかで一つの可能性が浮上する。

「……どうして」

　俺はテーブルからそっと顔を上げた彼女に向かって、その可能性を話してみた。

「フェイルアーが街をいくら破は壊かいしても、そのフェイルアーを倒せば街は何事もなかったように元通りになるだろ……だったら、灯野の背中に傷をつけたその敵幹部を倒せば、灯野の背中も元に戻るんじゃないのか」

　根こん拠きよはなかった。だけど、その可能性を否定できるほどの理由もないはずだった。

　灯野はただ黙だまり込み、なにも答えないまま、俺を見み据すえる。

　遠くから轟ごう音おんが響ひびき、ドロップスたちの声が聞こえてきた。

　どうやらもう、タイムオーバーのようだ。

　俺は彼女に背を向け、自分の鞄かばんを手に持つと歩き出す。

　しかしそこであることを思い出し、俺は彼女に向かって最後に言った。

「あと俺も友だちほしいと思ってたんだ。だから……だからもし灯野さえ嫌いやじゃなかったら俺たち友だちにならないか……もちろん、明日世界が無事だったら、だけどさ。そしたら服、買いに行こうぜ。愛あい理りさんたちと一いつ緒しよに。もちろんスーパーの服屋さんにじゃなくさ」

　今、灯あかり野のがどんな顔をしているのかわからなかった。それでも俺はひとりで続けた。

「……灯野、大だい丈じよう夫ぶだよ。きっと、楽しくなるから、これから……きっと」

　情けなくおどけたように笑いながら、廊ろう下かに向かって歩き出す。そんな俺の身体は今にも崩くずれ落ち、立てなくなってしまいそうだった。そして図書室のドアを後ろ手に閉めると、俺はそこで、ドアに背を張り付け、もたれるようにずるずると沈んだ。

　灯野の背中の傷を見たとき、俺は怖くなった。彼女の話を聞いているとき、身体が崩れ落ちそうだった。俺はなにも知らずに、灯野にとんでもないことを言ってしまった。戦せん闘とうで傷を負った彼女に向かって、平気で世界を救えるのはすばらしいことなどと調子のいいことばかり言ってしまった。なにも知らないで、まるで好き勝手言っていた学校の奴やつらと同じようにして、俺は──。

「最低だ……」

　その場でへたりこみ、頭を抱かかえた。髪かみをくしゃくしゃにして顔を覆おおった。灯野の白くきれいな背中に刻まれたあの傷きず痕あとが目の前から消えてくれない。灯野が一人で背せ負おっていたもの。一度の油断でできたもの。それを考えると手が震ふるえた。怖い。現実。いつも戦いを見ているだけの俺では気づけない、彼女たちの感じている生々しい恐怖が傷となって俺に伝わる。

「右う代しろくん、もう諦あきらめちゃいなよ」

　頭上で声がした。見上げると、闇やみ路じが顔を覗のぞき込んできていた。

「もし右代くんがこっちに来てくれたらね、杏あん、世界を滅ほろぼさないようにチョコちゃんに頼たのんであげるよ」

　学校内はすでにバーンド空間に覆おおわれていた。廊ろう下かを歩いていた生徒たちは時が止まってしまったかのように硬こう直ちよくし、校舎も窓ガラスもみんなチリチリと焦こげてしまっている。

　俺は堪こらえるようにして、ポケットの仮面をきつく握りしめた。

「俺は……」

　そのとき、廊下の窓からハニーが校舎に叩たたきつけられる姿が見えた。ハニーはそのまま窓ガラスを突つき破り、教室の机のなかに突っ込んでいく。あっという間に煙けむりに包まれて姿が見えなくなった。

　闇路はその様子を眺め、こちらに振り向く。

「もうドロップスたちも負けちゃうよ。ゆいかちゃんもいないんだよ。右代くんたちに勝ち目はないんだよ」

　そんな闇路から、俺は顔を逸そらした。

「……うるさい」

　すると闇路はしゃがみ込み、俺の顔を両手で包み込んで言った。

「右代くんは、いつまで意地を張ってるのかな。ひとりの女の子の秘密を知っちゃったからって、そんなにショックなの？　本当に、勉強以外はなにもできないんだね、右代くんって」

　外からキューティたちの痛々しい声が聞こえてきた。クロルドの高笑いも聞こえてくる。

「ねえ、杏あんと一いつ緒しよになろうよ。そっちのほうが絶対いいって。鳴めいちゃんもいるんだよ？」

　そう言って、そっと頭を抱きしめてくる闇やみ路じを、俺は静かに突つき放した。

「そんなこと、できるかよ……」

　そして震ふるえる足で何とか立ち上がると、闇路を残し、ドロップスたちのもとへと向かった。

　俺は灯あかり野ののことをなにも知らなかった。なにも知らずに好き勝手なことを言ってしまった。

　それは最低なことだ。他の好き勝手言う連中となにも変わらない。

　そして灯野はきっとまた、なにも知らないのだから仕方ないとひとりで吞のみ込んでしまうのだろう。いつものように、今までそうやって諦あきらめ、自分に言い聞かせてきたように。

　だけど俺はもう、ドロップスたちと出会ったのだ。他の人たちが知らないドロップスたちの存在を知り、共に戦い、そして今、彼女たちの背せ負おっているものを知ったのだ。

　なら、そんな彼女たちの存在を知ってしまった俺はどうするべきなのか。

　だれも知らないからと諦あきらめてしまう彼女たちに対し、知っている人間はどうするべきなのか。

　答えは簡単だ。彼女たちの存在を知っているのなら、全力で支えていけばいい。彼女たちを知っている人間としてこれからも全力でサポートし、フォローし、時にはケアをして、彼女たちをバックアップしていけばいいのだ。

　見えない問題はいくら簡単でも解とくことはできない。

　だが、見えている問題はたとえ難むずかしくても解くことはできる。

　俺は灯野の背中を治なおせる希望がまだ少しでもあるのなら、その可能性に全力を尽くしたい。

　そしてドロップスのだれかが悩みを抱かかえているのなら、できる限りの手助けをしていきたい。

　命がけでひとりの少女を守った灯野のために。そして人知れず戦うドロップス彼女たちのために。

　俺ができることといったら、たぶん、それくらいだけなのだから。




　前回の戦いからまだ三日しか経たっていない今日、敵は不意を突くようにして突然、街へと姿を現わした。

　俺はすぐにあえかさんから連絡をもらうと、早退をして、すぐに現場へと急行した。しかし俺が現場に着く頃にはもう、ドロップスたちは四人とも全員、ボロボロにやられており、俺はそこで、いよいよ事の深刻さを目まの当たりにする。

　一いつ瞬しゆんだったらしい。前回の戦いからまだ日が浅かったドロップスたちは完全に回復できていなかったようで、本気を出した敵幹部・クロルドのたった一発の攻こう撃げきで即そく座ざに打ちのめされたという。負けるのはもう、時間の問題だった。

　俺はそれからドロップスたちにできるだけ時間を稼かせぐよう言い残し、再び学校へと戻ると、灯野の説得にあたった。もう、彼女に頼たよるしかなかったのだ。

　──しかし灯野は、もう来ないだろう。

「おいおいおい、ガチで負けちまうぞ、このままじゃ！　ゆいかはどうした！」

　昇しよう降こう口ぐちを飛び出すと、どこからかチップが肩に飛び乗ってきてわめいた。

「灯あかり野のはダメだった。もうキューティたちで倒すしかない！」

「んなの、ムリに決まってんだろ！　見てみろよ！」

　そう言って、チップは小さな手で頭上を指した。見るとそこではフレッシュが足を摑つかまれ、そのまま校舎に叩たたきつけられていた。激しい音と共に、コンクリート片へんが降ふってくる。

「勝てるわけねえだろ！」

　爆ばく音おんのなか怒ど鳴なるチップをヘルメット代わりとして頭に載のせ、俺も怒鳴り返した。

「でもやるしかないだろ！　俺も最後までできる限りのことはやるから、協力してくれ！」

「できる限りのこと!?　ゆいかがいねえんじゃ、もうなにやっても無む駄だに決まってんだろ！」

「まだ一つだけ可能性は残ってる！」

「なんだよその可能性ってのは──」

「右う代しろくん、逃がさないんだからね！」

　そのとき、後ろから闇やみ路じの声が俺たちを追いかけて来た。

　すると、それを見た途と端たん、チップがガクガクと怯おびえ始める。

「おいおいおい、なんてもん連れてきてんだてめえ！」俺の頭から肩に移動したチップが後ろを覗のぞきながら叫さけぶ。「しかもよく見りゃ、チョコの野や郎ろうも一いつ緒しよじゃねえか！」

　その言葉に走りながらふり返って見れば、闇路の腕のなかにも、チップと同じような形をした色違いの黒いぬいぐるみが抱かれていた。

　そのチョコと呼ばれたぬいぐるみが手を振ってこちらに叫ぶ。

「よおチップ、久しぶりだなあ！」

　そんなチョコに、チップは俺の肩に隠かくれながら大きく叫び散らした。

「おめえチョコ、よくそんな女といられるな！　そいつは悪あく魔まだぞ、悪魔！」

「はあ？　なに言ってんだよぉ、チップぅ！」

　闇路に優やさしく抱かれたチョコの言葉に、チップは「おっかねえ」と弱音を吐はきながら俺の腕のなかに収まり、前に向き直った。

「チップ、おまえと似たようなあのぬいぐるみはなんだ」

　そして俺が視線を落とし、ちょこんとはまっているチップの頭に訊きいてみると、チップは平然とした様子で答えた。

「んあ、あいつぁ敵のボスだぜ？　今さらかよ」

「マ、マジかよ」あんなぬいぐるみが敵のボスなのかと驚きよう愕がくしつつ、俺は質問を続けた。「で、おまえとはどんな関係があるんだ。まったく同じような形をしているが」

　するとチップはめんどくさそうな口調でまた平然と答えた。

「どう関係あるって、俺様のかつての相あい棒ぼうに決まってるじゃねえか。形で見てわかれや」

「あ、相あい棒ぼうって……ならどうして相棒とおまえが戦ってるんだよ」

　思わず尋たずねてみると、チップは遠い目──ボタンの目だから本当に遠い目をしているのかわからないが、そういった雰ふん囲い気き──をして言った。

「俺様たちにも、いろいろとワケがあってな。今度話してやるよ。まっ、そのとき地球があったらの話だが」

　急に渋さを醸かもし出し始めた可愛かわいらしいぬいぐるみに俺はうなずき、話を戻した。

「まあ今は新しいドロップスを見つけることが先決だ。チップ、変身アイテムをくれ」

「おいおい、まさか可能性ってのは、そういうことか？」

「そうだ、それ以外に何がある」

「あれだけ探して見つからなかったのに、こんな土ど壇たん場ばで都合良く見つかるはずねえ！」

「でも、やってみるしかないだろ。いいから早く変身アイテムをくれ！」

　俺が言うと、チップはやれやれといった様子で自分の背中をポンポンと叩たたいた。

「おら、俺の背中のジッパーを開けて、そこから取り出しな」

　背中に届いていないその短い手でポンポンとするチップを摑つかんでひっくり返すと、俺は彼の背中にジッパーが付いているのを見つけた。

「おまえ、ジッパーなんて付いてたっけ」

　思わずそんなことを尋たずねてみると、チップはどこか緊きん張ちようしたように答えた。

「普段は隠かくしてある。特に愛あい理りにバレるとやべえからな。というか女ども全員にバレたらなに入れられるかわかったもんじゃねえ」

「たしかに」愛理さんにバレたら速そつ攻こうでここから石を詰められそうだ。「じゃあチップ、開けるぞ」

　俺はジッパーをつまみ、チップに言った。

「おう……あんまり乱暴にするなよ？」

「わかってるって」

　そしてジッパーを開け、俺は勢いよく彼のなかへと手を突っ込んだ。

「はんっ……！」

　瞬しゆん間かん、チップが気き色しよくの悪い声を発する。俺は構わずチップの中をまさぐる。

　彼のなかにはいろいろなものが入っていた。

　そこで一度、試しに一つ手に触ふれたものを取り出して見てみるとシールの貼はられたハガキが出てくる。

「なんだこれ……シールを三十枚集めると素す敵てきなお皿をプレゼ……まあいいや」

　俺は捨てた。

「あっ、おいてめえ！　あとシール二枚で応おう募ぼできたんだぞ！　捨ててんじゃねえ！」

　わめいているチップのなかにもう一度手を入れ、俺はお目当てのドロップ缶を探した。

「んっはん……っ！」

　またもやチップが気き色しよく悪い声を出す。ゴミばかり入っていてなかなか見つからない。

「てめっ……はやく……しやがっ──んっ！」

「よし、あったぞ！」

　それから俺はぐいっと綿わたのなかから一気に引き当てると、他のメンバーとは違う、色の付いていない真っさらなドロップ缶をようやく取り出した。

　俺がドロップ缶を取り出したのを見て、後ろを追ってくる闇やみ路じとチョコが声を上げた。

「杏あん、あいつらドロップスを見つける気だぞ！」

「うん、杏が右う代しろくんを止めるからチョコちゃんはあの気持ち悪いぬいぐるみを止めてッ！」

　き、気持ち悪いぬいぐるみって、俺にはチップもチョコも色の違う同じものにしか見えないが……しかしそこでふとチップを見てみると、なんだかぐったりしたように俺の手のなかでへたれていた。も、もしかしてこいつ、綿のなかまさぐられて……昇しよう天てんしたのか？

　……きもちわるっ！

「クロルド！」

　そのとき、空中でぶつかっていくドロップスたちを蹴け散ちらしているクロルドにチョコが叫さけんだ。

　クロルドはチョコを見てから俺たちに目をやり、そしてもう一度チョコに視線を戻してうなずくと、摑つかんでいたキューティをぐるぐると回し、あろうことかこちらに向かって投げ飛ばしてきた。

「今だ、杏！」

「オーケイ、チョコちゃん！」

　行く手を阻はばむために投げ飛ばされたキューティが目をぐるぐるさせながらこちらに向かって飛んでくる。そして背後からは勢いをつけた闇路が両手を広げて飛びかかってきた。

「くそっ──」

　彼らに捕つかまる……そう思った、しかしその瞬しゆん間かん、俺の足は空くうを切り、目を開くと体が宙に浮いていた。

「ふたりとも、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　その声はフレッシュだった。彼女が俺のわきを抱かかえて空高くジャンプしていたのだ。

「はい、助かりました……そうだ、キューティは！」

　言って下を見ると、地上ではキューティと闇路が抱き合うようにぶつかって転がっていた。

「……亨とおるくん、ごめんね。私たち、負けちゃうかもしれないの」

　俺のわきを抱えたまま耳元でそう言うフレッシュに、俺も静かに返した。

「俺こそすいません、なにもできないで」

「ちがうの、私たちが弱いから……」

「いえ、俺がドロップスを見つけられなかったから……」

　そんなことを空中で言い合っていると、昇しよう天てんしていたチップがむくりと起き上がった。

「なにバカなこと言ってんだよ。まだ終わっちゃいねえだろ」

　そしてその声は、どことなくスッキリとしているような気がした。……きもちわるっ！

「とりあえずフレッシュ、俺様たちをそこの中学校まで運んで行ってくれ」

　チップが隣りん接せつしている中学校を指さして言うと、フレッシュは一度校舎の屋上に降おり、

「わかった、任せて……！」

　と言って、空高く舞まい上がった。

「飛んだぞ、追え！」

　すると、背後からクロルドと一いつ緒しよに闇やみ路じとチョコが追いかけてくる。

「行かせないわよ！」

　その直後、残りのドロップスたちがすぐに阻そ止しに入った。

「亨とおるくん、お願いね！」

「亨、絶対に見つけてきなさいよ！」

「地球の未来も私の漫まん画がも、すべては君に掛かっている、亨ちゃん！」

　その言葉のあと、すぐにドロップスたちの悲ひ鳴めいが聞こえた。

　そんな彼女たちの声を背後に、フレッシュが俺たちを中学校の敷しき地ち内に下ろす。

「亨くん、チップ……お願い」

　そしてフレッシュはその言葉を最後に、仲間のもとへ向かっていった。

「亨、もうこうなったらだれでもいい。ドロップ缶からアメ玉を取り出して、手当たり次し第だいそれを口のなかにおし込んでいけ！」

「わかった」

　俺はチップに言われ、ドロップ缶から真っさらなアメ玉を取り出すと、近くで硬こう直ちよくしている女子中学生の口にアメ玉を詰め込んでいった。確かく率りつはかなり低いが、これしか方法はない。チップいわく、適性者がいれば硬直から解放され、その場で変身するというのだ。

「くそ、この子もダメなのか!?　こんなに可愛かわいいのに！」

「つまり、そういうこった。次いけ、次」

　俺は最近の中学生は進んでいるな、それに比べてうちの鳴めいときたら……と軽くショックを受けつつも、ひたすらに近くの女子中学生の口のなかにアメ玉をねじ込んでいく。口のなかに指を突つっ込み、ねっとりと指に滴したたるよだれを制服で拭ふいてから、また別の子の口に指を入れていく。ドロップスたちが必死に敵を足止めしている最中、俺も必死に、女子中学生の口にアメ玉をねじ込んでいくという、そんな変態的な行為を繰くり返していった。

　そして俺が、少し離はなれたところにいる美少女に向かってもう一度アメ玉をねじ込みに行こうとしたその瞬しゆん間かん、腕が何者かに摑つかまれ、俺はそのまま前のめりに倒された。同時に前方で、チップとチョコがもみくちゃになりながらコロコロと転がっていくのが見える。

「右う代しろくん、逃がさないって言ったでしょ」

　俺の背中に覆おおい被かぶさった状態で闇やみ路じが甘い声を出した。どうやら俺は背後から思いっきり彼女に突進されて倒されたらしい。彼女の生温かい吐と息いきが耳に触ふれる。

「闇路、放せ！」

「やだ、右代くんが杏たちの仲間になるって言うまで、絶対放さない！」

「闇路！」

　そう言って、俺は背中に張り付いている闇路を振り払おうと暴れてみる……と、意外なことに彼女の身体はそんなたったの一暴れで跳はね飛ばされ、簡単に背中から剝はがれた。

「んぐっ……！」

　鈍にぶいうめき声に思わず振り向く。闇路は運悪くうつ伏ぶせで地面に転がっていた。

「わ、悪い……大だい丈じよう夫ぶか」

　そのうつ伏せに伸びたカエルのような格かつ好こうの不ふ憫びんさに思わず声をかけながら近づいていくと、しかしその瞬しゆん間かん、おでこを赤く染そめ上げた闇路が顔を上げたかと思うと、ニッと笑みを浮かべ、そのまま俺の手からドロップ缶をかすめ取った。

「ふっふっふ、杏あんの作戦に引っかかったね右代くん」そう言って闇路はその場に起き上がると、ぺたんと女の子座りをして勝ち誇ったように笑った。「このドロップ缶の中身、今からぜんぶ出しちゃうんだから！」

　そして缶のふたに指を引っかける闇路。

　ところが指に引っかかったまでは良いものの、案あんの定じよう、彼女はドロップ缶のふたを開けることができない。それもそのはずだ。プルタブ、ペットボトルキャップ、瓶びんのふた……それらのものでさえ開けられない闇路にドロップ缶のふたが開けられるはずがないのだ。

「……闇路、貸してみ、ほら」

　顔を真っ赤にし、ふーふー言って必死にふたを開けようとしている闇路があまりにもかわいそうに見えたため、俺はいつものようにして彼女に手を差し出していた。そして闇路からドロップ缶を受け取ると、ふたを開けてやり、彼女に戻す。

　しかしそこで俺はふと気づいた。同時に闇路も同じことに気づいたようだった。

「あっ」

　二人の口から声が漏もれる。

　瞬間、俺は闇路の手が伸びてくる寸すん前ぜんで自分の手を引っ込めた。

　どうやら俺たちはいつもの癖くせで何とも間抜けなやり取りをしてしまったらしい。

「わ、悪いな、闇路……それじゃあ、ドロップ缶は返してもらうぜ」

　思わぬラッキーに俺はそう言い残し、どこか少しだけ後ろめたい気持ちを抱かかえつつも、その場を後にする。

　そんな俺に対し、闇やみ路じは大人げないと訴えるかのようにして後ろでわめき散らしていた。

「右う代しろくん、ずるい！　ずるいぃ！」

　それから俺は闇路を倒す（？）ことに成功すると、もう一度狙っていた美少女のところまで行き、半開きの口にアメ玉を突つっ込んだ。しかし彼女は期待を裏切るようにして、無情にも口からアメ玉を地面に落とす。彼女の口からこぼれ落ちたアメ玉はポトッと音を立て、所しよ在ざいなげに地面に転がっていた。

「くそっ……」

　辺りを見回す。もうどこにも美少女は見当たらなかった。

「……ダメなのか、もう」

　そう俺が空中で戦っているドロップスたちを見上げ、諦あきらめかけたときだった。

　かつての相あい棒ぼうチョコともみくちゃになりながら近くをコロコロ転がっているチップが叫さけぶ。

「亨とおる、向こうを見ろ！　双ふた子ごの美少女がいるぞ！」

　チップの声に俺は振り向いた。するとそこには、たしかに双子の姉妹がいた。

　見れば片方が、大きく口を開け、あくびをしたまま固まっている。

「……よし、これが、最後の望みだ！」

　俺はピッチャーよろしく、その場で大きく振りかぶった。

　それを見たチョコがクロルドへと瞬しゆん時じに叫ぶ。

「クロルド、男を仕し留とめろ！」

　その言葉にクロルドがうなずき、そして俺に向かって攻こう撃げきを放とうと構えた──しかしその瞬しゆん間かん、こちらに向かって小さな女の子が走って来る姿がその場にいた全員の視界に映った。

　見ればその女の子は、裏のウメばあちゃん家にいたあの女の子だった。

「なんであの子は動けているんだ──いや、逢あい夕ゆちゃん、ダメだ、来るな、こっちへ来るな！」

　俺は逢夕に向かって大きく叫んだ。しかし彼女はトコトコ走って止まらない。

「ま、待てクロルド！　攻撃は中止だ！」

　それを見たチョコも慌あわてた様子で叫ぶが、クロルドはすでに歯止めがきかないようだった。

　見ればドロップスたちもこちらに向かおうとしていたが、もう間に合わない。

「亨くん、その子を守って！」

「亨、早くそのガキを守れ！」

　キューティとチップの声と同時に、俺は反射的に逢夕を抱きしめて庇かばった。

　瞬間、灯あかり野のの話が脳のう裏りに浮かぶ。先ほど灯野が話してくれた彼女の背中の傷の話だ。

「亨！」「亨くん！」「亨ちゃん！」

　ドロップスたちの声がとても遠くのほうで聞こえた。世界がコマ送りになる。

　腕のなかでは、逢夕が俺の手を握りしめながら胸に顔を埋うずめ、ぎゅっと力を込めてしがみついていた。

「くっ──」

　クロルドの攻こう撃げきが放たれる。コマ送りになった世界でその攻撃は轟ごう音おんを立て、真まっ直すぐとこちらへ向かって来るのが見えた。俺はその攻撃から顔を逸そらし、逢あい夕ゆを強く抱きしめ、ぎゅっと目を瞑つぶろうとした。

　しかしそのとき、だれかがこちらに飛び込んで来る姿が視界に映る。

「右う代しろくん、私たちは良い友だちに、なれるかな」

　その声に目を開ける。俺の目の前には、灯あかり野のの情けなく笑う顔があった。

「灯野、おまえ──」

　そして、クロルドの攻撃と俺たちの間に入ってくる彼女を見て、俺は絶望した。

「……変身、してないじゃないかよ」

　灯野が笑う。

「ゆいか！」「ゆいかちゃん！」

　ドロップスたちが一いつ斉せいに叫さけんだ。クロルドの放った攻撃が彼女の背後に大きく近づいていた。

　俺は逢夕を強く抱きしめたまま、灯野に手を伸ばした。

　ダメだ、これ以上、灯野の体に傷をつけさせては──……。

「……パパ」

　途と端たん、視界がまばゆい光に覆おおわれ、俺は腕のなかに目をやった。見ると、逢夕と、そしてドロップ缶が俺の腕のなかで光り輝かがやいていた。

　俺は自分の手のなかにあったアメ玉がないことにすぐに気がつき、もう一度逢夕を見た。彼女の小さな頰ほおがアメ玉ひとつ分、ぷっくりとふくらんでいる。

　それから俺が灯野に顔を向けると、彼女も驚おどろいたように逢夕を見ていた。

　逢夕の作り出している光に、俺たちは包まれている。

　そしてそんな光のなか、灯野は俺に向かって優やさしく微ほほ笑えむ。

「やったじゃない、右代くん」

「灯野、もしかして、これって──」

　その言葉の意味を俺が訊きき返そうとする。

　しかしそれよりも先に光は弾はじけ、逢夕の体が光を纏まといながらゆっくりと浮かんでいった。

　そして、逢夕はクリーム色に輝くリボンに包まれ、ドロップスへと変身を遂とげる。

「はにかむ希望の美お味いしい一ひと粒つぶ、ラブリィー・チャーミー・ドロップス」

　決めゼリフを放ち、クリーム色の衣い装しように包まれた天使のようなチャーミーが戦場へと降おり立つ。

　新たなドロップスを前に、クロルドが怯ひるんだ。

「な、なんだと……」

　そして、そのあまりの眩まぶしさに思わずドロップスが息を吞のみこむ。

「まぶしい、まぶしすぎるわ……」

　ハニーが目も当てられないと言った様子で顔を覆おおう。

「これが、若さの力……」

　キューティがぽかーんと口を開けたまま固まった。

　俺はそんな光あふれるなか、ハッと気がつき灯あかり野のを抱き寄せた。

「灯野、大だい丈じよう夫ぶか」

　訊きくと、灯野はどこか安心したようにして小さくため息を吐はいた。

「うん。あの子が守ってくれたみたい」

　安あん堵どのあまり力が抜けていく灯野の向こうで、チャーミーがこちらにふり返る。

「……パパ」顔を上げると、チャーミーは俺に向かってもう一度言った。「……パパ」

「……パパ？」

　先ほどからパパ、パパとばかり呼ばれている俺は、思わず首をかしげる。

「チビガキが……」

　するとその瞬しゆん間かん、クロルドがチャーミーの後ろ姿へ向かって不意打ちを放った。

「あぶない！」

　それを見ていた全員が一いつ斉せいに声を上げる。

「チャーミー！」

　そして俺が彼女を抱き寄せ守ろうとしたそのとき、クロルドの放った攻こう撃げきはチャーミーへと当たる寸すん前ぜん、彼女の頭に付いているツインテールリボンの光によって見事に打ち消された。

「な、なんだ今のは……」

　チャーミーがクロルドへと向き直り、ゆっくりと彼を見上げる。

「チッ……プリティがいないと思ったらもっと強力なのが現われやがって。だが、まあいい。油断をしていただけだ。次は一発で仕し留とめる。ボクの最強の必殺技をお見み舞まいしてやろう！」

　すると、クロルドは今度、力を溜ためるような体勢に入った。

「杏あん、帰ろう」

　しかしどういうわけかそれを見届けることすらせず、チョコが闇やみ路じに言った。

　闇路はうなずき、チョコを抱っこすると、おでこをさすりながらその場から去っていく。

「闇路！」その後ろ姿に俺は声をかけた。「鳴めいは、どこにいる」

　戦せん闘とうに入ってから一度もあののんきな姿を見かけていなかったため、俺が彼女にそう尋たずねてみると、その問いかけに闇路はちょっと残念そうな声で答えた。

「鳴ちゃん、今日はお家で寝てる。昨日、夜よ更ふかししてたみたい」

「そ、そうか。ならいいんだ。ありがとう」

　どうやら鳴のやつ、自分の所属する悪の組織が世界征せい服ふくをかけて大事な一戦を繰くり広げている最さ中なか、のんきに家で寝ていたらしい。

「あいつ、また夜中までパソコンやってたな……」

　そう言って呆あきれてみるも、どうやら世界に明日は来るようだ。まだ敵の幹部は倒せていない。しかし辺りを見渡せば、すでに現場の空気は祭りの後状態となっていた。

　それにしてもなんだろう、これから敵幹部が自身最強の必殺技を繰くり出そうとしているというのにこの落ち着いた空気。というか敵のボス帰っちゃったし。クロルドの期待されてなさが不ふ憫びんすぎる。

「やったな、亨とおる」

　そんなことを考えていると、チップがこちらに歩いて来た。

　俺はそんな、すでに祝勝ムードのチップに訊きいてみる。

「チップ……俺たち普通に会話してるが、ここから逃げなくていいのか？」

　見上げれば空中では、クロルドが必殺技を繰り出すため、物もの凄すごい形ぎよう相そうで力を溜ためている。

　しかしチップはそちらに見向きもせずに平気そうな声で言った。

「ん、まあ、大だい丈じよう夫ぶだろ。見てみろよ、チャーミーのオーラを」

　先ほどからじっと、黙だまってクロルドを見上げているチャーミーに目を向ける。しかしそうは言われても俺には彼女のオーラはわからなかった。だが灯あかり野のも逃げようとする様子もないし、たぶん大丈夫なのだろう。見ればドロップスたちも、瓦が礫れきに埋うまっている仲間を引っ張り出したりで、もはや戦せん闘とう後の後片付けムードを出してしまっている。あれだけ苦戦していた強敵の姿は、今や彼女たちの眼中には映っていない。クロルドという存在はこの場において、完全に空気となってしまっていた。

　敵から無視され、味方からも見捨てられるクロルドという男……なんかちょっと気の毒どくだ。

　しかしクロルドはそんな空気感のなか、それでも健けな気げに力をチャージし終えると、いよいよだといった様子でがんばってひとりで盛り上がり、必殺技を繰り出すために大声で叫さけんだ。

「フハハハハハハ！　ヌァーッハッハッハッハ！　さあドロップスたちよ、これが貴様らの最後だ。この一いち撃げきで地球は我われ々われブラックバーント軍団の手に堕おちる！　世界を黒くろ焦こげに染そめてやる！」

　あえて仲間の存在を消し、後片付けをしているドロップスたちを見ないようにして盛り上げようとする彼を見ていると、なんだか寂さびれた遊園地で行われる客のまったくいないヒーローショーを見ているような、そんな切ない気持ちになった。嗚あ呼あどうか、お願いだからドロップスたちは談だん笑しようをしてないで彼の話を聞いてあげてほしい。聞かなくてもいいから、せめて彼のほうだけでも向いてあげてほしい。彼に背中を向けてこちらに歩いて来ないでほしい。

　敵はまだ後ろにいるのに！

「……がんばれ、クロルド」

　一いつ世せ一いち代だいの見せ場を微び妙みような空気で迎むかえたクロルドに同情し、俺が小さくポツリとこぼすと、クロルドは一いつ瞬しゆん、悲しげな目をこちらに向け、それから必殺技を出すポーズになって最後の決めゼリフを口にした。

　そして俺は、俺だけはそんな彼の言葉を聞いてやろうと耳を傾かたむける。しかし──、

「さあ、これで終わ──」

　そう、彼が口にした瞬しゆん間かんだった。今までずっと彼のことを見上げていたチャーミーの頭にあるツインテールリボンが「ピッ」と一瞬光った。かと思うと、次の瞬間にはもう、クロルドのいた場所には彼の形をした灰のようなものしか残っていなかったのだ。

「おいおい……マジかよ」

　それを見て、今まで得意げだったチップが若じやつ干かん引いたような声を漏もらす。

「ク、クロルドは……どうなったんだ。彼はどこへ行ったんだ」

　必殺技を放つことなく、一瞬でその場から姿を消してしまったクロルドがいったいどこへ行ったのか尋たずねると、灯あかり野のは呆ぼう然ぜんとした様子で答えた。

「……消しよう滅めつ、した」

「しょ、消滅って……噓うそだろ？」

　今の今までそこにいたクロルドが、チャーミーのリボンから出た静電気のような光に触ふれて消えたというのか。そんなバカな。彼はまだ決めゼリフを最後まで言えていないのに。

　しかし、それからいくら待ってもクロルドの声は聞こえてこなかった。どうやら本当に、彼はチャーミーによって消されたらしい。毎日会社の部長に怒られ、汗あせ水みず垂たらして働いた金でフレッシュを釣つるためのカードデスに自腹を切り、肉体改造をして必殺技を開発したにもかかわらず、クロルドという男はその必殺技どころか、最後の決めゼリフを言うことすら叶かなわないまま、突然現われた新キャラによって存在ごと抹まつ消しようされてしまった……そして、彼が最後に残した言葉が「さあ、これで終わ──」という、あまりにも中ちゆう途と半はん端ぱすぎるもの。

「クロルド……」俺は彼のいた場所からさらさらと風に流されていく灰を見てつぶやいた。「おまえは最後まで熱い男だったぜ」

　そうつぶやいていると、自分より一回りも二回りも体の大きい相手を一瞬で灰にしてしまったチャーミーがこちらを振り向き、トコトコと近づいて来た。そして未いまだにバチバチッとツインテールリボンが電気を走らせている様子を見て俺が思わず灯野かチップに声をかけようとすると、しかし二人はすでに数メートル離はなれた場所から、様子を見るようにしてこちらを見守っていた。

「えっ、おい……なんで逃げるんだよふたりとも」

　取り残された俺が二人のもとへと行こうとする。そこでチャーミーに服を摑つかまれてしまった。

「パパ」

　そしてチャーミーは俺のことをパパと呼びながら、静かに胸へと抱きついてきた。

「パパって……」

　わけがわからないまま困こん惑わくしていると、キューティたちが恐る恐る近づいてくる。

　と、そのとき、突然空からひらひらと一枚の手紙が舞まい降おりてくるのが見えた。

「右う代しろ亨とおるさまへ……だって」

　手紙をキャッチしたキューティがそう言いながら、それをこちらに寄こしてくる。

　俺は受け取ると、封ふうを開け、なかの便びん箋せんを取り出した。

　遠くで様子を見守っていた灯あかり野のも、チップを抱いて戻ってくる。

　俺は全員が揃そろうと、抱きついてくるチャーミーを片手で抱いたまま、手紙を読み上げた。

　手紙は『Dear右代亨へ』から始まっていた。

『この手紙を読めているということは無事に〝逢あい夕ゆ〟がドロップスとして覚かく醒せいしたのだな。いや、めでたい。実にめでたい。これで新生ドロップスはゆいか、鳴めい、逢夕の三人になったわけだな。よしよし、なるほど』

　俺は初しよっ端ぱな、そこで手紙を読み上げるのを一いつ旦たんやめると顔を上げた。

　見上げれば全員、引きつったような笑みを浮かべている。

「も、もしかして鳴ちゃんって、本当はドロップスになる予定だったんじゃ」

「と、とにかく先を読んでよ、亨」

　キューティの言ってはならないその一言に、ハニーが慌あわてた様子で促うながす。

「は、はい」

　俺は視線を落とし、手紙に戻った。

『いや、もしかしたらまだ鳴はドロップスになっていない時期かもしれない。もしそうだったらネタバレになったな、すまん。でもまあ、いずれそのときは来るのだ。いいか、右代亨よ、敵は……いや、闇やみ路じ杏あんは鳴を狙っているからな、絶対に惑まどわされることなく、奪われないよう気をつけるのだ。一度でもあいつの誘ゆう惑わくに乗ったら最後、一生ネタにされるからな、一生だからな、そこんところ、マジで気をつけろよ！（しかしまあ、いま思えばあのとき取られずに済んでよかったがな、これで鳴を取られていたらどうなっていたことか……）』

　もう一度、俺は恐る恐る顔を上げた。するとそこでは、ドロップスたちがひどく冷たい目で俺を見下ろしている。しかも無言である。迫はく力りよくがとんでもない。

『とにかくだ、杏には気をつけろよ。あいつは恐ろしい。あらゆる手法を使っておまえを誘惑してくるぞ。なかにはとっても魅み力りよく的な誘惑もあるからな、惑わされるなよ！　惑わされてそのままズルズルいったら、もう大変なんだからな！』

　あ、あらゆる手法……とっても魅力的……というかもう、今さらそんなことを言われても何もかも手遅れなんだが。鳴ももう見事に闇やみ堕おちしているのだが。全部終わっているのだが！

『それと逢夕についてだが、その子は正しよう真しん正しよう銘めいおまえの子だ。大切に扱あつかえよ。勉強が好きだぞ』

　俺は手紙を退どかし腕のなかのチャーミーに目をやった。この子が俺の子ども……噓うそでしょ？

「パパ、新しい計算ドリル買って」

　俺の視線に気づいたチャーミーが、まったく無ぶ愛あい想そうな目つきでおねだりをしてくる。

　しかもおねだりが計算ドリルって、なんかまるで、小さい頃の──。

「亨とおる、あんたいつの間に子どもなんて……」

　と、そこでなぜかハニーが裏切られた、というような視線で俺を見てくる。

「いや、俺は子どもなんて……ま、まだキスさえしたことがないんですよ」

　そして俺も、なぜだか慌あわててそんなことを口にしていた。

「でもあんたの子どもなんでしょ」

「いや、だから身に覚えが……」

「亨くん、手紙に逢あい夕ゆちゃんのお母さんについては書かれていないの？」

　キューティに言われて、俺は手紙の続きを読み上げた。

『ちなみに母親は……いや、楽しみがなくなるから言わないでおこう。それに、もしここで俺が手紙に書いてしまったら未来が変わって逢夕がいなくなってしまう可能性もあるのだ。許してくれ。……とまあ、そうは言っても、ひとつだけ言えることはある。それは、逢夕の母親はドロップスのなかにいる、ということだ。どうだ、ワクワクしてくるだろう？』

　瞬しゆん間かん、ドロップスたちがなにやらざわつき始めた。

「まさかこれ……未来からの手紙なんじゃ？」
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「うそ、じゃあだれかが亨とおるとくっつくってこと？」

「も、もしかしてハニーなんじゃ」

「やめてよ、こんなガキと私が……冗じよう談だんじゃないわ！」

「じゃあ、ゆいかちゃん？」

　その言葉に、全速力で首を振り否定をする灯あかり野の。

「な、なにもそんなに否定しなくても……」

　なんかすげえ悲しいんだが。

『まあ、逢あい夕ゆの母親はもうドロップスを引退している。というか、続けられないからな。だが安心してくれ、その他のドロップスたちは今もまだ現役だ！』

　そこまで読んだ瞬しゆん間かん、またしてもドロップスたちがざわざわし始めた。

「そ、その他のドロップスたちは現役って……まさか亨と結ばれなかった人間は、そのままずっとドロップスのままってこと？」

「ま、まだ未来の話って決まったわけじゃないよ。亨くん、続きを読んで」

　俺はうなずき、続きを読む。

『そう、そうなんだ。いまこの手紙を書いている未来では、まだ戦いが続いている』

「……噓うそでしょ」

　その言葉を最後に、絶望するドロップスたち。しかしそれからすぐ、彼女たちはこちらにチラチラと目を向け、なにやらそわそわとし始めた。

『本当に申し訳わけない』

　瞬しゆん間かん、ハニーが俺の頭をパシッと弾はじいた。痛いてぇ……。

『だが逢夕もそちらの世界で無事にドロップスとして覚かく醒せいしたようだし、きっと君たちの未来は明るいだろう。現在はゆいかと鳴めい（まだドロップスになっていないかもしれないが）と、逢夕だな。これから他にも何人かドロップスとして覚醒するが、とりあえずまずは逢夕をドロップスとして育ててくれ、ついでに人間としても育ててくれ、目つきが悪いのも直してやってくれ。まったくだれに似たんだか、ほんとに目つきが鋭するどくて困ってるんだ。よろしく頼たのむぞ』

　……まさか子育てがうまくいってないから、この子をよこしたんじゃないだろうな。

『──とまあ、そんなわけで、いろいろとよろしく頼むぞ。ついでに逢夕は裏のウメばあちゃん家に預けてあるが、これを読んだらちゃんと引き取ってやってくれよ。本当は母親と一いつ緒しよにいさせてやりたいが、まあ……な。ネタバレはいかんからな。それじゃ、右う代しろ亨よ。これから大変だろうが、がんばって早く戦いを終わらせてくれ。──by未来の右代亨より』

「……やっぱりこれ、俺からかよ」

　そしてそこまで読むと、俺はウメばあちゃんが言っていたことを思い出した。なるほど、俺はてっきりウメばあちゃんはボケたものだとばかり思っていたが、実は未来の俺を見てあんなことを言っていたのだ。

　俺は手紙を閉じ、ため息をついた。

　気がつけば周りでは、さっそくドロップスたちがなにやら話し合いを始めていた。

「で、どうするのよ。もうこの時点で鳴めいちゃんいないじゃない」

「それより数年後もドロップスやめられないのがショックだよぉ～お酒吞のみたいぃ～」

「亨とおるちゃんと結ばれればあるいは……」

「でも亨くんと結ばれるのは、もしかしたらこれから仲間になるドロップスの子かも……」

　フレッシュの言葉に、ドロップスたちが考え込む。

　それから少し経たって、ハニーが引きつったような表情で恐る恐る口を開いた。

「……と言うか、全員が引退できてないってことは、少なからずドロップスのだれかが美少女戦士の条件を破って、亨と過あやまちを犯して……その、純じゆん潔けつを失ったってことよね……」

「仮にもしそうだとしたら、その過ちを犯しただれか以外は数年後も揃そろって、私たちは現役ってこと……？」

　あえかさんの言葉に、ハッとしたドロップスたちの目の色が変わる。

「ま、まあ……亨もよく見れば少しは男前に見えなくも……」

「……可愛かわいいしね」

　しかしそれはどこか、年収目当てで近づいてくるような、そんな女の目に見える。

「い、いやいや皆さん、ちょっと待ってくださいよ。いくらなんでも気が早すぎませんか」

　そこで俺が言うと、弾はじけるようにしてドロップスたちの視線が散っていった。

「まっ、そうよね。もし亨が数年後にかっこよくなると言っても今はないわ、うん」

「とりあえず亨ちゃん、女の子の誘ゆう惑わくに乗らない訓練から始めようか」

「亨くん、がんばって……」

「でも私、今のやさしい亨くんも好きかも……お酒さえ吞のませてくれれば」

　ドロップスたちにいろいろと好き勝手を言われ、俺は本気でへこんだ。

　そこへ、灯あかり野のの腕のなかにいるチップがどこか楽しそうにして言った。

「亨、ま、がんばれや」




　それからドロップスたちは変身を解とくと、これから逢あい夕ゆをだれが引き取るかという話をし、結局、逢夕は灯野家に引き取られることとなった。

　理由としては、俺の家は闇やみ路じと鳴めいが出入りし、ほぼ敵の組織の支部になっているためＮＧ。

　雪ゆき乃のさん＆麻ま緒お子こさんのアパートは、いたら絶対に夜型の生活になってしまうためＮＧ。

　そして愛あい理りさんの家はどうかという話になったのだが、聞けば彼女の家は資産家──愛理さんはそこの一人娘らしい──なのだという。何不自由なく暮らせるのは良さそうだったが、愛理さんのようなわがままなお嬢じよう様に育てられたら親である俺が後のち々のち苦労しそうだったためＮＧ。

　そして消去法でやっていくうちに、最後に残った灯あかり野の家が都合の良い環境だということで結局そこに決まった。

　それを聞き、灯野は最初、面倒が増えると言って嫌いやがっていたものの、俺たちが協力してローテーションを組み、週に何日かはそれぞれの家で預かるということ、ちゃんとカンパもすること、困ったときはだれかが助けること──という条件の下もとならと、渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたようだった。

　そして本当に逢あい夕ゆは勉強が好きなようで、どこからか計算ドリルを取り出すと地べたにぺたんと張り付き、黙もく々もくと勉強を始めた。そんな逢夕の姿を見て「もしかしたらゆいかの子どもかもしれないよ」と言ったあえかさんの言葉に灯野は「ありえない」と強く否定したものの、その所構わず黙々と勉強をしている姿に自分を重ねてしまったのか、逢夕に対して少しだけ、愛情が芽め生ばえたようだった。

「逢夕ちゃん、私のお古だけどうちにたくさん勉強の本あるから、一いつ緒しよにやる？」

　灯野がそう話しかけると、逢夕はドリルから顔を上げ、黙だまってうなずいて灯野の手を取った。

　そしてそのまま二人は手を繫つないで歩いて行く。

「それにしても、ドロップスのだれかが亨とおると結婚ねえ」

　灯野と逢夕の歩いて行く姿を眺めながら、俺たちはその後ろを歩いて行った。

「亨くんは、このなかで結婚するならだれがいい？」

　そしてふとあえかさんが何なに気げなくした質問に、女子大生組の四人の顔に緊きん張ちようが走る。

「……いや、決められないです」

　俺はもう疲れ果て、正直に答えた。

「おうおう、亨。てめえモテモテだな。あと、おまえらは必死すぎ」

　それを見てチップがあえかさんの腕のなかで愉ゆ快かいそうに茶化すと、すぐさま愛あい理りさんが突つっかかった。

「元はと言えばあんたがなにもしてないのが悪いんでしょ！　手紙読んでるときだって、ぬいぐるみになって逃げてるし！　聞いてたの？　未来ではまだ戦いが続いてるのよ！」

「さあ、知らねーな。俺様はなにも聞いちゃいねえ」

「……そう、わかった」すると愛理さんがふっと顔に影を落とし、あえかさんに言った。「あえか、ちょっとそいつ貸して」

「うん、はい」

　あえかさんが何の躊躇ためらいもなくチップを渡す。その速さにチップは追いつけず、まんまと愛理さんにそのやわらかいふわふわな身体を鷲わし摑づかみにされて焦あせっていた。

「あ、愛理……さっきのは冗じよう談だんだ、な、わかるだろ。いつものことって……お、おい愛理なんだそれ……なんでハサミなんて持ち歩いてるんだよ、おい、おい、おいやめろ！　やめ、あ、愛理……ぎゃああああああああああああああああああッ！」

　そして平和になった世界に、チップの悲痛な叫さけびがどこまでも響ひびき渡った。

　俺はそんな様子を眺めながら、未来の自分から届いた手紙のことを考える。今となってはもうなにもかも手遅れなのは事実だった。けれどもそれは、仮にも未来からの手紙だ。もしかしたらもっとほかに、これから先のことでヒントになることが書かれているかもしれない。

　そう考え、俺はポケットのなかからもう一度手紙を取り出してみる。

　すると手紙の入っていた封筒のなかにもう一枚、小さな紙きれが残されているのを見つけた。

　俺は足を遅め、みんなの後ろでそれに目を通す。

『ＰＳ──冗じよう談だん抜きで敵との戦いは早めに終わらせたほうがいい。さもなくば、おまえはいずれ敵よりも恐ろしい相手と遭そう遇ぐうすることになる。そして俺は現在、その相手によって命の危険に曝さらされた状態でこの手紙を書いているのだ。気をつけろ亨とおる、奴やつらはおまえのすぐ近くにいる。ここは地じ獄ごくだ。もはや俺にはだれが敵でだれが味方だったか区別がつかない。いいか、そんな地獄を見たくなければ、一いつ刻こくも早く戦いを終わらせることだ。どんな手を使ってでもな。もしそれができなかった場合、おまえは命を狙われる。もちろんおまえの命を狙うのはドロッ……おや、だれか来たようだ。それじゃあ、俺はそろそろ失礼する。未来から過去へ──健けん闘とうを祈いのる』

　最後のほうは汚きたない走り書きで切せつ迫ぱく感が伝わってきた。

　どうやら未来の俺は命を狙われているらしい。

「……はは、まさかな」

　俺は前を歩く彼女たちを見て、少しだけ身み震ぶるいをした。

「亨とおるくん、どうしたの？」

　あえかさんが優やさしそうな笑みを浮かべてふり返る。

「いや、なんでもないです」

　俺はそう言って、彼女たちを追いかけた。

　あえかさん、愛あい理りさん、雪ゆき乃のさんに麻ま緒お子こさん。そして、灯あかり野のゆいか。

　本当に俺は、このなかのだれかと一いつ緒しよになるのだろうか……それも美少女センシの三箇か条じようを破るというタブーを犯おかしてまで。まったく想像ができない。

　けれどもまあ、とりあえず今日のところは、世界の滅めつ亡ぼうは避さけられたのだ。

　もちろん敵の組織が壊かい滅めつしたわけではないし、これからもドロップスたちの戦いはまだまだ続く。そして俺はこれからも引き続き、新生ドロップスを集めなければならない。

　だけど今日はもう、平和を維い持じできたから、それで良しとしよう。

「ねえねえ、亨くん。今日私たちがんばったから、このままみんなで居酒屋に行っていい？」

　偶然にも俺の日常は、彼女たちと出会って急変した。

「亨、また鳴めいちゃんと遊ぶ予定入れなさいよ」

　本当に今じゃ、おかしくない日がないくらいだ。

「あのっ、亨くん……また新しいカードデスが出たの……」

　まったく、とんでもないことに巻き込まれてしまったとしみじみ思う。

「亨とおるちゃん、漫まん画がの原げん稿こう、手伝いたまえ」

　しかし、勉強ばかりだった日々に比べれば、それなりに充じゆう実じつはしているかもしれない。

「右う代しろくん、そういえば服を買いに行く日程、まだ決めてなかった」

　それが良いのか悪いのかはわからない、ただ──。

「パパ、計算ドリル買って」

　世界を救う手伝いをできるなんて、なんだかすごいことだよな。

「嗚あ呼あ、空がきれいだ……」

　俺がぺちゃくちゃとうるさい美少女戦士たちに背を向けて言うと、彼女たちは無視されたことに対し「亨くんが無視した！」「ちょっと亨！」「亨ちゃん、逃がさないよ」とそれぞれにピーピーとわめいた。

　俺はそんな彼女たちの声を背に、また疲れたようにため息を一つつくと、日が暮れ、紫むらさきがかってきた空を見上げ、そして自分の心に深くしっかり、この目の前の景け色しきを刻み込んだ。

　俺は、忘れない。

　彼女たちドロップスが人知れず戦い、苦く悩のうし、そして守った、このきれいな空を──。
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あとがき




　思えば私は、幼少の頃は『美少女戦士セーラームーン』を見て育ったような気がします。

　そして現在も、毎週日曜は『プリキュアシリーズ』を見て不健康にすくすくと育っています。

　その結果生まれた作品が、この『ニート系戦隊らぶりぃー・りとる・どろっぷす』でした。

　名前からして不健康なこの作品、簡単に言うと《ラノベ版　美少女戦士モノ》でしょうか。

　もしも世界平和のためいつも全力で敵と闘たたかっている美少女戦士がラノベになったら……？

　答えは簡単です。ラノベ版というくらいなので、出てくる美少女戦士たちは皆、一ひと癖くせも二癖もあり、残念ながら全然まっすぐじゃありません。多くの美少女戦士たちが「地球を救えるから救う」という理由で闘うことに対し、彼女たちはそこに疑問を抱いだいてしまう。

　おまけにどういうわけか敵との闘いが長引き、気づけば四年目突入。当時、高校生で美少女戦士となった遅咲きの彼女たちも、今では立派な女子大生。もはや〝少女〟ですらない。しかし美少女戦士をやめることもできない。精神的にも、肉体的にも、そして変身コスチュームのサイズ的にも追い詰められてしまっている彼女たち……。

　これはそんな、敵を倒すことができなかった美少女戦士たちの数年後の物語であり、そんな彼女たちと出会い、マネージャーのようなものにされてしまった、ある一人の男の奮ふん闘とう記きです。

　なんだかまるで、弱小チームを立ち直らせるスポコンもののよう……。

　でも負けたら地球滅めつ亡ぼうです。




　それでは最後に、本書の制作に関わっていただいた方々に謝しや辞じを。

　担当編集者の黒くろ崎さきさま。いつも作品完成のため、ご尽じん力りよくいただき、本当にありがとうございます。大変心強く、とても感かん謝しやいたしております。

　本書を素す敵てきなイラストで飾ってくださる藤ふじ丸まるさま。キャラが多く、おまけに変身バージョンの衣い装しようまであるにもかかわらず、ひとりひとり、細部に至るまで確実に特とく徴ちようや個性付けをしていただいて、大変ありがたく、非常に感かん激げきいたしました。ありがとうございます。

　そして、本書の制作・販売に関わっていただいているすべての方々と、本書を手に取り、最後までお読みになってくださった読者のみなさまにも、心より感謝申し上げます。

　それでは、彼女たちラブリィー・リトル・ドロップスが無事に地球を救い、行き遅れになる前に引退できるよう祈いのりつつ……。
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芦あし屋や六ろく月つき

神奈川県在住。おうち大好き人間。自称ポンコツ。

朝食にムギムギを食べていると、自分のえさだと勘違いして猫が群がってきます。やめてください、それ私のごはんです。
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イラスト／藤ふじ丸まる

はじめまして、藤丸です。毎年夏には自転車の旅に出ているのですが、今年は今のところ行ける気配がありません。この本が刊行される頃には、事後報告をしていたいものです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。
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